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　檜ひのき造づくりの橋板を踏むと、五い十す鈴ず川がわのせせらぎが耳につく。

　神域と俗界をつなぐと謂いわれる宇う治じ橋ばしを渡りきったところで、塔とう子こは身体からだを反転させて初夏の深緑におおわれた神かみ路じ山やまを見上げた。

「斎さい王おう様、いかがなさいましたか？」

　白の浄じよう衣えを着けた、大だい宮ぐう司じが問いかける。

　本日は、年に二度行われる伊い勢せ神じん宮ぐう月つき次なみ祭さいの最終日である。

　二十四節気〈小しよう暑しよ〉、七十二候でいえば〈鷹たか乃わ学ざを習う〉のころである。

　神が宿るとされる太ふと玉たま串ぐしを捧げることは、アマテラス大御オオミ神カミの案内役とされる伊勢の斎王の重要な役目である。塔子はついいましがた、大宮司から受けとった玉串を内ない宮くうの瑞みず垣がき御ご門もんに立てるという神しん事じを終えてきたところだった。

「いえ、アマテラス大御神はいまでも弟のスサノオ命ノミコトにお怒いかりなのかと思って」

　大宮司の虚きよをつかれた表情に、突とつ飛ぴなことを言ってしまったと、少し後こう悔かいする。

　子供のときから親しんでいたましつたろがわわぬぬ神スサノオは、姉である太陽神アマテラスの怒りに触れ、神の住まう高たか天ま原がはらを追放されて根ねの堅かた州す国くに（常とこ世よ・いわゆる黄よ泉み）にこもった。日本人ならたいていは知っている話だが、アマテラスを祀まつる神じん宮ぐうで出すにはあまりふさわしい話題ではなかったかもしれない。

「そ、その、ちょうど天あまの岩いわ戸との話を読んだところだったので」

「そういえば斎王様は、古こ事じ記きを写しや本ほんされていると仰おおせでしたね」

　なるほど、とばかりに大宮司はうなずいた。神宮から牛ぎつ車しやで二に里り余り離れた斎さい宮ぐう寮りよう（伊勢の斎王が住む宮）で、塔子は古事記を書き写している最中だった。

「向学心が旺おう盛せいなことで、実にけっこうでございますね」

　古事記は神道における神典のひとつでもあるから、斎王である塔子が学んでいるといえばそう受け止められるのも道理だろう。

　目を細められ、少しばかり罪ざい悪あく感かんを覚えた。好きな人を手伝いたくてはじめたのだと正直に言ったら、この人がよさそうな大宮司はどんな表情をするだろう。

「斎王様！」

　あわてふためいた声に視線を向けると、向こうから浄衣姿の男が走ってきていた。神宮の神職ではなく、斎宮寮に勤める官かん吏りだった。そばまできたはよいが、息せき切ってすぐには喋しやべれないでいる。

「どうしました？」

　塔子の問いに、官吏は胸元を押さえながら必死で息を整える。

「さ、先ほど都から使いが参りました。お父上・高たか槻つき親しん王のう様と姉上であらせられる梅うめ壺つぼの女によう御ご様が、呪じゆ詛その咎とがにより捕とらえられたそうです」

　深々と頭を下げつつの口こう上じように、その場が凍りついた。

　やがて斎王に付き従う女によ嬬じゆたちが悲鳴をあげた。大宮司をはじめ神職の者たちは気の毒そうに目を見合わせる。

「したがいまして塔子女によ王おう様につきましては、即そつ刻こく斎王任を解とかれまして───」

　ぼう然と立ち尽くす塔子に、大宮司が不安げに言う。

「斎王様、どうぞお心を強く───」

「………やった」

「は？」

　大宮司は耳を疑った。見ると斎王は白の小お忌み衣ごろもの打ち合わせを引きよせるようにして、胸元でこぶしを握りしめている。

「………斎王様？」

「やった、これで熊くま野のに帰れる！」

　伊勢の斎王塔子女王は、雲一つないすがすがしい青空に向かって高々とこぶしを突きあげた。
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　帝みかどの即そく位いに伴ともなって皇こう族ぞくの未み婚こん女性から選ばれる伊い勢せの斎さい王おうは、帝の退たい位いによってその任を解とかれる。逆にいえば帝が長く在ざい位いしていれば、その間ずっと伊勢にいつづけなければならないのである。一年で終わる者もいれば、中には三十年余という者もいるから、これはもう時の運というしかない。

　しかし帝の統とう治ちとは関係なく、斎王が任を解とかれることがままある。斎王自身が病やまいを得たときや、身内の不幸、あるいは不ふ祥しよう事じを起こした場合である。

　父と姉がそろって捕とらえられた塔とう子こは、とうぜん後者となる。

　いずれにしろ解任された斎王が帰京するときは、一度難なに波わ津づに下って禊みそぎを行い、山やま城しろの河か陽やを経へてから入京しなければならなかった。

　白はく露ろ～草くさ露つゆ白しろし～のころ。

　難波津での禊を終え、河陽に入ってから丸々一カ月にもなるというのに、いまだ都には入れない。寝しん殿でん（母おも屋や）に設しつらえられた自分の御お座ましで、もくもくと塔子は墨すみをすりつづけていた。射ぬ干ば玉たまの鬢びんそぎが縁取る横顔は卯うの花はなのように白く、長い睫まつげが縁ふち取どられる眼めはやや丸みを帯びたくっきりとした二ふた重えで、きりりと引きしめられた淡たん紅こうの唇くちびるとともに意志の強さを表している。愛らしさと気き丈じようさがほどよく調和した、高貴な身分にふさわしい美少女、なのだが───。

　一心不乱に墨をすっていた塔子は、ふいに手を止め地の底からわきあがるような声でうめいた。

「あ～～もおぉぉ～～～、腹立つぅぅ!!」

　およそ帝の孫にあたる、やんごとない姫君とは思えぬ物言いだった。

　それもあたりまえで、実は彼女、血筋だけは間違いなく先帝の孫だが、十三歳まで内だい裏りどころか都にすら入ったことがない正真正しよう銘めいの田舎いなか者ものだった。

　京きよう都とよりはるか離れた紀きの国くに熊くま野の（現在の紀き伊い半はん島とう南なん端たん部ぶ）が、塔子の生まれ育った場所である。そこで祖そ父ふと母、そして母の弟である叔お父じの四人で暮らしていた。地元では名家といわれる家柄だが、大おお雑ざつ把ぱな母と豪ごう快かいな祖父のもと、わりと放任されて育った。

　そんな姫君らしからぬ塔子が、とつぜん伊勢の斎王就しゆう任にんを言いわたされたのは三年前だった。

　命めいじた相手は、これまで顔すら見たこともない実の父・高たか槻つき親しん王のうだ。

　現在は出しゆつ家けして法ほう皇おうとなっている先帝の息子むすこで、今きん上じようの異い母ぼ弟ていにして左さ大だい臣じんという地位にあった父は、長い間権けん力りよくを独占してきた摂せつ関かん家けと対等にわたりあい、宮きゆう中ちゆうでの実じつ権けんを関かん白ぱくと二分するほどの実力者だった。

　そんな父の命令を断る術すべを、塔子は持たなかった。

　泣く泣く熊野を離れ、都で足かけ三年ほどの儀ぎ式しきをすませたのち、数ヶ月前より伊勢で神に仕つかえる日々を送っていたというわけだ。

　もともと政まつりごとに興味のない今上は、間をおかずして譲じよう位いを考えるだろうと評判だった。

　ならば焦あせることはない。晴れてお役やく御ご免めんとなったら大おお手でを振って熊野に帰ろうと、自分を励ます毎日がつづいた。

　伊勢からは海沿いに行けば熊野にたどり着く。熊くま野の灘なだを眺ながめながら、イザナミ神ノカミが葬ほうむられたという〈花はなの窟いわや〉を途中で参拝して行こうなどと、物もの見み遊ゆ山さんだか現実逃とう避ひだか分からぬことを考えつつ伊勢での日々を過ごしていたのだ。

　予想外の形ではあったが、思ったよりも早くその日は来た。

　それが今回の呪じゆ詛そ事件だ。

　薄はく情じようと思われようと、入京のおり一度顔を合わせただけの父や、顔すら見たこともない異い母ぼ姉しになどなんの感かん慨がいもなかった。まして彼らは咎とが人びととなったのだから、いまさら自分を都に呼び戻そうとする者がいるとは思ってもいなかった。だから斎王を解任されたとき、これで熊野に戻れると喜んだのだ。

　しかし難波津に到着した塔子に、とんでもない勅ちよく命めいが舞いこんできた。

　今上の第一皇おう子じである、東とう宮ぐうへの入じゆ内だいである。

　難波津での禊を終えたらそのまま熊野に戻ろうとしていた塔子の野や望ぼうは、この命令であえなく頓とん挫ざした。しかも入京を前にしたこの河陽では、一カ月も足止めを食らっている状態だ。

「まったくいいかげんにしてよ！　誰がそんなことを頼んだのよ！　だいたい都の青あお瓢びよう簞たんなんてお呼びじゃないわ！」

　怒りが臨りん界かい点てんに達し、塔子は握っていた墨を放り投げた。全力で投げつけられた墨は存外に飛距離を伸ばし、廂ひさしを抜けて上げた格こう子しの間から庭に飛び出していった。

　文ふ机づくえに広げた本と料りよう紙しを見比べ、おのれの愚ぐ行こうを塔子はいたく後こう悔かいした。感情のままにやってしまったが、現実問題として写本をしているのだから墨は必要なのだ。

「なにをやっているのよ、私」

　迷うことなく塔子は立ちあがった。こんなことで女によ嬬じゆや女によう房ぼうの手を煩わずらわせるのも心苦しいし、なによりいまの塔子に彼女たちは近づこうともしないのだ。几き帳ちようや御み簾すの向こうでなりをひそめていたころは、まだいいうちだった。近頃は塔子が呼ばないのをいいことに、みな奥のほうで鳴りをひそめている。まるで流行病に対するような扱いで、河陽に来てから、塔子は誰とも話すことのない日々を送っている。

　廂から格子をくぐって簀すの子こまで出ると、初しよ秋しゆうの涼すずやかな風が吹きつけてきて、塔子が着ていた枯かれ葉は色いろ（橙だいだい色いろ）と黄色を合わせた朽くち葉ば襲がさねの袿うちぎの裾すそをふわっと膨ふくらませた。

　存外に風は強いようだが、おかげで少しだけ頭が冷えた気がする。

　気を取り直して庭を見下ろした塔子は、前せん栽ざいの前に立つ若い男性の姿に青ざめた。

　うつむき加減の青年は、右手で額ひたいを押さえて左手には墨を握りしめていたのだ。

「ぶつかったの？」

　叫ぶやいなや塔子は階きざはしを駆かけ下り、青年のそばに走り寄る。彼の右手首をつかんで引くと、ぐいっと顔をのぞきこむ。右のはえぎわ付近がかすかに赤黒くなっている。まだうっすらだが、時間が経てばもっとどす黒くなるだろう。

「ご、ごめんなさい。まさか人がいるなんて」

　あわてふためきつつ詫わびると、塔子は母屋に向かって声をはりあげた。

「誰か、誰か！」

　しかし母屋からはなんの反応もない。女房達が全員奥に下がってしまっていることを思いだして、塔子は心の中で舌したを鳴らす。

「ちょっと待っていて」

　対屋まで呼びに言って理由を話すより、自分で動いたほうが早い。

　青年をその場に置き去りにすると、塔子は地面を迂う曲きよくする遺やり水みずまで走り寄った。遺水とは庭園に設しつらえられた池に水をそそぐため、東の方から引く水路のことである。

　ほとりにこぼれるように咲く藍あい紅べに色いろの萩はぎの花をかきわけ、手拭きを水に浸ひたすと踵きびすを返して青年のもとに戻った。

「これで冷やして、そのほうが早く治るから」

　言いながら額に手を伸ばそうとしたが、思った以上に青年の背が高くて届かない。

　察さつしたのか青年は素早く身をかがめる。反射的に塔子は、彼の額に濡ぬらした手拭きをあてる。そこまでは夢中というか、条件反射だったのだが───。

「気持ちいい」

　ため息のように漏もれたつぶやきに、塔子はわれに返って青年を見る。同じ間合いで青年も塔子を見下ろした。そのまま二人はたがいの視線をからめたまま見つめあった。

　かなりの美青年だった。年のころは二十はたち前後。長身で均きん整せいのとれた体たい軀くに、墨で描いたようにきりっとした眉まゆ毛げと切れ長の瞳。すっとした鼻び梁りように引きしまった口元。凜り々りしさと爽さわやかさを兼かね備そなえた、薫くん風ぷうのような若者だった。

　いっぽうで青年も、まるで吸いこまれたように塔子を見つめている。

「あの、あなたどなた？」

　手拭きをあてたまま、塔子は尋ねた。青年ははっとしたように表情をあらためる。

「門かど野の司つかさに仕つかえております者で平たいらの暁あかつきと申します。女房殿のお手を煩わずらわせてかたじけない」

　どうやら女房と間違えられてしまったようである。

　まあ庭に墨を放り投げるような女が女によ王おうだとは、普通思わないだろう。

　ちなみに門野司とは、斎宮寮の警けい備びを司つかさどる部署である。平という名字は公く家げにも武家にもあるが、配属先や服装からしておそらく武家の若者だろう。彼は下級武官の正せい装そうである青あお鈍にび色いろの褐かち衣えを着ていた。

「いや、なんの非もないあなたに物をぶつけたのは私だし………」

　もごもごとした塔子の物言いに、暁は一瞬妙な表か情おをしてから小さく噴きだした。

　とがめるようすがないことに感謝しつつ、塔子は青年の凜々しい笑顔にしばし見み惚とれた。

（ヤマトタケル命ノミコトみたい………）
















　もしも塔子が都みやこ人びとであれば、ここは光ひかる源げん氏じか在あり原わらの業なり平ひらあたりを連想しただろう。

　しかし根っからの田舎いなか育ちの彼女は、当代の流行本など題だい目もくすら知らなかった。一昔前の作品とはいえ、とうぜん源げん氏じ物もの語がたりも伊い勢せ物もの語がたりも読んだことはない。

　はからずも顔を赤くした塔子をどう思ったのか、暁は手拭きをあてがわれたままからかうような笑みを浮かべて言った。

「それにしても女房殿は、なにゆえ墨を投げたりなされたのですか？　よもや百足むかででも見つけなさったのか？」

「い、いえ、その、手がすべって」

　どうすべらせたら墨が庭にまで飛び出すのか、自分でも苦しい言いわけだと思った。

　深く追及されることを避さけるためもあって、塔子はぺこりと頭を下げる。

「あの、本当にごめんなさい」

「そうお気になさるな。こんな可か愛わいらしい女房殿に手当てをしてもらえるなんて、怪け我が冥みよう利りにつきますよ」

　こちらを励はげますつもりで言っているのだろうが、調子のよい台詞せりふと軽い口調になんとなく鼻はな白じろんでしまう。女によ人にんに対してそつなくふるまうことは都ではあたりまえなのかもしれないが。

「あの、ぬるくなったのでもう一度冷やしてきますね」

　いつまでも額を押さえているわけにもいかないので、これ幸いとばかりにいったん手を離したときだ。

「女房殿は、都の青瓢簞はお好みではないようで」

　塔子がぎょっとして目をむくと、暁は必死で笑いを抑えている。先せん刻こくの叫びをきっちりと聞かれていたのだと悟さとり、怒りとも恥ずかしさとも知れぬ感情で頭に血が上る。

（な、なにが百足よ。ちゃんと聞こえていたんじゃない！）

　日頃の塔子であれば、この程度のことは笑って受け流せただろう。しかし不幸にして彼女は、ここ三カ月ずっと機き嫌げんがよろしくなかった。ようやく熊野に戻れると意気込んで伊勢を出てきたのに、とつぜんの入内命令で都への帰京を余よ儀ぎなくされ、しかも河陽こんなところでずっと足止めを食らっているのだからあたりまえだ。

（だいたいなによ、この人。そりゃあ少し、いやだいぶ恰かつ好こういいけど、初対面の相手に可愛いだなんて軽々しいにもほどがあるわ）

　暁は塔子のことをただの女房だと思っているのだから、恐きよう縮しゆくしているほうがよほど不自然なのだが、いらつきはじめていた塔子にそんな冷静な判断力はなくなっていた。

　塔子は目を皿のようにして、この一見非ひの打ちどころのない青年の容よう貌ぼうのあらを探しはじめた。

（見上げなきゃいけないほど背が高いなんて、ヤマタノオロチみたいじゃない。そこまでいかなくてもこれじゃ、ヤマトタケル命ノミコトというよりスサノオ命ノミコトだわ）

　背が高いという理由だけで怪かい物ぶつ扱いとは、どう聞いても因いん縁ねんとしか思えないが、口に出して言わないかぎり、たとえそれが人殺しの計画でも個人の妄もう想そうで片づけられる。

（その点、貴たか哉なり叔お父じ様は知ち的てきで優しくて、まるで因いな幡ばの白しろ兎うさぎを助けてあげたオオクニヌシ神ノカミみたいだわ。うん、やっぱり叔父様のほうが絶対に恰好いいわ）

　いつもと同じ結論に達すると、塔子は得意げに暁を見上げた。ちなみに因幡の白兎で有名なオオクニヌシ神ノカミは、確かに優しく勇気もある人物に描かれてはいるが、兄の策さく略りやくに何度も引っかかり、そのたびに女によ人にんに救われるという、ちょっと残念な面もある人物だ。

　手拭きを握りしめたまま表情をころころと変える塔子に、暁は動じたようだった。

「に、女房殿!?」

「あらためてごめんなさい。あとで侍さむらい所どころに薬を届けさせます」

「いや、そのように気を遣つかわずとも………」

　暁が言い終わらないうちだった。

　とつぜん風が起こり、塔子の袿と鬢そぎを乱した。寝殿を吹きぬけた風はばたばたと御み簾すを揺らし、文机に積みあげていた料紙を大きな花びらのように庭に散らした。

「え～～～いや、ち、ちょっと待って！」

　そう言われても待つはずもないのだが、塔子は悲鳴をあげて料紙を追いかけた。遣水や池に落ちでもしたら最悪だ。見かねた暁も手近なものから拾い集めてくれている。

　地面や生いけ垣がきの上に乗ったものを拾い集めてから、最後に古木の松の枝に引っかかっている料紙を見つけた。大人の男性が手を伸ばしても届きそうもない枝だった。

「あんなところに………」

　途と方ほうに暮れたままつぶやいてから、塔子はすぐに目を輝かがやかせた。

　古木のそばには苔こけの生はえた大きな庭石が置かれている。

　あれにのぼれば届くかもしれない。思いつくやいなや塔子は松に向かって走った。袿を脱ぎ捨て、小こ袖そでと袴はかまだけの姿になって自分の腰の高さほどもある庭石に手をかける。

「に、女房殿！」

　なにをやろうとしたのか察しがついたのだろう。暁が大きな手を塔子のきゃしゃな肩にかけた。引かれたように振り向いた塔子の目に、青ざめる暁の姿が映った。

「ど、どうしたの？　傷きずが痛むの？」

「傷じゃありませんよ、いまなにをしようとしたんですか！」

「え、あの料紙を取ろうと………」

「取ろうとして、なにをしようとしたんですか？」

「なにをって、ここにのぼらなきゃ届かないじゃない」

「そんな格かつ好こうでのぼっては危ないでしょう」

　怒ど鳴なるというほどではなかったが、けっこう大きな声をあげられた。

　思いがけない反応に驚くが、確かにこの女おんな袴ばかまで木登りは危なすぎる。おのれの迂う闊かつさを塔子はいたく反省した。

「確かにそうね」

「でしょう」

「じゃあ、着替えてくるわ」

「ち、ちょっとお待ちなさい！」

　舎しや殿でんに向かって走ろうとした塔子の腕を、暁があわててつかんだ。

「服装の問題じゃありません。女人が木に登ったりして、落ちて怪我でもしたらどうするんですか！」

　今度はかなり真剣に言っている。もちろん心配してくれているわけだから、塔子は気分を害したりしなかった。それどころか、ぱあっと笑顔を浮かべて告つげた。

「やだ、大丈夫だって。子供のころから熊野の野山を駆け回っていたから、木登りも谷越えも男の子より得意だったし、実は乗馬だってできるのよ」

「たとえあなたが熊野の猿さるより木登りが得意で、大和やまとの鹿しかより谷越えが上手で、吉よし野のの猪いのししより向こう見ずだったとしても、ここにあなたよりずっと背の高い男がいるのですから、遠えん慮りよしないで危険なことは頼みなさい」

　どさくさまぎれにちょいと失礼なことを言われた気もするが、想像もしなかった最後の言葉に驚かされる。そのわりに〝古いにしえの都大和は盆ぼん地ちだから、谷はそうなかろう〟などと心の中で突っこんだりもしていたのだが。

「ごめんな………」

　謝罪しようとして、ぱっと口をつぐんだ。

　勢いきおいで口をつきかけたが、この場で適切なのは詫わびではないと思い直したのだ。

「心配してくれてありがとう。では、あの料紙を取ってくれませんか？」

　素直な塔子の礼と依頼に、暁は不意をつかれた表情をする。

　彼はしばし塔子の円まるい瞳を見つめたあと、にっこりとしてうなずいた。

「お安いご用ですよ」

　言うなり暁は庭石に乗り、松の幹をつかんで立ちあがった。それだけで背が高い彼はらくらくと枝に手を伸ばすことができた。女性としても並の上うわ背ぜいしかない塔子であれば、ああはいかなかっただろう。

　しかしいくら造ぞう作さないこととはいえ、他人のために自分がするのがとうぜんだという発想はなかなかできるものではない。だが暁は恩着せがましい態度などかけらも見せず、むしろ自分に頼まないことがおかしいとさえ思っている。たとえば小さい子供を親が守ることがあたりまえであるかのように───。

（義ぎ俠きよう心しんが強い人なのね）

　枝に手を伸ばす暁の、すらりとした腕を眺めながら塔子は感心する。

　料紙を取って、ひょいと塔子を見下ろす暁の得意げな表情につられて思わず微笑ほほえんだとき、彼は下方に向かって伸びていた枝に思いっきり額をぶつけた。しかも先ほど塔子が墨をぶつけたところときれいに同じ場所だ。

「痛っ！」

　叫んだのは暁ではなく塔子だった。よほど痛かったのか、当人である暁は石の上でうずくまって声もなく悶もだえている。

「気をつけて下りてきて」

　言いながら塔子は、ふたたび手拭きを冷やしに遣水に走る。

（………ひょっとしてあの人、ヤマトタケル命ノミコトでもスサノオ命ノミコトでもなくて、オオクニヌシ神ノカミ？）

　気取った男だとついさっきまで思っていたのだが、どうも調子がくるう。

　戻ってくるとすでに暁は石から下り、枝から取った料紙を眺めている。

「早く冷やしたほうがいいわ」

　塔子が手拭きを差し出すと、暁は料紙からひょいと顔をあげた。

「これは黄よ泉もつ比ひ良ら坂さかの話ですか？」

　黄泉比良坂とは、古こ事じ記きにおけるこの世（葦あし原はらの中なかつ国くに）とあの世（根ねの堅かた州す国くに）をつなぐ坂のことである。妻イザナミの迎えに赴おもむいた夫イザナギが、腐ふ敗はいしてあまりにも醜みにくくなった姿を見てほうほうの体ていで逃げ出したという話で有名な場所だ。

「ええ、そうよ。よく分かったわね」

「そりゃあ読めば分かりますよ。しかしどうしてこれは、仮か名な文字で書いてあるのですか？」

　暁は料紙を突き出した。平へい易いな仮名文字が好まれる時代になっても、正式な文書はやはり漢字が使われる。いまから四百年ほど昔、元げん明めい天てん皇のうの勅ちよくにより撰せん録ろくされた古事記はとうぜん漢字で書かれている。

「だってそれ、私が写しているものだから」

　あっけらかんと塔子は言うが、暁はそれこそ奇き矯きようなものを見るような目で言う。

「というか漢字を書き下し文に直しているということは、あなたは漢字を読めるんですか」

「そんなに読めないわよ。だけど古事記は漢字を使ってはいるけど、読みは仮名と同じだからちょっと頑がん張ばればなんとか」

　一般的に漢字は男の教養で、女性は仮名文字を中心に学ぶ。古事記は変へん体たい漢かん文ぶんと呼ばれる文体で、大陸からきた漢文とは違って国語で表記してある。とはいえ漢字に親しんでいない女性が読むことは、それなりに苦労には違いない。

「だからといって───」

「その前に、冷やして」

　なおもなにか言いかけた暁をさえぎり、塔子は手拭きをぐいっと突き出した。手が届く高さだったら自分であてていただろう。

「ひどくなったら大変だから」

　真剣な声で告つげると、一拍おいて暁は端たん正せいな表情をやわらかく綻ほころばせた。

　彼は開いたほうの手で手拭きを受けとり、自らの額にあてて微笑む。

「ありがとう、心配してくれて」

「………いや、私が怪我をさせたわけだし」

　いくぶん気まずげに答えるが、暁は気にしたようすもなくにこにことしている。

　どう反応してよいのか分からず、困った塔子は話題を元に戻した。

「だから時間がかかっているのよね。伊勢では色々忙しかったこともあるけど、まだ〝因幡の白兎〟のあたりなんだから」

「ならどうして、こんな手間暇ひまをかけて仮名文字で写本をしているんですか？」

「それはね───」

　塔子がなにか言うより先に、北東の渡わた殿どののほうから衣きぬ擦ずれの音とともにどすどすという足音が響いてきた。やがて簀子の端から丸々とした年配の命みよう婦ぶが姿を見せる。かかげ持った漆うるし塗ぬりの高たか坏つきには皮をむいた梨がのせられていた。さすがに元斎王を終しゆう始しほったらかしにするわけにはいくまいと、水菓子なりと運んできたところらしい。

　命婦は庭に立つ塔子に視線を向け、その隣に立つ暁にぎょっと目を見開いた。

「斎王様、そんなところでなにをしておいでですか！」

　声はほとんど悲鳴に近かった。命婦の驚きはもっともで、身分だけならやんごとない立場の姫が、御簾も使わず直ひた面めんで男と話すなど宮仕えの常識ではありえない。

　しかし命婦以上に驚いていたのが、暁だった。

「え、さ、斎王様!?」

　頓とん狂きような声をあげる暁をよそに、塔子は眉根を寄せて命婦を見上げる。

「嫌いや味みなことを言わないでよ。私がもう斎王ではないことは知っているでしょ。それどころかいまや怨おん霊りようの娘扱いされているのに」

　東宮を呪詛した罪で、今上の妃きさき・梅うめ壺つぼの女によう御ごと、その父である左大臣・高槻親王が捕らえられたのは二カ月ほど前のことだった。

　事の発ほつ端たんは昭しよう陽よう舎しや（別名梨なし壺つぼ、東宮御ご所しよが置かれた）の床下から、東宮名が書かれた呪詛人形が見つかったことにある。その犯人とされたのが二人だったのだ。

　梅壺女御は今上との間に親王をもうけていたから、わが子、あるいは孫を東宮にするために、いまは亡なき中ちゆう宮ぐうを母に持つ東宮が邪じや魔まだったのだろうと世間は噂うわさした。おまけに女御が九年ぶりに二人目の子供を妊にん娠しん中ちゆうだったことから、なおさら信しん憑ぴよう性せいが濃のう厚こうになった。

　二人は懸けん命めいに無実を訴うつたえたが、沙さ汰たがあるまで自じ邸ていでの蟄ちつ居きよを命じられた。

　しかし裁さい定ていが下る前に、二人ともぽっくりと逝いってしまったのだ。もちろんお腹の子供は助からなかった。別に憤ふん死しでもなんでもなく、おりしも兆きざしをみせはじめた流行はやり病やまいにやられたにすぎないのだが、先陣を切るように逝いってしまったことで、都ではすっかりこたびの流行病は二人の怨霊のためだということになっているらしい。

　結果として塔子は、怨霊の娘、妹と恐れられているわけである。おかげでいまでは、伊勢からついてきた女によう官かんたちからもすっかり遠巻きにされている。

　うんざりとした塔子の物言いに、命婦はどう答えてよいのか分からない表情をする。

　八やつ当あたりだったかなという後悔がかすめ、少し口調をやわらげて塔子は言った。

「ありがとう、あとは私でやるからそこに置いていって」

　男と直面で二人きりという事実にさすがに抵てい抗こうがあったのか、命婦は一瞬ためらうそぶりを見せた。しかしもともと怨霊の娘になどかかわりたくないのか、高坏を簀子に置くとそそくさと引き下がっていった。

　命婦が立ち去ってから塔子は階をのぼり、庭を向いて簀子に腰を下ろした。

　しかし暁は立ちすくんだまま、その場を動こうとしない。彼のぼう然とした表情にこれまでの遠巻きにされつづけた記き憶おくがよみがえったが、知らぬふりをして塔子は尋ねた。

「どうしたの？」

「い、いえ………」

「まさかあなたが、あの斎王だなんて」

　動どう揺ようを隠さないまま暁はつぶやいた。ただの女房だと思っていた娘がまがりなりにも皇族だと知ったのだから、それは驚くだろう。おまけにいきさつがいきさつだ。河陽に入ってからというもの、命婦や女儒にはずっと腫はれ物もの扱いされつづけている。

　この人も同じか───そう思ったとたん、心のうちにひやりとした風が吹きつけた。

「怨霊が怖かったら、もう戻ってもいいわよ」

　いささか投げやりに答えつつ、塔子は自分に言い聞かせた。

　別に傷つきなどしていない。ここ一カ月、いつもそんな調子だったので、すっかり慣れっこになってしまっている。

　それでも久しぶりに、誰かと屈くつ託たくなく話ができたことは楽しかった。

　平気だと思っていても、やっぱり人恋しかったのだと痛つう感かんさせられるほどに。

　暁は軽く眉を寄せ、じっと塔子を見た。弱気になった心を悟られるのが嫌で、塔子は視線をそらそうとする。

「怖くなんかありませんよ」

　思いがけない言葉に、塔子は耳を疑った。

　まじまじと自分を見つめる塔子を正面に、暁は堂々と答えてみせた。

「左大臣様と梅壺女御様こそ流行病にやられたのです。病の原因がご両人の怨霊であるのなら、真っ先に自分たちがやられるはずがないでしょう」

　塔子はしばしぽかんとする。冷静に考えればあたりまえの指摘なのに、これまで誰も口にはしてくれなかった。塔子の周りの者たちはすべて、病を怨霊のせいだと決めつけていた。

　流行病という恐怖を紛まぎらわすためには、誰かの怨霊としたほうが楽だからだ。

　怨霊であれば、祓はらえば鎮しずまる。現実はどうあれ、少なくとも人々はそう信じている。しかし天てん災さいに人じん事じは及ばない。解決できない災さい厄やくに、人は為なすすべもなく震えるしかできない。理由の分からぬ恐怖に耐たえられず、すべてを父と異母姉の責任にした。

　結果として残された塔子は、怨霊の身内として人々から白い眼まな差ざしを向けられている。

　だが、この暁は違う。

　彼は現実をきちんと見み据すえ、塔子のことを怖くないと言った。

「………あ、ありがとう」

　ぎこちなく礼を言うと、暁は得意げに微笑んだ。

（やっぱりこの人、オオクニヌシ神ノカミかも………）

　ちょっとずれているけれど、優しくて、とても勇気がある。簀子に座ったまま、塔子は少し先に立つ暁を見る。階をのぼった先の簀子に座る塔子と、庭に立つ暁の視線は同じ位置にあった。なんということもなく見つめあい、やがてふとわれに返る。

（な、なにをしているのよ、私）

　身内でも恋人でもない男性と見つめあうなど、未み婚こんの娘としてなんたる不覚。

　しかも暁のほうが、かけらの動揺も見せないあたりがなんとも小こ憎にくらしい。

　多少なりとも余よ裕ゆうの態度を見せたくて、塔子は高坏のふちをぽんぽんと叩いた。

「あ、あなたも、ここに来ておあがりなさい。どうせ私一人では食べきれないから」

「は？」

　暁は戸と惑まどった表情をする。殿でん上じようの資格を持たぬ武士では、母おも屋やにあがることはさすがにはばかられるようだ。もちろんここは内裏ではないから関係ないが、相手は身分だけはやんごとない姫君である。

　そんな暁のためらいを悟った塔子は、ひょいと肩をすくめる。

「いまさら御簾越しに話して、なんの意味があるのよ」

　素っ気なく言われた暁はくすっと笑い「それもそうですね」とつぶやき近づいてきた。

　しかしさすがに横に並ぶことは慎つつしんだのか、簀子までは上がらずに階の二段目に腰を下ろした。塔子は両手で高杯を持ちあげて梨を勧すすめた。暁は長い指で梨をつまみあげると口の中に放りこんだ。

「美う味まい、瑞みず々みずしくてまさにいまが旬しゆんですね」

「本当？　どれ、私もひとつご相しよう伴ばん」

「というか、それはもともとあなたに供きようされたものでは………」

　苦笑交じりの暁の前で、塔子は梨を口に運ぶ。

　嚙かみしめると口こう腔くう内に甘い果汁が広がり、自然と表情は綻ぶ。

「本当、美お味いしい」

「でしょう」

　なぜか得意げに暁が言う。二人は目を見合わせ、同時にぷっと噴きだした。

　くすくすと笑いあったあと、暁は思いついたように袂たもとから料紙を取りだした。

「そうだ、忘れないうちにお返ししておきます」

　先ほど松の枝に引っかかっていた料紙だった。塔子は簀子の上に置いた他の料紙とそれを重ねた。

「で、なんだって漢字で書かれた古事記を仮名文字になぞ直しているのですか？」

　あらためて暁が尋ねた。よくぞ聞いてくれたとばかりに塔子は表情を輝かせる。

「実はそれ、私ではなく叔父がやりはじめたことなんだ」

「叔父上？」

「私の叔父様はすごく学問ができて、都の文もん章じよう博はか士せも一目おくほどだったのよ！」

「へえ、すごいですね」

「そんな人だからもちろん漢文も漢字もお手の物なんだけど、今後のことを考えたらやはり仮名文字のほうが読みやすいだろうって、自分の研究も兼ねてやりはじめたの。でもお祖じ父い様さまが亡くなって宮ぐう司じ職しよくに就ついてからなかなか時間が取れなくなったので、私がお手伝いをすることにしたのよ」

　母の年の離れた弟貴哉は、塔子より六歳年長なだけで叔父というより兄か従兄いとこのような存在だった。豪快かつ大おお雑ざつ把ぱな祖父と母の身内とは思えぬ穏おだやかで眉び目もく秀しゆう麗れいなこの叔父が、塔子は物心ついたときから大好きだった。熊野を離れてからもせっせと写本をつづけていたのは、全部写し終わったころには熊野に戻って貴哉に再会できるだろうという、なかば願がん掛かけのような思いもあったからだ。

「ああ、そういえば女によ王おうのご実家は熊野神社の社家でしたね」

　暁の言葉に、塔子は瞳をぱちくりさせる。

「驚いた、そんなことまで話題になっているの？」

　ええ、まあ、とばかりに暁は肩をすくめた。

「そうよね、いきなりどこの馬の骨とも知れぬ娘が斎王に選出されたんだもの、どこから連れてきたのかと噂にもなるわよね」

　やや自じ嘲ちよう気ぎ味みにつぶやく塔子に、暁は困った表情をする。熊野で生まれ、熊野で育ち、都とはまったく縁なく暮らしていた塔子がいきなり伊勢の斎王などと大たい層そうなものになった理由は、すべて名ばかりの父である高槻親王の勝手な都合だった。

　高槻親王が熊くま野の詣もうでに参ったさい、宮司の娘である塔子の母と結ばれた。そのときかぎりの逢おう瀬せに過ぎなかったが、なんと母は身ごもったのだ。

　一応父は都に呼び寄せようとしたらしい。しかしいかにもおざなりな文ふみはまったく誠せい意いがなく、加えて祖そ母ぼが病を得たこともあって気の強い母は従わなかったのだそうだ。通かよい婚こんが普通である現代ではよくある話である。

　それから十三年、一度も連絡のなかった父から、いきなり斎王になるように言われた。

　そもそも斎王は卜ぼく定じようで選ばれるものだが、どういうわけか当時は未婚の皇女が極きよく端たんに少なく、該がい当とうするのは五年前に産まれたばかりの内ない親しん王のうと、昨年身内の不幸で退たい下げしたばかりの元もと賀か茂もの斎さい院いん（伊勢の斎王同様、未婚の女性皇族から選ばれる京都の賀茂神社に奉ほう仕しする巫み女こ）だけだったのだという。しかしさすがにこの二人を選ぶわけにはいかず朝ちよう臣しん一同頭を抱えこんでいたところ、左大臣の地位にある父が、十三年も忘れていた娘を思い出したというわけだった。

「あ！」

　とつぜん暁が叫んだ。

　驚いた塔子は危うく梨を喉のどに詰まらせそうになった。

「叔お父じ貴き殿って、ひょっとして熊野神社宮司の橘貴哉たちばなのたかなり殿ですか？」

　目を丸くしたままなんとか梨を嚥えん下げすると、塔子は驚きの声をあげる。

「えっ！　ど、どうして知っているの？」

「二年前、帝の熊野詣でに同行したのです。そこで少しお姿を───」

「叔父様と！　で、ど、どうだったの？　お元気にしていらした？」

　つかみかからんばかりの塔子の勢いに、暁は気け圧おされたようになりながら答えた。

「お、お元気でしたよ。私たちのような随ずい身じんにも丁てい寧ねいに接してくれて、まだ若い方でしたが神事もしっかり執しつ行こうされ、氏うじ子こたちの尊そん崇すうも集めておいでのようでした。さすが古いにしえより続く神社の宮司様ですね」

　塔子はぱっと表情を輝かせ、得意げに胸を張った。

「やっぱり叔父様ね。昔から頼りがいがあって、誰にでも優しかったもの」

「ああ、そんな感じの方でしたね」

「でしょう！　だからお祖父様や氏子さんたちからもずっと期待されていて、その期待にたがわないように、秀才の呼び名も高くて文章博士も一目置く───」

「それはさっき聞きました」

　暁は控ひかえめに指摘したが、塔子は聞いていやしなかった。

「それに、とってもきれいな顔をしているの。ただの美男子じゃないのよ。人柄のよさや知性がにじみ出ているような、そんな繊せん細さいでどこか神秘的な感じの美形なの」

　会ったことがあるという暁を前に、塔子は得とく々とくと貴哉の称しよう賛さんをつづけた。

「だからといって都の男みたいなうらなりじゃないのよ。あんな軟なん弱じやくな感じじゃなくて、芯しんの強さというか包ほう容よう力りよくがすごくあるのよ」

　一応都の男である暁を前に、非常に失礼な発言である。

　貴哉絶ぜつ賛さんに夢中の塔子はその非礼に気がつかなかったが、あきらかに引きまくっていた暁も塔子の非礼に気がつかなかったのが不幸中の幸いだった。

「私が十歳のときにお母様は亡くなったの。そのときはもうお祖父様も亡くなっていて、本当に悲しくてずっと泣いていたわ。でも叔父様がいたから、心のどこかで安心して泣けていた気がする。ずっと泣きつづける私に叔父様は〝大丈夫だよ、僕がいるから〟って慰なぐさめてくれたの」

　そこで塔子はいったん口をつぐみ、座ざ右ゆうの銘めいを述のべるようにかしこまった表情をする。

「でも、それだけだったらあそこまで安心できなかったと思う。叔父様はそのあとに言ったの───僕も塔子がいるから大丈夫だよ、って」

　暁は少し奇き妙みような表情をした。母親を亡くしたばかりの十歳の少女にかける台詞せりふとしては、確かに不思議に聞こえるかもしれない。

　だがあの言葉があったから、塔子は勇気づけられたのだ。自分が誰かに必要とされている人間なのだと、思うことができた。あの言葉で貴哉に対してだけではなく、現在そして未来にも、自分は誰かを助けることができるのだと信じることができた。

「あのときから私は、少しでも叔父様を助けられるようになりたいと思ったのよ」

「それで古事記の写本を？」

　やけに神妙な面おも持もちで問う暁に、塔子はこくりとうなずく。

　話がいったん途と切れたあと、塔子はうんざりしたようにつぶやいた。

「あ～あ、いつまでここにいたらいいのかしら」

　実は興奮して話しているうちに、心に新たな変化が生しようじていたのだ。

　入内に通じることもあり、これまでまったく気乗りしなかった帰京に、暁の話を聞いて心が動きはじめていた。伊勢にいるときは考えられなかった熊野行きだが、ひょっとして都に行けば詣でと称して叶かなうのではないのかと思ったからだ。考えてみれば父だって、そうやって母と知り合ったではないか。そうなると現金なもので、たちまち帰京に向けて期待が高まる。

「もう葉は月づき（陰いん暦れき・現在の九月上旬から十月上旬にあたる）ですから、疫えき病びようのほうはそろそろ大丈夫だと思いますが───」

　塔子の野心など知らずに、気の毒そうに暁は言った。

「そもそも朝廷は、父と姉の怨霊を鎮しずめるために私を出しゆつ仕しさせようとしているのだから、いつまでもここにいては意味がないのじゃない？」

　斎宮を解任されたとき、塔子は難波津での禊を終えて熊野に戻るつもりでいた。

　しかし父と姉が身み罷まかったあと、都は大変な状態になってしまった。

　流行病に雷かみなりが加わり、とどめが日につ食しよくだった。太陽が月に隠れるこの現象は陰おん陽みよう道どうでは大変不ふ吉きつなものとされている。部分日食ではあったが気弱な帝はすっかり参ってしまい、宮中をあげて大々的な加か持じ祈き禱とうを行い、怨霊を慰めるためのあらゆる儀式を行った。

　それでも病はとどまることを知らず、朝廷が下した決断が左大臣の忘れ形見である塔子女によ王おうの東とう宮ぐう妃ひ擁よう立りつだったのだ。

　父と姉が有罪と決まっていれば、さすがにこの措そ置ちはなかっただろうが、幸か不幸か真相はあやふやなままである。

　とはいえさすがに喪も中ちゆうの人間を華々しく入内させるわけにはいかず、ひとまず尚しよう侍じとして出仕させ、喪が明けたころに正式に東宮妃として迎え入れようという次第になった。

　結果として塔子は、熊野に帰れなくなってしまったのである。

　にもかかわらず入京がいつまでも叶わない理由は、いまだ都に蔓まん延えんする流行病のためだった。理由はしごくまっとうだが、経けい緯いを考えたら朝廷は一刻も早く塔子を帰京させたがっていると思う。

「まあ、東宮様はそれでほっとしているでしょうけど………」

　独ひとり言ごとのようにつぶやいた言葉に、暁はきょとんとする。

「え、どうしてそんなことを？」

「だって東宮様にとって私は、自分を呪詛した相手の娘であり妹なのよ。好んで迎えたいと思うわけがないじゃない。それに、もともとが妃をむかえることに乗り気ではない方のようだし」

　御おん年とし二十一歳にもなる東宮は、どういうわけか一人も妻を持たない。異例というよりもはやありえない話で、男だん色しよくの気けがあるのではという噂を立てられるのも無理からぬことといえよう。

　しかし嗜し好こうはどうあれ、東宮の立場にある者がこの先妃を一人も持たないなどまかり通るはずもない。朝廷からすれば一いつ石せき二に鳥ちようの部分もあったのかもしれないが、自分を呪詛した相手の娘を妻にするというのはいかがな気持ちかと塔子は思う。

「おたがいに嫌がっているのに、なんでこんなことになるのかしら」

　愚ぐ痴ちめいてつぶやいた塔子に、暁は目をぱちくりさせる。あわてて塔子は口元を押さえた。さすがに官かん吏りの前で、入内が嫌だと言うのはまずいだろう。訝いぶかしげな表情で自分を見る暁に、塔子は話題を変えた。

「そんなに都の状態はひどいのかしら？」

「文ふみ月つきのころは公く卿ぎようたちも出しゆつ仕しを控ひかえておられました。東宮は御おん身みの大事のため、いまも吉よし野のに引きこもられておられます」

　まるでいま見てきたことのような物言いに、塔子は首を傾げる。

「どうして河こ陽こに詰めているあなたが、そんな詳くわしいことまで知っているの？」

　暁は虚をつかれた表情をする。

　斎王退下の一行に同行している暁が、どうして都の状況を知っているのだろう。それに斎宮寮に勤める者が、帝の熊野行ぎよう幸こうに同行したというのもおかしな話である。

「そ、その、実は───」

「女によ王おう様」

　しどろもどろの暁をさえぎり、西のほうから命婦が呼びかけた。

　塔子は階きざはしから簀子に目を向ける。そのすきに暁はさっと階を下り、庭に膝ひざをついた。仮にも官吏が命婦にそこまでかしこまる必要はなかろうが、女王である塔子と並んで座っている光景を見られてはまずいのだろう。

　袿の裾を引きながら近づいてきた命婦は、塔子の少し手前で立ち止まった。いつも取り澄すました表情がいつになく高こう陽ようしている。

「お客様です、都のほうから」

「客？　私に？」

　誰が？　と問うより先に、命婦は恐れ入ったというように深々と頭を下げた。

「左近衛さこんえの大だい将しよう様です」

「………って、誰？」

「摂せつ関かん家けの三男です」

　答えたのは命婦ではなく暁だった。振り返った塔子は、そこに立つ暁の表情にぎょっとする。彼がこれまでの陽気なようすとは打って変わり、ひどく気難しい面持ちで寝殿のほうを見つめていたからだ。

「ど、どうしたの？」

「え？」

「そんな、緊張した顔をして」

　塔子の言葉に暁は、はっとしたように自らの頰に触れる。

　戸惑う塔子に、暁はなんでもありません、と首を横に振った。

「い、いえ。従じゆ三さん位みの貴族が訪ねてこられるなんて、さすが故こ左大臣の姫君だけあるなと感心していたのですよ」

　いくぶん恐縮したように言われ、塔子は少しばかり寂しさを覚えた。曰くつきの立場を承知したうえで屈託なく話してくれた暁に、塔子は心から感謝をしていたのだ。

　しかしそんな塔子の心しん境きようにかまわず、暁はかしこまった仕草で頭を下げた。

「それでは、私はこれで退出させていただきます」
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　客人が上がってくるまでの短い時間、几き帳ちようをずらしたり御み簾すを下ろしたりと、女によう官かんたちは室しつ礼らいを整えるのにてんやわんやだった。それでなくとも不意の訪問は家か人じんにとって差しさわりがあるものだし、加えて風通しが悪くなるという理由から、塔とう子こが必要以外のものを片づけさせていたからである。葉は月づきとはいえまだ残ざん暑しよは厳しいから真っ当な判断だが、このような事態になると大変にあわただしい。

　そんな女官たちを尻しり目めに、塔子は母おも屋やと廂ひさしの間に下ろした御簾の中で、先ほど風で散らばった料りよう紙しの順番をそろえていた。もちろん客人のことは気になっていたので、半分は気を紛まぎらわせるための作業だ。

（摂せつ関かん家けっていったら、あの腹はら黒ぐろ親おや父じとは政せい敵てきになるのよね）

　まとめた料紙を蒔まき絵え細ざい工くを施ほどこした文ふ箱ばこに収めながら、塔子は考えをめぐらせる。

　高たか槻つき親しん王のうはおよそ三百年ぶりに、皇族から選ばれた左さ大だい臣じんだった。

　自分達の娘を皇こう家けに嫁とつがせることで、帝の外がい祖そ父ふとして政せい権けんを牛ぎゆう耳じってきた摂関家だったが、近年は娘や親王に恵まれず、皇家に対して以前ほどの影響力を持つことができなくなっていた。

　長年にわたり摂関家に牛耳られてきた権けん威いを皇家に取り戻すとばかりに、父は血けつ気き盛さかんに働いていたのだという。そんな彼を世せ間けんは、同じ左大臣の地位にあったこともあり、長なが屋や王おう（天てん武む天てん皇のうの孫・元げん明めい天てん皇のうの女じよ婿せい）の再さい来らいと呼んでいたらしい。長屋王が最終的に呪じゆ詛その罪つみで断だん罪ざいされたことを考えれば、まことに皮ひ肉にくな喩たとえであるが。

（あの人ちちの失しつ脚きやくをいちばん喜んだのは摂関家だろうけど、そんなところに私の出しゆつ仕し騒そう動どうが持ちあがってきたのだから───）

　喜び勇いさんでいるところに冷や水を浴びせられたような気持ちになったのかもしれない。

　文箱の蓋ふたを持ちあげていた塔子は、しばし手を止めて思し案あんする。かちゃりと音を立てて文箱を閉じたとき、御簾の向こうで室礼が調ととのったことが告つげられた。塔子は気持ちを引きしめ、表情を硬かたくする。

「お通しして」

　少しして命婦に導かれ、正面の簀すの子このところに近この衛え大のだい将しようが姿を現した。

　御簾越しに加えて逆ぎやつ光こうで見えにくいが、背はまずまず高そうだ。といっても暁のように見上げるほど高いわけではなく、ほどよく均きん整せいがとれた身体からだを白地に金色の紋もんを模かたどった直のう衣しに包んでいた。

（えっと、こういう場合は命婦を介かいして、座るように言わなきゃいけないのよね）

　面めん倒どうくさいと思いながらも、塔子は隣に控ひかえている命婦に目配せをする。

　命婦に促うながされた大将は、用意された円わろう座ざに腰を下ろした。直衣にたきしめたと思われる香こうがふんわりと匂いたつ。

「お初にお目にかかります。塔子女によ王おう様におかれましてはご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　大将は両手を腿ももの上につき、静かに頭を下げた。所しよ作さのひとつひとつを見ても、優ゆう雅がでそつがない。摂関家の子し息そくで三さん位みの大将というのだからあたりまえだろうが。

「こちらこそはじめまして、近衛大将様」

　という返事を、直接ではなく命婦を介して伝えさせる。

　型どおりの挨あい拶さつを交わしたあと、たがいに言葉が途切れてしまう。なにか会話をつなぐべきかと思ったが、面識のない人間をとつぜん尋ねてきたのだから用事があってのことだろう。それならむこうから切りだすはずだと、塔子は開きかけた口をつぐんだ。

　一拍おいて、あんのじょう大将が切り出した。

「長いこと河か陽やに足止めされ、さぞご不自由なことでしたでしょう。しかし流行病もなんとか終しゆう息そくの方向に向かっております。つきましては女によ王おう様に、安心してご帰京いただけるむねを報告にあがった次第でございます」

　予想外の言葉に、御簾の中で塔子はきょとんとする。もちろん病はそのうち沈ちん静せい化かするとは思っていたが、こんな形でそれを告つげられるとは思ってもいなかった。

「あの、そのためにわざわざご足そく労ろういただいたのですか？」

　率直な塔子の問いに、御簾越しにも大将の驚きが伝わった。それもとうぜんで、普通身分の高い女性は初対面の異性相手に直接話しかけたりはしないものだ。

　だがもともとそんなことを気にする性格ではないうえに、あきらかにおかしいと思ったことを、まどろっこしい作法で訊きく余裕がなかった。

「は？　それはどういう………」

「近衛大将ともあろうお方がそのようなことを伝えるためだけに、わざわざ河陽にまで出向かれるなど不可思議なことだと思ったものですから」

　宮きゆう中ちゆうでの伝言ならともかく、たとえ勅ちよく使しであっても、三位の官かん吏りにそんな役目を請うけ負おわせるはずがない。こちらとてだてに波は乱らんの三年間を過ごしてはいない。熊くま野のの田舎いなか娘むすめから、いきなり斎さい王おうに祭りあげられたのだ。そして次は怨おん霊りようの娘として恐れられている。周りの手のひらを返したような対応で、宮中人の考えは身を持って痛つう感かんしていた。

　とっさに答えに窮きゆうしたのか、御簾の向こうで大将は沈黙する。

　やがてわざとらしい、大おお袈げ裟さな笑いが聞こえた。

「いやはや、これは一本取られましたな」

　朗ほがらかに言ってのけると、大将は扇おうぎのふちでぺしっと自分の頭を叩たたいた。

　一本もなにも、ちょっと考えれば分かることではないか、そう突っこみたかったが、初対面の相手なのでひとまず口をつぐむ。

　反応のない塔子をどう思ったのか、大将はぴたりと笑いを止めた。

「お察さつしのとおり、ここに出向くことは私が仰おおせつかった役目ではございません。ですが女王にお伝えしたきことがございまして、こうして足を運び、ご拝はい謁えつを賜たまわっている次第でございます」

　打って変わった真面目な声こわ音ねに、塔子は身み構がまえる。

　軽やかな声音とそつのない言動に、うっかり油断をするところだった。

　先ほど文箱を閉めようとしたとき考えたではないか。この人は父の政敵なのだ。ならば将来的に入じゆ内だいにつながる今回の出仕を、快く思っているはずがないのだと。

「伝えたいこと？」

「お父上とお姉上の件につきましては、心からお悔くやみを申しあげます」

　しごくあたりまえの言葉に、塔子は毒どつ気けを抜かれた気持ちになる。

　しかしすぐに自分を取り戻し、御簾の中でそそくさと頭を下げる。

「温かいお言葉、痛み入ります。あまりの急なことで哀かなしみにくれるより、なにがなにやら混乱いたしております。なにかの間違いであればと願ってはおりますが………」

「間違いだと、私も思っております」

「？」

　目を丸くする塔子に向かい、大将は円座に座ったままぐいっと上半身を突き出した。

　まるで腕押しでもされたように、塔子は御簾の中で身体を後退させる。大将は御簾に息を吹きかけるようにしてささやいた。

「私はね、女によ王おう様。お父上は東とう宮ぐう様を呪じゆ詛そなどしておられぬと考えております」

「え？」

　低くつぶやいたあと、塔子は御簾越しに大将を見つめる。

「どういう………」

　言いかけて塔子はいったん口をつぐみ、そばに控ひかえる命婦に退席を命めいじた。第三者を交まじえて話すようなことではないという警けい戒かいがあった。意い図とを察したのか、命婦は驚いたようすも反論もなく引き下がっていった。

　命婦の退席を確認してから、塔子は大将に告げた。

「近衛大将様。大きな声で話せぬことゆえ、どうぞ近くにお寄りください」

　察したのか大将は、膝ひざを使って御簾の前までやってきた。

　そこまで接近すると、御簾越しにも大将の面おも差ざしがはっきりとする。

　年のころは二十代半ばから後半くらい。白い額は秀ひいでており、形のよく通った鼻び梁りようにつづいている。上から見下ろしているからか、長い睫まつげがかぶるように影を落とし、匂い立つような色気がある。

（ふぅん、絵に描いたような貴き公こう子しね）

　緊張を保たもたねばならぬときなのに、やけに暢のん気きに塔子は観察していた。

　しかし唇くちびるの端をわずかに持ちあげた表情からは、その気品にはふさわしくない人ひと懐なつっこさと軽けい薄はくさが同時に感じられもしたのだが。

「父が呪詛をしていないというのは、他に疑わしい者が見つかったからですか？」

「そういうわけではありません。しかしこたびの件、私はお父上が何者かにはめられたものと考えております」

　思いがけない言葉を、とっさにどう判断してよいのか分からなかった。

（はめる？）
















　いったい誰が誰を？　そしてなにをどうやって？　それらの答えがすぐには思い浮かばず、ただ〝はめられた〟という言葉だけが、頭の中でぐるぐると渦うず巻まく。

「では………」

　どうして父と姉が呪詛をしたということにされているのか？　そう口走りかけ、すぐになんと稚ち拙せつな問いかと自じ嘲ちようめいた思いにさえ囚とらわれる。

　呪詛の罪を着せて、敵を失しつ脚きやくさせるなど古こ代だいより使い古された手ではないか。

　長なが屋や王おうしかり、井いの上うえ内ない親しん王のう（光こう仁にん天てん皇のう呪詛事件）しかり、政せい争そうが激しかった古代では、皇こう族ぞくであろうと皇こう后ごうであろうと容よう赦しやなく断だん罪ざいされている。一度でも史し書しよを読んだことがある人間なら容よう易いに思いつくことだ。

（そういえば井上内親王も、娘の酒さか人ひと内親王も伊い勢せの斎さい王おうだったわね）

　父の長屋王につづいての皮ひ肉にくな偶然に、自じ虐ぎやくな笑いがこぼれそうになった。

「どうして、そう思われるのですか？」

　しごく冷静な声音に、大将は押し黙った。御簾越しで表情はよく分からないが、きっと驚いているはずだ。それはそうだ。この状況であれば、普通の娘なら亡き家族をかばう言葉にすぐにすがりついてくるものだ。

　だが塔子にとっては二人とも他人に等しい存在だったから、亡くなったことを悼いたむ気持ちはあっても、それ以上のことをいろいろ思うことはなかった。もちろん本当に無実の罪で追い落とされたのだとすれば、たとえ情のない相手に対してでも穏おだやかではいられないが。

　塔子が気き丈じような瞳ひとみを向けると、ほどなくして大将は口を開いた。

「根こん拠きよと申されますか？」

　御簾の中で塔子はうなずく。それが大将に見えたのかどうかは不明だが、今度は彼は即座に切り出した。

「娘むすめ御ごであらせられる女によ王おう様を前にして言うのもなんですが、私は左大臣・高槻親王様のご気性を存じあげております。怜れい悧りな政治家で、およそ迷めい信しんなど信じない現実主義者───」

　大将の父への評価を、塔子はなんとも微び妙みような思いで聞いていた。

　確かに娘御ではあるが、塔子にとって父の印象など身勝手の一言しかない。なにしろ斎王就しゆう任にんが決まるまで顔すら知らなかったのだ。それどころか文ふみすらもらったこともない。正せい妻さいの娘として内親王宣せん下げまでされた異い母ぼ姉しとはえらい違いだ。そんな娘が、父が怜悧なのかそうでないのか、政治家として有ゆう能のうか無能かなど知るはずもない。

　しかし長年渡りあってきた摂関家の息子が言うのだから、朝ちよう廷ていでの父はそういう人間だったのだろう。

「お父ちち君ぎみ、女王様にとってはお祖じ父い様さまになられますが、出しゆつ家けされた法ほう皇おう様も高槻親王様の才能を高く評価され、こう言ってはなんですがご長ちよう子しであらせる今きん上じようよりも───」

　そこまで言いかけて近衛大将は「いやいや、これは失しつ言げん」と、扇で口元を押さえた。

　今上が政まつりごとに関心を持たないことは、塔子も聞いている。

「そんなお方が呪詛などという不確実な手しゆ段だんで、敵を追い落とそうとするでしょうか？」

　大将の物言いは、訊くというより確認だった。

　確かに現実的な人間ならしないだろう。呪詛というものは効果があやふやなうえに、見つかったときの危険があまりにも大きすぎる。もし父が大将の言うような人間だったのなら、そんな危険で不確かな真ま似ねをするはずがない。

　大将はさらに話をつづけた。

「そもそも呪詛自体、願がん主しゆを確定することが大変に困こん難なんな犯罪です。呪詛が行われたという事実は人形や札などの物証があればあきらかですが、それを誰がしたのかということを特定する根拠は、もともとの人間関係からの推測や、呪じゆ術じゆつ者しやを雇やとったという第三者からの証言にすぎません」

　要するに呪詛というものは、でっちあげようと思えばいくらでもできるし、逆にいえばどれほど疑わしい人物でも、罪を立りつ証しようすることが困難な犯罪なのだ。

　ならば今上帝の弟でもある父・左大臣と、帝との間に親王までもうけた姉・梅うめ壺つぼの女によう御ごを犯人だと断じたものはなんだったのか？　滅めつ多たなことではこれほど身分の高い二人を有罪にはできないはずだ。

「では、父上と姉上が捕えられた根拠はなんだったのですか？」

「紋もん様ようです」

「紋様？」

「ええ。東とう宮ぐう御ご所しよの床下で見つかった呪詛人形は、絹の布でくるまれ上から釘くぎを打たれていたとのことなのですが、その絹に親王家でご愛用されていた独特の紋様と同じものが織られていたのです」

　塔子は実家から贈られた品物についていた、菊の花を模かたどった複雑な文様を思い出した。

　確かに簡単に模も造ぞうできる柄ではなかったが、それだけで父が犯人だと決めつけるのは早そう計けいともいえる。

「その絹が何者かによって盗ぬすまれたということは考えられなかったのですか？」

「私はそう考えております。ですから女によ王おう様に、お父上ははめられたのだと申しあげているのでございます」

　もっともな言い分だが、塔子はどうしても鵜う吞のみにすることができなかった。

　仮に父がはめられたとしたら、おそらくいちばん怪あやしいのは摂関家の人間だからだ。

　今上には摂関家の娘も女御として入内しているが、彼女には女じよ児じである内親王しかいない。身分の高い母親が産んだ男子は、共に内親王であった先の皇后が産んだ現東宮と、塔子の異母姉・梅壺女御が産んだ五ごの宮みやだけである。東宮が妃を迎えておらず、後あと継つぎがいない状況では、次の東宮にはこの五の宮が立つ可能性が高い。

　これは摂関家にとって脅きよう威いに違いない。そもそも左大臣家に入りこんで縁ゆかりの品を盗みだすという大だい胆たんを働いてまで、父や姉を追い落とそうとする理由が他の者にはない。

　そう考えた塔子は、率直に疑問をぶつけてみた。

「ですが左大臣家に入りこんで盗みを働き、しかもそれを東宮御所まで持ち出すなど、おいそれとできることではありません」

「実は紋様入りの絹は、梅壺女御様のお手元にもいくばくかあったそうです」

　大将の言葉の意味するところを察し、塔子は眉まゆを寄せて尋ねる。

「もし呪詛のおりに使われたものがそれだったとしたら、なおさら不ふ可か解かいではありませんか？　後こう宮きゆうなどそう誰でも入れるものではないはずです。まして凝ぎよう花か舎しや（梅壺）まで入りこみ、恐おそれ多くも女御様の私し物ぶつを盗み出せる人間など、お付きの女房か相そう応おうな身分にある者ではないと無理かと思いますが」

「仰せのとおりでございます。私も凝花舎にはときどきご機き嫌げん伺いにまいっておりましたが、あそこの女房はどの者も躾しつけが行き届いており、そのような不ふ届とどき者が入るすきなどないように思っていたのですがね」

　悪びれたようすもなく告げられた言葉に、塔子は耳を疑った。

　───凝花舎にはときどきご機嫌伺いにまいって。

　ここまでの会話の流れから、なぜ大将がその言葉を口にしたのか理解できなかった。

　私物を盗み出すことはともかく、これでは自分が梅壺女御のもとに出入りができたと宣言しているようなものではないか。

「大将様は、梅壺女御様と親しくしておいでだったのですか？」

　政敵の娘の殿でん舎しやに出入りをするなど、普通に考えれば信じられない。そんな塔子の疑惑を最初から承しよう知ちしていたのか、特に動じたようすもなくさらりと大将は答えた。

「ええ、実は梅壺女御様のご子息・五の宮様と、私の兄、すなわち大だい納な言ごんの娘になりますが、お二ふた方かたの間に縁えん談だんが進んでいたものですから」

「え？」

「ここだけのお話ですが、年齢からしても、姪めいは東宮様のもとに入内させるつもりでおりました。しかしご存じのとおり、東宮様はなかなか妃を迎えようとなさらない。根負けした父と兄が、梅壺女御様のもとに話を持っていったのですよ」

　摂関家の娘であれば、帝か東宮のもとに入内させるのが普通だ。しかしそれが叶かなわないとなれば、次の東宮候こう補ほとして有力な親王に食しよく指しを動かすこともあるのかもしれない。

　とはいえ双そう方ほうが対立関係にあることを考えれば、にわかには信じがたい話である。

　納得できない顔をする塔子に、大将はしらりと告げる。

「なにしろ東宮様が現状のままでは、次の東宮は五の宮様しかおりませんでしたからね」

　東宮が摂関家の娘を娶めとらないかぎりそうなるだろう。斎王選びに難なん儀ぎしたように、現段階では入内できそうな未婚の皇女はいない。母親の身分が大きくものをいうこの世では、皇家でも摂関家出身でもない女性が産んだ皇み子こが東宮、ひいては帝になるなど考えられない。

　そう言われると〝なるほど〟とも思えるが、やはり不ふ審しんはぬぐえない。

「それで女御様も父上も、その縁談を承知なさったのですか？」

　無む論ろん、と大将はうなずく。

「わが父関かん白ぱくと女によ王おう様のお父上・左大臣高槻親王様の双方が後ろ盾だてになれば、五の宮様の立りつ太たい子しは決まったも同然でしょうから」

　確かに時の二大勢せい力りよくを後ろ盾につけたのであれば、東宮の御み子この有う無むなど関係なく、五の宮の立太子は約束されたも同然だ。あるいは現在の東宮を廃はいしてでも、五の宮を立太子させることが可能かもしれない。

　つまり二派が共きよう闘とうして、東宮の敵に回ろうとしたということだ。

（それって、東宮にとってはものすごい脅きよう威いよね）

　それでなくとも母親が早そう世せいした現東宮には後ろ盾がない。

「ですが残念ながら、今回の件でこの縁談は立ち消えになってしまいました」

　大将の声こわ音ねからは台詞せりふほどの無念は感じられなかったが、それを白々しらじらしいと思う余裕は塔子にはなかった。

　梅壺女御が産んだ五の宮と、摂関家の姫との間に縁談が進められていた。

　東宮を取り込めない状況では、政敵と手を結ぶことが摂関家から帝の外がい祖そ父ふを出す唯ゆい一いつの策だった。そして父・左大臣は、五の宮に対する大きな後ろ盾となると判断して縁談を了承した。

　しかしそうなると、摂関家が父や姉を失脚させる理由がなくなってしまう。

　むろん梅壺に出入りをしていたという、この大将も同様である。むしろその状況で二人を失脚させたいと願うのは───。

（まさか………）

　脳のう裏りをよぎった疑ぎ惑わくに、塔子はごくりと固かた唾ずを吞のむ。

「では、いったい何者が、そのような大だい胆たんな手口で父と姉を陥おとしいれたのでしょう？」

　塔子の問いに、大将はまるで用意していたかのように即そく答とうした。

「凝花舎に入ることが可能なお方は、三人いらっしゃいます」

「………」

「今上と女御様のご子息である五の宮。───そして東宮様です」

　最後の〝東宮〟の呼こ称しように、塔子は唇を固く結んだ。

　そうだ、東宮にこそ十分動どう機きがある。父・左大臣と姉・梅壺女御は、五の宮を立太子させようと機会を待っていたことだろう。そこに摂関家まで加わったのだから、いよいよ東宮の立場は心もとないものになっていたはずだ。

　年ねん功こうに加えて血筋の高貴さで立太子された東宮は、強力な後ろ盾を持っていない。それなら摂関家の娘を妃きさきに迎えて、彼らを後ろ盾にすればよいのにそれもしない。なにを考えているのか意い図とは不明だが、ともかく宮中で彼は孤こ立りつした立場にある。

　五の宮を東宮にと推おす父と姉は、東宮にとって足元をすくいかねない存在だった。だからこそ彼らが東宮を呪詛したとされた時、みなが納得したのだろう。

　では東宮が父たちを？　そう考えかけて塔子はふと思いとどまる。

「ですが、仮にその件に東宮様がかかわっておられたとしたら、私に出仕を申しつけるような真似はなさらないのでは？」

　大将は虚をつかれた表情をする。彼は長い睫に縁ふち取どられた瞳を見開き、まじまじと塔子を見つめた。

（おあいにくさま。聞かされたことをそのまま鵜う吞のみにするほど単純じゃないわよ）

　しかも、こんなあからさまに怪あやしい相手の言葉など誰が信じようか。

　御簾の中で少々得意げに胸をそびやかしかけたとき、さらりと大将が述のべた。

「遺い族ぞくを遠ざけようとするのか、それとも報むくいようとするのかは、怨おん霊りように対する考え方次第でしょう。私はそのどちらも人としてありうると思っております。とはいえ女によ王おう様の出仕の件にかんして言えば、東宮様のご一存ではなく朝廷の判はん断だんですから」

　ぴしゃりと平手打ちを食らったような気がした。

　確かに怨霊は死し穢えとは違う。物もの忌いみをすることで人は穢けがれから逃のがれようとするが、怨霊は物忌みをしたところで逃れることはできない。

　仮に東宮が首しゆ謀ぼう者しやだったとして、遺族である塔子を避けるだろうというのはあくまでも亡くなった人間、つまり死穢への対処であって、すでに世を震えさせている怨霊へのそれではない。

　基本的なところをたがえてしまっていた自分が急に恥ずかしくなる。

　頰ほおを赤らめつつ唇を嚙むと、気を取り直して塔子は口を開いた。

「都での疫病が収まりつつあるというのなら、私の出仕が決まったことは怨霊を鎮しずめるのに少しは効果があったようですね」

　個人的には、ただ単に夏から秋に向けて終しゆう息そくしたのだろうと思っているし、なにより自分が出仕することで父や姉の魂たましいが鎮しずめられるとは思っていない。しかし結果として病が収束したのだから、都の人々の目には効果があったように見えるのだろう。

「ええ、それはもう」

　軽けい薄はくに思えるほど上じよう機き嫌げんに大将はあいづちを打つ。姫君らしくもなく理り屈くつばかりを求めてくる生意気な女を、やりこめてやったとでも思っているのだろうか。

　悔くやしいが相手のほうが、理屈でも理り論ろんでも上だった。そもそもひとまず疑ってはみたが、冤えん罪ざいという段階で東宮が怪あやしいというのは塔子とて一度は考えたことではないか。

（じゃあ、やっぱり東宮が？）

　ほぼ確信しながらも、不思議と怒りはわいてこなかった。それどころか、どこか他ひ人と事ごとのようにさえ感じていた。

　あるいは失しつ脚きやくさせられたのがまったくの赤の他人であったのなら、もう少し単純に謀ぼう略りやくに対して怒りを覚えていただろう。だが父に対して塔子は、憎ぞう悪おとまではいかずとも恨うらみ言ごとしか繰り出せずにいる。

　受けた仕打ちを考えればとうぜんだ。これまで徹てつ底ていして無視しつづけられた。同じ娘でも嫡ちやく子しとして遇ぐうされ、内親王宣せん下げされた姉と比べるとあまりにも差がありすぎる。そのくせ娘としての責せき務むだけは同じように強きよう要ようしてくる身勝手な父親に、愛情など持てるはずがない。そのいっぽうで、仮にも実の父や姉に対してこんなことを思ってしまう自分を冷たい人間なのではと疑ってしまう。

「女によ王おう様」

　大将の呼びかけに塔子は物思いから立ち返った。

「は、はい？」

「まだ真相はあきらかになっておりませんが、もし私どもの推すい測そくが正しければ───」

「は、はあ………」

　私どもと暗に了解を求めてくる大将に、塔子はあいまいにあいづちを打つ。

　確かに東宮陰謀説はかなり信しん憑ぴよう性せいがあるが、謀略の首謀者だとはっきりと名をあげてしまってははばかられる。

「こたびの出仕、女によ王おう様にはまことお腹立ちのことかと存じあげます」

　御簾を抜けて転がってくるのではと思うほど、大将は深々と頭を下げた。塔子はひどく白しらけた気持ちで、自分に向かうように突きつけられた烏え帽ぼ子しの先端を眺ながめていた。

（なにをいまさら。斎さい王おうに選ばれたときから、ずっとお腹立ちつづきだわよ）

　とつぜん伊勢行きを命めいじられたとき、なんと身勝手な父親だろうと憤いきどおった。

　だから父が失脚したと聞かされたときも、気の毒に思う気持ちなどは待てず、ただやっと熊野に帰れるとはしゃぐことができたのだ。

　だけど父が冤罪だとしたら───いくら身勝手な人間でもそれはあんまりだ。

　かといって亡くなった人を慰なぐさめる術すべや報いる術など、生きている人間はなにひとつ持たない。なにかをしても、それらはすべて生きている人間の思いであり、願望にすぎない。

（そりゃあイザナギ神ノカミやスサノオ命ノミコトみたいに、根ねの国くにに行けるとなれば別だけどね………）

　らちもないことを、と漆うるし塗ぬりの文箱に収められた料紙に目を向けて苦笑したときだ。

「しかし今回の沙汰はあくまでも出仕。正式な入内ではございませんので、なにとぞご案じなさいませぬよう───」

　励ますような大将の物言いに、塔子はわれに返って彼の烏帽子の先端を見る。

　正直想像もしない言葉だったので、どう答えてよいのか分からなかった。

　大将の意図としては、仇かたきに嫁とつぐことになった塔子に同情を禁きんじ得えないといったところなのだろうか。それが一般的な発想だが、父に複雑な感情しか持てぬ塔子は、逆に東宮にそれほど強い憎ぞう悪おを抱いだけなかったのだ。

　とはいえ〝どうでもいい〟と言うわけにもいかないし、実際にどうでもよいとまで割りきれてもいない。入内はもとより出仕も気乗りしないのは本当のことだったので、やや不安なふうを装よそおって尋ねてみた。

「ですが喪もが明ければ、私の入内は決まっているのではありませんか？」

「まだ一年あります。その間に致ち仕しに持ってゆくことは十分可能です」

　塔子は瞳を瞬まばたかせた。入内前に致仕、すなわち宮中を去ることができるというのか？

（まさか、熊野に帰れるの？）

　宮中に入ってしまえば、致仕する術はないと思っていた。

　だがそうではないのだと、他に戻る手段があるというのか？

「そ、それは、どのようにして？」

　御簾を突き破らんばかりにして、塔子は身を乗り出した。そのため今度は大将が軽くのけぞった。そうでもしなければ、確実に彼の烏帽子の先に額をぶつけていただろう。

　塔子の剣けん幕まくに一瞬は気け圧おされたようだったが、大将はすぐに居住まいを正した。

「簡単なことです。女によ王おう様が東宮様にけして心をお許しにならなければ、向こうも女王様を敬けい遠えんされ、おのずから一年後の婚こん儀ぎは立ち消えになるでしょう」

　単純すぎる答えに、塔子は拍ひよう子し抜けしてしまった。そんな普通の男女のような展開が、東宮相手に成なり立つのだろうか？　まあ古事記にも天てん孫そん降こう臨りんで有名なニニギ命ノミコト（アマテラス大御神オオミカミの孫で神じん武む天皇の曾そう祖そ父ふにあたる）が、醜みにくいという理由で国つ神からのイワナガ姫ヒメとの縁談を断ったという古事はあるが。

（あれも言うなれば、天あまつ神と国くにつ神の政せい略りやく結婚よね）

　一人で勝手に納得している塔子に、さらさらと大将は説明をした。

「もともと女王様の入内は政治的な意図があってのものではなく、あくまでも怨霊を鎮めるために取り計らわれたものです。ですから疫えき病びようが治まって一年もたてば、そのような方向に動いても不思議ではありません。もちろんそのためには、女王様が東宮様に疎うとまれるように仕向けなければなりませんが───」

　要するにこちらから断る権利はないというわけである。いささかがっかりした気持ちにはなったが、立場上納得するしかないだろう。

　しかし嫌だと思えば簡単に入内の話を立ち消えにしてしまえるほど、東宮とは強引な人物なのだろうか？　もっともそれぐらいの人間だから、周りからどれほど言われようと一人の妃も持たずにおれたのかもしれないが。

　しかし疎まれるようにふるまえと言われても、これはなかなかの難題だ。

　見栄っ張りではないと思うし、むしろ女官たちからは人ひと目めを気にしなさすぎると注意を受けたことすらあるが、人から嫌われるようにふるまうというのはまた別だ。

「そう言われても………」

「特に難しいことではありますまい。東宮様と、ご家族との間にあった確かく執しつをけしてお忘れにならなければ、あえて意識してふるまわずとも、自然とそのようななりゆきになるかと存じあげます」

　まあ普通の親子ならそうだろうが、あいにくそんな情のある関係ではなかった。

　もちろん大将はそんなことは知らないから、塔子が東宮を憎にくんでとうぜんだと思っているのだろう。

「首しゆ尾びよく女王様が東宮様に疎んじられれば、かの宮様のご気き性しようからして、かならずや入内の話をご破は算さんにいたしましょう」

　断だん言げんに塔子は、他人事だと思って気軽に言うなと心の中で反論した。仮に不ふ敬けいが過ぎて塔子が遠おん流るにでもなったら、この男はどう責任を取るつもりなのだろう？

　そこまで考えて、大将への不信感の理由に気づく。

　あれこれ焚たきつけるだけで、実行した場合に起こりうる危険の可能性をこの男が一切口にしないからだ。うまいことだけを言って、自分の意のままに操ろうとしているのか。あるいは仮に気づいていないで言っているとしても、それはそれであまりにも無責任すぎる。どちらにしろ、信頼できる相手ではない。

　とはいえ致ち仕しが叶うという話は、塔子にとってとても魅力的だった。

　胡う散さん臭くさい相手ではあるが、話に乗らない手はない。こうなったら逆げき鱗りんに触れない（処しよ罰ばつされない）程度に東宮に嫌われるように仕向けてやろうではないか。きっとそう難しいことではないはずだ。なにしろ熊野の田舎育ちで香こう合あわせや和歌は大の苦手、そのうえ政敵の娘である自分が東宮に好かれるはずがあるわけないのだから。

「近衛大将様」

　塔子は胸の前で両のこぶしを握りしめ、空に誓ちかうように天井の格子を見つめた。

「大丈夫です。私、自信があります。東宮様の勘かん気きに見事触れますよう、首しゆ尾びよくふるまってみせますわ」
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　思いがけず衝しよう撃げき的なことばかりが重なったその日の夜。疲れきった身体で簀すの子こに出た塔とう子こは、高こう欄らんにもたれかかって月空を眺ながめていた。

　漆しつ黒こくの空には三日月より少し満ちた形の月が浮かび、庭のあちこちから鈴虫の鳴き声と遣やり水みずの流れるさらさらとした音が聞こえてきた。

　屋根から下げられた釣つり灯どう籠ろうが、膝ひざの上に重ねた料りよう紙しを明るく照らし出す。

「さて、どうしたものか………」

　ため息交じりに塔子はつぶやいた。熊くま野のに戻りたい一心から了承してしまったが、やはり大だい将しようの胡う散さん臭くささはぬぐえなかった。あんな簡単に話に乗ってしまってよかったのかと、不安と躊ちゆう躇ちよが頭から離れない。

「こんな時間に読書ですか？」

　聞き覚えのある声で呼びかけられ、まさかの思いで顔を向ける。

　昼間料紙を引っかけた古木の向こうから姿を見せたのは暁あかつきだった。彼自身は明かりを持っていなかったが、月明かりと庭に置かれた据すえ篝かがりと、建物からの光で姿をはっきりと確認することができた。

　塔子は少し驚いた。昼間退席したとき、暁は近この衛え大のだい将しようの名を聞いてすっかり恐きよう縮しゆくしていた。あの感じからてっきり身分を敬けい遠えんされたものと思っていたので、よもや自分から顔を見せるとは考えてもいなかったのだ。しかも、こんな夜よ更ふけに───。

（え、ど、どうして？）

　生いけ垣がきをかき分けてやってくると、暁は高欄の下から塔子を見上げた。

　濡ぬれたように光る黒い瞳ひとみがなにかを秘ひめているようで、とくんと鼓こ動どうがひとつ鳴った。

「ど、読書じゃないわよ。こ、これ！　昼間、あなたに拾ってもらった古こ事じ記きの写しよ」

　焦ったまま、塔子は料紙を振り下ろして突きつけようとした。暁の目の位置は、高欄にもたれる塔子より少しだけ下にあった。

「そうそう、その件もあってお伺いしたのです」

「え？」

「薬を届けてくださってありがとうございました」

　深々と頭を下げる暁に、塔子はふりおろしかけた手をそのまま硬こう直ちよくさせた。

　大将が帰ったあと、塔子は命みよう婦ぶに言って侍さむらい所どころに打ち身用の薬を届けさせていた。平たいらの暁という名を告つげると、聞き覚えがなかったのか命婦は軽く首を傾かしげていたのだが、どうやらきちんと渡せたようだ。

（な、なんだ、薬のお礼を言いにきたのね）

　聞いてみれば、まったく驚くこともない訪問理由である。一人であたふたした自分が馬ば鹿かのように思えた。

「私が投げた墨すみで怪け我がをしたのに、お礼を言われちゃあ立場がないわ」

　気を取り直して言いはしたが、調子の悪さと気恥ずかしさからか、手を戻す動作がわれながらぎこちない。

「ちゃんと届いてよかったわ。頼んだ命婦があなたの名前に聞き覚えがないような反応だったから、少し心配していたのよ」

「それはしかたがありません。実は私は、十日ほど前に都から到着したばかりなので」

「………え、じゃあ伊い勢せからついてきていたんじゃなかったの？」

「はい。こちらの門かど部べの一人に不幸がありまして、急きゆう遽きよ交代要員として参りました。都では左さ衛え門もん府ふに属しております少しよう尉じようです。私ごとき身分の者の交代であれば、直接女によ王おう様のお耳に入らずともとうぜんかと」

　衛門府というのは主おもに宮きゆう中ちゆうの警備や治安を司つかさどる役所で、行ぎよう幸こうの先せん駆くを請うけおったりもする。帝の熊くま野の詣もうでに随ずい行こうしていても不思議ではない役職だ。ちなみに少しよう尉じようというと三さん等とう官かんにあたり、位い階かいとしては正しよう七しち位い上じようで、とうぜん殿でん上じようは許されていない（殿上が許可されるのは五ご位い以上）。

「ああ、それで都の話にやけに詳しかったのね」

　納得する塔子にあいづちを打ったあと、なにげないように暁は尋ねた。

「ところで近衛大将様は、なにをお話しになられましたか？」

「あ、それは───」

　気楽に答えかけたものの、はっとして塔子は口をつぐんだ。内容が内容だったので、むやみに他人に明かすことではないと思い直したのだ。

「た、たいしたことじゃないわ」

　はぐらかした塔子に、暁はかすかに眉まゆを寄せた。

　その表情に、え？　と目を丸くした塔子の前で、いらだちを抑おさえでもするように彼は間を置いた。

「───たいしたことでもないのに、わざわざ都から河陽こんなところまでやってきたりはしないでしょう」

　あからさまではなかったが、暁の口調にはどこか疑うような響きがあった。

　戸と惑まどいながらも塔子の胸に、次第に不ふ快かいな思いがこみあげてきた。

　もし塔子が身分にふさわしい矜きよう持じを持つ娘であれば、暁を叱しつ責せきしていただろう。地じ下げ人にんが摂せつ関かん家け子し息そくと皇こう女じよの会話を詮せん索さくするなど、身分をわきまえない出すぎた行為以外のなにものでもない。しかし幸か不幸か、塔子に自身の出自に対する自覚がいまひとつなかったので、そのことにかんして立りつ腹ぷくはしていなかった。

　不快の理由は今日会ったばかりの相手に対して、暁の態度がいきなり僭せん越えつになったからだ。好意を持っていただけに、複雑な反発を抱いだいたまま塔子は声を厳しくする。

「確かにたいしたことはある話だったけど、だからこそ迂う闊かつに他人に言うわけにはいかないでしょう」

　険けんのある声こわ音ねに暁は目を瞬まばたかせる。二人の間にあきらかに気まずい空気が流れた。塔子の中で言いすぎたかという思いと、これは言わなきゃいけないという思いが、音を立ててぶつかりあう。

　ぎこちない沈黙のあと、暁は深々と頭を下げた。

「非礼をお許しください」

　それはこれまでの気さくな態度とは違い、はっきりと上下を意識したものだった。

　塔子は意図が伝わったことに満足するより、胸に冷たい風が吹きこむような寂しさを覚えた。

「そのうえで、非礼を承知のうえであらためてお尋ねいたします。近衛大将は女によ王おう様の出しゆつ仕しについて、なにごとか意見をしにきたのではありませんか？」

　頭の中が一瞬真っ白になる。

　やがて生じた疑念につづき、じわじわと怒りがこみあげた。

「あなた、ひょっとして立ち聞きでもしていたの？」

　自覚はなかったが、あきらかに塔子の声は憤いきどおっていた。人ひと払ばらいをした会話を盗み聞きされていたのだとしたら、とうぜんの反応だ。しかし暁は悪びれもせず、ゆっくりと首を横に振った。

「いいえ。しかし摂関家の子息が女によ王おうを訪ねてきたのなら、理由はそれしかないかと」

　もはや完全に疑った塔子の視線を、臆おくすることなく受け止め暁は告つげた。

「女王様。実は私はあなた様の護ご衛えいに参った者ではございません」

「え？」

「朝ちよう廷ていの命めいにより検け非び違い使し庁ちようから遣つかわされた者です。所属自体は左衛門府ですが」

　塔子は息を吞のんだ。

「最初に言わなかったことは心からお詫わびします。このたびの呪じゆ詛そ事件の真相を調査するため、塔子女王に接触する者を確認してくるようにと、上の者から言いつかりました。所属を明らかにすれば皆様に警戒されると思い、こちらの官かん吏りの一人に不幸があったことを利用して急きゆう遽きよ交代要員として参りました。ですから門かど野の司つかさに所属しているというのは本当のことです」

　長々と事情を説明する暁からは、さすがに申しわけなさがにじみ出ていた。

　しかし語り終えたあと、彼ははっきりと言った。

「こたびの呪詛事件の真相解かい明めいのため、ぜひ女王様に協力を仰あおぎたいのです」

　検非違使庁とは都の治ち安あんを預かる官かん職しよくである。もともと衛門府が兼けん任にんしていた部署で、かつてはここに本部が置かれていた。やがて効こう率りつ化かのため統合され、さらに長官である別べつ当とうの自じ邸ていで政務を執とるようになる。左衛門府少尉である暁が、検非違使庁から命を受けたというのもそのあたりのつながりがあってのことかもしれない。

（検非違使庁が動いていた。呪詛事件の真相を探るために？）

　とっさに衝しよう撃げきから立ち直れない塔子であったが、なんとか思考を働かせる。

　そうだ。大将は、父が誰かにはめられたと言っていた。

「呪詛事件の真相を調べているというのなら、今回の件は父や姉が仕組んだものではないということなの？」

「その可能性も含めて、真実を探るために調査をしております」

　しらりと答えをはぐらかされ、塔子はむっとする。

「私には大将がなにを言ったのかを教えろと言うくせに、自分はなにも喋しやべらないつもりなの？」

「………」

　暁は針で突かれたように表情をしかめた。

　その反応に塔子はためらい、少し口調をやわらげて問うた。

「では、どうして私に近づく者が呪詛事件を仕組んだと、検非違使庁は判はん断だんしたの？」

「それは近づいてきた相手によって違ってきます。しかし近衛大将、摂関家の人間にかぎって言えば、左さ大だい臣じんの遺い族ぞくである女王の入じゆ内だいはけして望むべきものではないでしょう」

「後うしろ盾だても何もない娘一人が後ろ盾のない東とう宮ぐうに入内したところで、摂関家にとってなんの脅きよう威いになるっていうのよ」

　腹立たしさと自じ嘲ちようを交えて塔子は言い放った。

「いいえ、あながちそうともいえません」

「え？」

「確かに東宮に摂関家の後ろ盾はありません。しかし摂関家の勢せい力りよくも昔ほどではない。そのぶん皇こう族ぞくが台たい頭とうしてきております。女によ王おう様のお父上など、その最さいたるお方だったのです」

　まるで見てきたことのように、迷いなく暁は語る。

　だが、そんな噂うわさを確かに聞いたことがある。だからこそ皇族として権けん勢せいを奮ふるう父を、摂関家の者たちは長なが屋や王おうの再来と称しようしていたのだという。

「ですから東宮も、それなりに宮中での立場は保たもっておいでです。それゆえ摂関家からの妃きさきを取らないという姿勢が貫つらぬけるわけです」

「え？　それは男だん色しよくだからじゃないの？」

　暁は虚きよをつかれた表情をし、すぐに悲鳴のような声をあげた。

「───な、なにを馬ば鹿かなことを言っているんですか！」

　ぎょっとして身み動じろぎをする塔子に、われに返ったのか、暁はこほんとひとつ咳せき払ばらいをした。なんでそんなに興奮するんだと、奇き異いな視線を塔子は向ける。

「そ、そういう噂もありますが、そんなことは絶対にありえません。なにしろ東宮には、男女を問わず浮いた噂うわさがひとつもないのですから」

「え！」

　塔子は声をあげた。当世の宮中で、同性愛は別べつ段だん禁きん忌きではないらしい。東宮にその気があるのなら、男だろうと恋人の一人や二人は公おおやけになるはずだ。しかし御おん年とし二十一歳の東宮には、男女を問わず艶つやめいた話がひとつもないのだという。塔子は源げん氏じ物もの語がたりも伊い勢せ物もの語がたりも読んだことはないが、華やかな恋愛絵巻が繰り広げられているという宮中において、信じられない生活である。

（てか、それはそれでちょっとまずいんじゃない？）

　と心の中で思いはしたが、暁のただならぬ気配に気け圧おされて口をつぐんだ。

　いっぽう気を取り直したのか、暁はもとの口調に戻って話をつづける。

「摂関家の勢いは以前ほどのものではなくなっています。帝の外がい祖そ父ふになれなかったことが大きな要因ですが、上じよう皇こうや法ほう皇おうの存在など、皇こう家けの二重支配やしがらみを越えた立場からの執しつ政せいも、かなり影響しています」

　理由はいくつかあるようだが、要するに東宮は、後ろ盾のないまま宮中でそれなりに立場を維持しているということだ。その難なん物ぶつが自分たち一族の娘を差し置き、政せい敵てきの娘である塔子の入内を承知したのなら、摂関家はもちろん近衛大将も穏おだやかではいられまい。

　そう考えると、大将の言い分がますます胡散臭く思えてきた。

　東宮が父や姉を失脚させたという近衛大将の説明は、確かに筋が通っている。

　しかし塔子は、わざわざ都から出向いてきた理由に納得ができない。父が冤罪である可能性を是ぜが非ひでも伝えたかったと言ったが、そんなこと塔子が都に戻ってからでもなんの問題もない。なにより大将の立場や身分を考えれば、単純な善意と受け止めることは難しい。

　大将は、父を失脚させたのは東宮の陰いん謀ぼうだろうと示し唆さした。

　しかし摂関家が本気で父の味方をしたのなら、たとえ東宮相手でも疑いを晴らすことはできたのではないだろうか？　そうだ。父・左大臣と摂関家。朝廷の二大勢力が共きよう闘とうすれば、あんな曖あい昧まいな証しよう拠こを意味のないものにしてしまうことなど簡単だったはずだ。

　だが父も姉も捕らえられた。

　それは摂関家が見て見ぬふりをしたからではなかったのか？

　五ごの宮みやとの縁談が出たことで雪解けの雰囲気になりはしても、彼らはけして味方同士にはなりえなかった。仮に東宮が首しゆ謀ぼう者しやだったとしても、摂関家の者もここぞとばかりに政敵の失脚という漁ぎよ夫ふの利りを得ようとしたのではなかったのだろうか？

　もちろん真相は分からない。

　けれど大将の態度に加え、そんな疑惑を抱いだいた一門の言い分を鵜う吞のみにすることに、塔子は得体の知れない不安を覚えてしまう。かといって東宮を信頼することもできないわけで、この件にかんして塔子は大きな葛かつ藤とうを抱かかえていた。

　しかし、いずれにしろ言えることは───。

（疑わしいのは東宮一人ではない、ということね）

　結論付けると、決断は素早かった。

　塔子はひとつうなずき、あらためて暁を直視する。

「では平たいらの少しよう尉じよう。協力する代わりに、私と取り引きをして」

　およそ皇こう女じよとは思えぬ台詞せりふに暁は目を丸くする。もちろん今日の経けい緯いだけで、塔子が姫君らしからぬことは彼も十分承知しているだろうが。

「と、取り引きって？」

「実を言うと、私は入内をするのが嫌なのよ」

「………え？」

「私、熊野に帰りたいの。入内なんてしたら、二度と戻れなくなるじゃない」

　あ然とする暁に、ここぞとばかり塔子は畳たたみかける。

「近衛大将様は東宮様と父の対立を示唆していたわ。そしてその状態では入内に応じるべきではないと言ってきたの。でも、あなたは上の人に近衛大将様が怪あやしいと報告するつもりなのでしょう？」

「………」

　塔子の告白に、暁はなんとも複雑な表情をする。言葉だけを聞けば、入内をしたくないという目的を果たすために、大将の味方をするというふうにしか受け取れない。暁が大将の不ふ審しんを上に報告するつもりならば、塔子とは対立する形になってしまう。

「別に責せめちゃいないわ。呪詛の件にかんしては、東宮様も摂関家にも可能性はあるもの。もしくはそのどちらでもなく……、父と姉が本当に呪詛をしたのかもしれないし」

「女によ王おう！」

　動じたのか暁は声を大きくする。その声は怒りではなく同情に満ちていた。

　自分の身内を疑う言葉を口にせざるをえなかった塔子を、暁が痛ましく思ってくれていることが分かった。

　その声音だけで、先ほどまで心にあったしこりがほぐれてゆく。

　だから塔子は微笑ほほえみすら浮かべて答えた。

「かまわないわ。誰が呪詛をしたにしても、私は真実が知りたいの」

　その言葉に、暁は信じられないものを見るような目で塔子を見つめた。灯とう籠ろうの明かりのためなのか、頰ほおが少し赤らんでいるように見えた。

　やがて暁は、いままでの中でいちばん殊しゆ勝しような声で言った。

「私を、怒っていないのですか？」

　塔子は首を横に振った。

「驚きはしたけど、大丈夫よ」

　暁の切れ長の眼めが一度見開かれる。

　やがて彼は頰をいっそう赤らめ、いたたまれないように視線をそらす。

「………騙だましていてすみません」

「大おお袈げ裟さね。でもあなたが来てくれてよかったわ。噓うそが下へ手たみたいだから」

　暁はそらしていた視線を戻した。そしてからかうように自分を見る塔子に気づくと、一拍おいて深々と頭を下げた。暁が自分に対してひどく申しわけなく思っていることを、塔子はせつせつと肌で感じた。

　やがて暁は顔をあげ、気を取り直したように尋ねた。

「では女王は、双そう方ほうの方々を仇かたきだとは思っていらっしゃらないのですか？」

　仇という穏やかならぬ単語に、塔子はいつもの調子を取り戻してきっぱりと言う。

「あなたも言ったでしょう。父も姉も死因は流行病はやりやまいよ。だとしたら単に不ふ遇ぐうをかこったことを〝仇〟とまでは言わない。正直どちらも疑わしいことは確かだけど、仇でもない人を仇だと勘違いをして憎にくむことは、けしてやってはいけないことよ」

　そこで塔子は一度言葉を切り、あらためて暁を見つめた。

「だから、取り引きをして」

「え？」

「黒くろ幕まくが東宮様なのか、摂関家の人たちなのか、もしかして父と姉だったのか。あるいはまったく違う人間なのか、先せん入にゆう観かんなくきちんと調べるって。その代わり私は、内だい裏りに入ってなにか分かったらすぐに教えるわ───これが私の望む取り引きよ」

　暁は目を丸くして塔子を見つめる。

　検非違使庁の使いであることを黙っていた事実は確かに不快だが、かといって別に塔子を謀たばかろうとして声をかけてきたわけではない。少なくとも墨をぶつけた塔子を笑って許して、風で吹き飛ばされた料紙を取ってくれたことは紛まぎれもない暁の本当の姿だ。なにしろあのとき彼は塔子のことを女によう房ぼうだと思っていたのだから───そう考えると先ほどの深々と頭を下げた姿とあいまって、不思議なほど気持ちが穏やかになった。

「承しよう知ちいたしました」

　塔子の主張に、暁は真摯な面おも持もちでうなずいた。

　了承の返事に塔子は少し表情をやわらげる。

「検非違使別べつ当とうの邸やしきに連絡すればあなたに伝わるの？」

「いえ、しばらくは左衛門府のほうで内裏の動向を探るつもりです。ですからそちらに連絡をいただければ飛んでまいります」

　飛んでくるとはなんとも大おお袈げ裟さだが、あながち冗じよう談だんでもないように暁は言う。

　昇しよう殿でんを許されない身分では、内だい裏り内ないのことはなにかと調べにくいだろう。塔子の申し出は願ってもないことだったに違いない。

「分かった、左衛門府ね」

　高欄からぐいっと身を乗り出した塔子に、暁ははじかれたようにひょいと顔をあげる。

　そのはずみで視線が重なり、一瞬の見つめあいのあとあわててそらしあう。

（う、うわ！　びっくりした）

　制せい御ぎよできぬほどに胸が高なる。りりりと響く鈴虫の鳴き声が、さらさらとした遣水のせせらぎが、夜風が萩はぎや呉くれ竹たけをざわざわとなびかせる音が、あおるように鼓こ動どうを速める。

　やがて、おもむろに暁が呼びかけた。

「あの………」

「は、はい!?」

「入内は、そんなにお嫌ですか？」

　やけにしんみりした声音が、秋の庭に響いた。

　塔子は瞳をぱちくりさせる。なにか言いたげに自分を見つめる暁の黒い瞳からは、相手に対する心配や不安が見え隠れしていた。

（ひょっとして私が入内を嫌がっているから、気遣って？）

　暁に心配をかけたくない一心で、思わず塔子は口走った。

「だ、大丈夫！　私みたいな田舎いなか娘むすめ、絶対東宮はお気に召めさないから！　ほどなくして追い出されるに決まっているわよ。だ、だから安心して、ね、大丈夫だから」

　ほとんど嚙かみつくような勢いだった。最後のほうは脅きよう迫はくめいた口調にすらなっていた気がする。あんのじょう暁は、呆気にとられた表情で塔子を見上げている。

　かえってわざとらしかったかも───かすかな後悔と羞しゆう恥ちがこみあげたとき、暁の端たん整せいな面差しにひどく寂しげな笑みが浮かんだ。

（え？）

　塔子は一度瞬まばたきをした。心配をかけたくないと思って言ったことだったが、あからさまな空から元げん気きにしか見えなかったのだろうか？

　不安と罪ざい悪あく感かんにさいなまれる塔子に、暁は力なく口元を綻ほころばせて言った。

「大丈夫、その勢いがあれば、かならず熊野に帰れますよ」
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　塔とう子こが帰京をはたしたのは、秋しゆう分ぶんを控ひかえた～玄鳥つばめ去さる～のころだった。

　道すがら牛ぎつ車しやの物見から外をのぞくと、鮮あざやかな紅くれないの曼まん珠じゆ沙しや華げが道端を埋めるように咲いていた。

　桓かん武む天てん皇のうが現在の都・平へい安あん京きように遷せん都とを行ってから三百年近い月日がたつ。

　唐とうの長ちよう安あんを模もして造られたはずのこの都だが、東西での開発が不ふ均きん衡こうに進み、現在では栄えているのは東の左さ京きよう区くのみで、西の右う京きよう区くは人家もまばらで、本来なら都に作ることが許されていない田畑が耕作されているありさまである。

　平安京の中ちゆう枢すうは、政せい務むが執とり行おこなわれる大だい内だい裏りである。そして大内裏の中央東寄りに位置するのが帝の住まいである内裏であり、女によ人にんたちが暮らす後こう宮きゆうもここにあった。

　宣せん耀よう殿でんに局つぼねを賜たまわった塔子は、あいかわらず写しや本ほんばかりをつづけていた。

　東とう宮ぐうに嫌われるよう張りきって参さん内だいしたまではよかったが、肝かん心じんの東宮がまだ吉よし野のから戻ってきていないというのだ。なんでもいまだ疫えき病びようを用心してのことらしいが、それを聞いたとき塔子はかなり憤いきどおった。

（女によ王おうの私が戻ってきているのに、東宮ともあろうお方がいつまでも都をあけるってどういうことよ！）

　用心深いのはけっこうだが、疫病が怖いのは誰でも一緒だ。朝ちよう廷ていが大丈夫だと判断したのだから、ある程度のところで見切りをつけて役目をはたしてくれなければ、内裏の機能が麻ま痺ひしてしまうではないか。

（責任ある立場の人って、そういうものじゃないの！）

　うまく疎うとんじられるようにふるまえるか悩んでいたが、これだけ悪い印象を持つことができればおのずと敵意はあらわになるだろう。

（うん、これなら大丈夫。絶対に嫌われてみせるから）

　妙なことに自信を持ちながら、内裏に入って三日間が過ぎたころだった。

　料りよう紙しの上で筆を動かしていた塔子は、とつぜん文ふ机づくえに手をついて立ちあがった。

　驚く女房たちを横に、文字どおり彼女達を見下ろしつつ塔子は言った。

「梅うめ壺つぼにおうかがいするわ。使いを出して」

「は？」

　女房達は耳を疑う表情をする。梅壺といえば亡くなった塔子の異い母ぼ姉しが賜っていた殿でん舎しやである。

「あの、どなたをお訪ねに………」

「五ごの宮みや様よ。私には一応甥おいにあたるお方だから、ご機き嫌げんうかがいに行きたいの」

　梅壺女御うめつぼのにようごが産んだ唯ゆい一いつの御み子こである五の宮は、たしか九歳になったと聞いている。

「ああ………」

　一度納得したあと、年配の女房は遠えん慮りよがちにささやいた。

「尚侍ないしのかみのお心遣いは分かりますが、現状で五の宮様にかかわることは、東宮様のご機嫌を損そこねることにつながりかねないかと───」

　思いがけない進しん言げんだったが、言われてみればなるほどと思う。

　東宮と五の宮は、後こう継けいを争って対立する立場にあった。そして東宮が勝利したいま、五の宮に近づくことは、今後の後宮での立場を考えれば得とく策さくではないというわけだ。

　納得する塔子の前で、女房はさらに遠慮がちにつづける。

「まして尚侍は一年後の入じゆ内だいが決まっておられますし」

　要するにそんなことをすれば、入内する前から疎うとんじられてしまうというわけだ。

　これまでいくらせっつかれても、なかなか妃きさきを迎えようとしなかった東宮である。

　五の宮の立りつ太たい子しがほぼ不可能となったいま、失しつ脚きやくした左さ大だい臣じんを父に持つとはいえ、元斎さい王おうという立場の塔子が皇み子こを産めば間違いなく次の東宮となる。

　まさに降ってわいたような幸運で、たいていの女性ならなにがなんでも東宮の寵ちようを得えようとするところだろう。その状況でいくら親しん戚せきにあたるからといって、政せい敵てきのご機嫌伺いに行くなど愚ぐの骨こつ頂ちようである。

　しかし塔子は東宮から嫌われたいわけだから、事情がまったく違ってくる。それどころか東宮の機嫌を損ねられるというのなら、まさに願ったり叶かなったりなのだ。

（そうか、そういう方法もあったわ！）

　五の宮に会いたいという目的は別のところにあったのだが、それこそ瓢ひよう簞たんから駒こま、あるいは一いつ兎とを追って二に兎とを得るとでもいうのか。

　がぜん塔子は燃えたが、それを正直に告つげるわけにはいかない。

　つとめて口調をやわらかくし、いかにも申しわけなさげに告げる。

「ありがとう、心配してくれて。だけど幸いなことに、いま東宮様はここにいらっしゃらないわ。五の宮様のご様子をお伺いするには、この機を逃のがしてはないと思うのよ」

「ですが………」

「九歳の宮様が母上だけではなく、頼りにしていたお祖じ父い様までも亡なくされて、どれほど心細く思われておられるか、想像するだけで胸が痛むの。叔お母ばである私が行って少しでもお慰なぐさめしたいと思っているのよ」

　目じりをぬぐいながら塔子は語るが、とうぜん噓うそ泣なきである。

　大人の政せい争そうに巻きこまれた九歳の子供はもちろん可か哀わい想そうだし、いまどうしているのかは気になる。だからといって名ばかりの叔母である自分が行ったところで、慰めになるとは思えない。なにより五の宮を支えるのは塔子ではなく父親である帝の役目である。帝ならば間違いなく、塔子より確実に実子の五の宮を守ることができる。

「お願い、少しだけご機嫌伺いに行かせて。姉の形見を分けてもらいにいったとでも言えば、たとえ東宮様のお耳に入っても大きな問題にはならないと思うの」

　すがるような塔子の物言いに、女房はあきらめ顔でうなずいた。

　人情を持ち出されては、たいていの者は強固に反対できない。人の情を逆手にとったようで少々良心がとがめたが、ごめんなさいと心の中で手をあわせる。

　使いを出して、そそくさと身み支じ度たくをする。名目上とはいえ尚しよう侍じとして出仕する形を取っているため、唐衣裳を着ていないときも略りやく礼れい装そうの小こ袿うちぎを着ているので、いまさらたいした準備ではない。

　半刻ほどして使いが了承の返事を得て戻ってきたので、塔子は女房を一人だけ伴ともなって渡わた殿どのに出た。たとえ皇こう族ぞくでも尚侍という女によ官かんの立場だから、ぞろぞろとお付きの女房を伴うわけにもいかない。その点では女によ王おうや斎王でいたときより気楽である。

　宣せん耀よう殿でんから梅壺の間は、常じよう寧ねい殿でんや弘こ徽き殿でん等の殿でん舎しやを挟はさんでけっこうな距離がある。美しいがやたらと重い、重かさね袿うちぎ姿で歩くのはなかなかの重労働だ。

　紅と黄の莟つぼみ菊ぎく襲かさねの小こ袿うちぎを、肩で押しあげながら梅壺に向かう。

　くさい芝しば居いをしてまで五の宮を訪ねる本当の目的は、呪じゆ詛そ事件の真しん相そうを探るためだ。

　父と姉が犯人とされた理由は、呪詛人形を包つつんであった紋もん様よう入いりの布だったという。

　姉も所しよ有ゆうしていたというその布は、どんな管理状態にあったのか？　簡単に他人の手に渡りうる状況だったのか？　まずそれを探りたい。

　九歳の五の宮からどの程度聞き出せるかは分からないが、当時の人の出入りなどを女房たちから聞き出せるかもしれない。はたしていまの梅壺にどれだけの人間が残っているかは不明だが、五の宮がいるかぎり彼の乳う母ばや乳ち兄きよう弟だいぐらいはいるだろう。なにしろ高こう貴きな御お方かたにとって、乳母や乳兄弟は実の母や兄弟以上に親しん密みつな存在らしいのだから。

　塔子の第一の目的は、首しゆ尾びよく東宮に疎まれて熊くま野のに戻ることだ。

　しかし暁あかつきと近この衛え大のだい将しようの話を聞いてからは、父と姉が本当に呪詛をしたのかどうかがやはり気になった。

　そもそも朝ちよう廷ていが今回の流行病はやりやまいを、二人の祟りとしたこと自体が疑問ではないのか？

　祟たたりという意識は祟られる側にやましさがあるから成立するのであって、そうでなければただの天てん災さいだ。亡くなった側にあきらかに非ひがあるのなら、祟られるという発想は成立しない。つまり呪詛が本当に行われたのなら、祟りとはいえない。今回の疫病が天災ではなく祟りとされたというのは、朝廷の誰かにやましさがあったからではないのか？

「おや、いらっしゃいましたね」

　蔀しとみ戸どをくぐって廂ひさしにあがったとき、聞き覚えのある声がした。

　そこには塔子が想像もしなかった先客がいた。

　近衛大将だった。こちらは男性の略りやく礼れい装そうである衣い冠かん姿すがたである。先日会ったときとは対照的な、目にもあでやかな赤の袍ほうをまとっている。前回は御み簾す越ごしだったが、こうして目まの当あたりにすると艶つややかな容姿がより際きわ立だつ。

「大将様、どうして？」

「珍しい菓子が手に入りましたので、五の宮様にお分けしようかと」

　巻きあげられた御簾の内には漆うるし塗ぬりの高たか坏つきがあり、唐とう菓が子しが盛られていた。その向こうで茵しとねに座った少年が目を輝かがやかせている。五の宮であることは間違いないが、想像していたよりずっと明るい表情に、塔子は少し驚いた。

「はじめまして、尚侍」

　鈴を振るような軽やかな声に、塔子は不意打ちを食らったように立ち尽くす。

「どうぞ、お座りください」

　見かねた女房が茵しとねを勧すすめる。

　言われるままに塔子は、大将と並ぶ形で用意された茵に腰をおろした。

「お目にかかれて光栄です、宮様」

　挨あい拶さつの口こう上じようを述のべながら、扇おうぎで半分顔をおおい塔子は五の宮のようすを観察した。薄うす木とく賊さの直のう衣しを着けた少年は、九歳という年齢より少し幼く見える。母である梅壺女御の顔は知らないが、息子むすこである宮は人形のように可か愛わいらしい少年だった。菓子に目を輝かせ、初対面の叔母に屈くつ託たくなく挨拶をする姿からは、母と後うしろ盾だてである祖そ父ふを失った親しん王のうの悲ひ哀あいは感じられない。
















（というより、状況を考えれば無む邪じや気きすぎない？）

　年齢を考えればこんなものなのだろうか？　まあ、これなら慰めたり励ましたりする必要はなさそうだ。最初からそんなつもりで来たわけではないが、それでも少年の明るい表情にほっとはする。

「そうやっておいでだと、なんだか叔母上というよりご姉きよう弟だいのようですね」

　大将の声に、にわかに塔子は緊張感を取り戻した。

　なにをぼんやりとしているのだ。この状況でいちばん驚くべきことは、五の宮の明るさより近衛大将がいることではないか。子供に唐菓子を持ってくるなど、あからさまなご機嫌伺いだ。摂せつ関かん家け子し息そくである彼が、なぜ失しつ脚きやくした宮の機嫌取りをする必要があるのか、普通に考えれば理由が思いつかない。

（まさか、純粋に善ぜん意いなの？）

　よく考えたら失しつ敬けい極まりない発想だが、他に理由が思いあたらず、塔子は本気で首を傾かしげた。政敵だからといって別に悪人だとは限らない。そもそも摂関家の子息とはいえ、三男坊ともなれば、それほど大きな野心は抱いていないのかもしれない。

　しかしそうなると先日彼が河か陽やまで足を運んだ理由も、純粋に善意ということになるのだろうか？

　───東宮様にけして心をお許しにならなければ。

　父を失脚させた（かもしれない）相手に嫁かさなければならない塔子を不ふ憫びんに思って、あるいは正義感から、わざわざ河陽まで忠告にきたとんでもないお節せつ介かい焼きということだろうか？　人ひとり分の距離を隔へだてて座る貴き公こう子しのすました横顔からは、とてもそんな人間的な臭においはしてこないのだが。

「ところで尚侍」

　身を乗り出すようにして五の宮が呼びかけた。

「はい？」

「里が熊野だと聞いたのですが、帰京なさるときに立ち寄らなかったのですか？」

　想像もしない問いに、塔子は返答につまる。

　実は伊い勢せと熊野はわりと近い。行こう路ろにもよるが、おおよそ五日から七日くらいの道みち程のりで、都から伊勢に五泊六日の行程で向かう斎さい王おう群ぐん行こうとそう変わらない。しかしいったん熊野に入ってしまうと、都まではとんでもなく遠くなる。熊野三千六百峰ほうと呼ばれるほど深い山々が連つらなるためだ。帰京のついでにちょっと足を、というわけにはいかない場所なのだ。

「いえ、そんなことをしたら都に入るのが遅れてしまいますから」

　塔子は語ご尾びを濁にごした。本音を言えば都などに戻りたくはなかったし、難波なにわ津づでの禊みそぎを終えたら、そのまま熊野に帰るつもりでいた。結果的に河陽で一カ月以上足止めされたから、熊野に寄るより帰京までの時間を要ようしたのだが。

（あんなことになるのなら、いったん熊野に戻してくれてもよかったのに）

　まったくお役所の仕事ってこれだから………などと腹の中で例のごとく罵ば倒とうしていると、小さなため息が聞こえた。

「そうですか………」

　あからさまに肩を落とした五の宮に、塔子は訝いぶかしげな顔をする。自分が熊野に戻れなかったことに、なぜ五の宮がこれほど気落ちしたそぶりをみせるのだろう。

「あの、なにかありましたか？」

　塔子の問いに、五の宮は恐きよう縮しゆくしたように肩をすぼめる。

「ごめんなさい。実は僕の乳う母ばが熊野にいるはずなので、つい懐なつかしくなって………」

「宮様の乳母殿は、内だい裏りにおいでではないのですか？」

　塔子の驚きはもっともなものだった。上流階級の子供と乳母の結びつきは強く、乳離れをしたあとも養よう育いくにかかわることが一般的だからだ。乳ち兄きよう弟だいともども仕つかえ、格別の絆きずなで結ばれていることも多い。元げん服ぷく前の幼い親王の乳母が退出しているとは、よほどの事情があったとしか思えない。

「うん、出ていってしまって───」

　それきり五の宮は語尾を濁にごした。身内に不幸でもあったのだろうか？　穢けがれを極端に厭いとう内裏では、いちばんもっともらしい理由だ。だとしたら口ごもったりせず、はっきり答えてよさそうなものではあるが……。

（なんだろう、なにか特別な事情でもあるのかしら？）

　ちらりと大将のほうを見るが、彼もなにか言ってくる気配はない。しかし気まずげな横顔は、なんらかの事情を知っているようにも見える。

　そこで塔子は、ふと思いつく。ひょっとして沈みかけた船から逃げるように、立場の弱くなった五の宮のもとを立ち去ったのではあるまいか？

（でも五の宮様は、乳母をまだ懐かしがってはいるのよね？）

　母親を亡くしたばかりの幼子のそばから離れるような薄はく情じような乳母を、そこまで慕したうものだろうか？

　いずれにしろこの場でこれ以上追及しても無駄だろう、そう考えた塔子は質問を少し変えることにした。

「乳母殿は熊野のどちらあたりにお住まいなのですか？」

「七しち里り御み浜はま沿いの村と言っていたけど、知っている？」

　話題が転じたことに安心したのか、五の宮は潑はつ剌らつと答えた。隣で話を聞いていた大将が露ろ骨こつにほっとした顔をする。正直意外な反応だった。

「有あり馬ま村むらでしょうか？　花はなの窟いわやがある」

「花の窟？」

「イザナミ神ノカミの墓ぼ所しよとされる岩です。火の神カグツチ命ノミコトも葬ほうむられているとされています」

　女め神がみイザナミは、火の神カグツチを産み落とすさいの火傷やけどがもとで亡くなった。

　妻の死を嘆なげいた夫イザナギは、怒りのあまりわが子カグツチの首をはねてしまう。花の窟はその二神が葬られたとされる場所である。

　塔子の説明に大将が首を傾げる。

「あれ、イザナミ神ノカミが葬られたのは出雲いずもの比ひ婆ば山やまではありませんか？」

「確かに古こ事じ記きではそうなっています。ですから黄泉比良坂よもつひらさかも出雲にあるとされており、出雲が死後の世界『根ねの堅かた州す国くに』と称されるのはそのためです。ですが日に本ほん書しよ紀きでは熊野に葬られたとなっていますし、古事記でもオオクニヌシ神ノカミは紀きの国くにから冥めい府ふに向かって黄よ泉み下くだりをしています。熊野と出雲の両地がともに『根の堅州国』とされるのはそのためなのです」

「同じ話なのに、そんなふうに違っているの？」

　五の宮の単純な問いに塔子はこくりとうなずいた。

「記き紀き（古事記と日本書記）を読み比べてみると、そういう件くだりはあんがい多いんですよ。たとえば有名な『黄泉比良坂』の件は古事記だけの話で、三さん貴き子しも日本書紀ではイザナギ神ノカミとイザナミ神ノカミの夫婦神の間に産まれた神となっています」

　そして古事記の中ではアマテラス、ツクヨミ、スサノオの三貴子は、黄泉の国から逃げ戻ってきたイザナギが、海で禊を行ったさいに産まれた子供とされている。

「ならば古事記の三貴子は、イザナギ神ノカミの子供であってもイザナミ神ノカミの子供ではないことになりますね」

　塔子の説明に、大将はいま気がついたというように言った。

「まあ、そうなりますね」

「ですが古事記でもスサノオ命ノミコトは、黄泉の国にいる母に会いたいと駄だ々だをこね、狼ろう藉ぜきのかぎりを尽くし、あげくアマテラス大オオ御ミ神カミの怒りに触ふれて高たか天まが原はらを追放されましたよね」

　有名な天あまの岩いわ戸との件くだりである。大将の指摘は実は塔子も疑問に思っていたのだが、いまのところ明めい確かくな回答は得られていない。

「そのあたりがスサノオ命ノミコトという、荒あらぶる、ましつたろがわわぬぬ神の特性を表しているのでは？」

「そもそもスサノオ命ノミコトは、イザナミ神ノカミが自分の母親ではないと知っていたの？」

　口をはさんだのは五の宮だった。やりとりをかわしていた塔子と大将は同時に五の宮のほうを見る。身を乗りだすようにしてこちらを見つめる九つの宮は、先ほどとは別人のように冷さめた目をしていた。

「………宮様？」

　同じことを思ったのか、大将が訝しげに呼びかける。

　しかし五の宮は返事をせず、答えを求めるというより、まるで追及でもするようにまじまじと塔子を見つめてくる。その眼まな差ざしは激しいというより、影とでも形けい容ようしたほうがふさわしい暗さをたたえていた。

　無意識のうちに塔子は肩に力を入れていた。

（な、なにを緊張しているのよ、相手は九つの子供よ！）

　自分を叱しつ咤たし、居住まいを正す。

「それではスサノオ命ノミコトは、なぜ母を恋こい慕したったのでしょう？」

　塔子の問いに、五の宮も大将もきょとんとする。子が母を恋い慕うことは普通のことなので、なぜと問われても答えようがなかったのだろう。

　二人の訝しげな視線を受けて、塔子は発言の意図を説明する。

「会ったこともない、それゆえに優しくされた記き憶おくもない女神を、なぜ泣きわめくほどに恋しいと思ったのかが、私にはどうしても分からないのです。たとえばイザナギ神ノカミとイザナミ神ノカミの最初の子供であったヒルコとアワシマは、不完全な身体を理由に二神から捨てられています。この子供たちが母を恋い慕って泣くようなことははたしてあったのでしょうか？　私はなかったと思っています。捨てられた自分の身を憐あわれんで泣いても、自分を捨てた母を恋い慕うなどありえない」

　思いがけずすらすらと、意識もしていなかった言葉が口をつく。ヒルコとアワシマを語る言葉は、なんだか父に対する自分の感情を表しているようだと思った。

（ということは、私はスサノオ命ノミコトではなく、ヒルコでアワシマなのね）

　言葉ほど自じ嘲ちよう的てきな気持ちにならなかったのは、自分はまちがいなく母の愛情を受けていたことを実感していたからだ。祖父や貴たか哉なりがいれば父に会いたいと願うこともなかった。

「その点スサノオ命ノミコトは母という存在そのものを最初から知らないから、イザナミ神ノカミを母という単語だけであれほど恋い慕って泣くことができたのではないのでしょうか？」

　五の宮に告げるふうを装よそおいながら、塔子は自分に言い聞かせていた。

　確かに自分は捨てられたヒルコやアワシマかもしれないが、スサノオ命ノミコトのようにいない親を想って泣いたりなどけしてしなかった。それは間違いなく事実だが、同時に塔子が自分をなだめる術すべでもあった。

　───自分を認めなかった父を、私も想ったりなどしない。

　九つの子供に理解できるかどうかと問われれば、非常に微び妙みような答えだっただろう。

　あんのじょう訳の分からぬ表情をする五の宮に、補ほ足そくするように塔子は告げた。

「スサノオ命ノミコトは実の母を恋い慕っていたわけではなく、母という名めい目もくの存在を欲ほつしていただけではないのでしょうか？」

「そんなっ───」

　五の宮は言葉をつまらせた。頰ほおを紅こう潮ちようさせた表情は、最初に会ったときの無邪気なものとも、先ほどまでの冷めたものとも違っていた。

　五の宮はあきらかに憤ふん慨がいして叫んだ。

「本当の母上でもないのに会いたいと願うなんて、ありえないよ！」

　剣けん幕まくに塔子と大将は軽く動じた。爆はぜるように露あらわにした感情の始末がつけられなかったのか、五の宮はふっくらした唇くちびるをきゅっと引き結んだ。華きや奢しやな肩が小刻みに震え、表情はいまにも泣きだしそうだ。

　塔子は五の宮が母親を亡くしたばかりの子供であることをいまさら痛つう感かんし、これ以上刺激しないように口調をやわらげた。

「宮様のおっしゃるとおりですね。きっとスサノオ命ノミコトは、本当のお母様が欲しかったのですよ」

　五の宮は虚きよをつかれたような表情をした。泣くのを堪こらえているのか、あるいは時じ宜ぎを損そこねてしまったのか、涙の乾いた眼まなこが赤い。きっとこの少年は、黄泉の国にまで行って母に会いたいと望んでいるのだろうと塔子は思った。

（せめて乳母がいてあげれば、少しは救われただろうに───）

　なんともやるせない気持ちでいると、気まずげな空気を払ふつ拭しよくするつもりだったのかやけに明るい声で大将が言った。

「宮様、いっそ乳母に会いに熊野においでになられたらいかがですか？　熊野詣もうでに参られる皇こう族ぞく方や公く卿ぎようたちはわりといますから」

　五の宮は意外な顔をしたが、塔子は目から鱗うろこが落ちたような気持ちになった。

（そうか、その手があったんだ！）

　思いつくなり塔子は床に指をつき、身を乗り出すようにして告げた。

「ぜひそうなさいまし。そのときは私が有馬村まで案内してさしあげますから、どうぞ共にお連れください」

　人の不幸を利用するようで気はとがめるが、背に腹は代えられない。逃げ出す以外に熊野に戻る方法はもはやこれしかない。いっぽう五の宮は、あまりの塔子の剣幕に目を白黒させている。隣の大将も似たような反応である。

　やがて五の宮は力なく首を横に振り、消え入るような声で告げた。

「そんなことをしたら僕ではなく尚侍、あなたが東宮様のご不ふ興きようを買ってしまうよ」

　それこそ願ったりかなったりとばかりに、塔子ではなく大将が意気込んだ。

「そのようなこと、気にかける必要はいっさいございませんよ！」

　塔子はかなり興きよう冷ざめした。確かに自分もまったく同じ気持ちだが、他ひ人との口から言われるとさすがに閉へい口こうする。というか他人に迷惑をかけることを気にしなくていいなどと、しかも本人の目の前で言うなんてそうとう失礼だ。

　得にもならないのにわざわざ河か陽やくんだりまで忠ちゆう告こくに訪れたり、五の宮のご機嫌伺いに来たり、やっていることだけをあげればお人よしと言ってもよいほどなのに、なにゆえこう素直に受け入れることができないのか。どうしても腹に一いち物もつあるように感じてしまう。

（この気き障ざな容姿のせいかしらね───）

　同じ美男子でも暁や貴哉と違って、なんとなく油ゆ断だんならぬものを感じてしまう。

　はつらつとしたふるまいと物もの怖おじしない言げん動どうから、薫くん風ぷうのような爽さわやかさをただよわせる暁。対して優しげな面おも差ざしと振る舞い、知的な言動から神しん秘ぴ的てきな雰囲気をかもしだす貴哉。彼らに優まさるとも劣おとらぬ美男子ではあるが、大将の美び貌ぼうはあまりにも洗せん練れんされすぎて、なにか作り物めいたものを感じてしまう。

（そうか、本音が見えないからか───）

　塔子は自分の中に石のようにどんっとある違和感の正体に気がついた。

　大将がどんな表情を見せても仮面のように見えてしまうのだ。客きやつ観かん的てきにはなんの根こん拠きよもない偏へん見けんに違いないが。

　とはいえ熊野に帰れる機会をみすみす逃のがす手はない。それに九つの宮が、自分の立場を慮おもんばかってくれたことに感心もしていた。

「宮様、私のことはお気になさらず。どうぞご自分の熊野に行きたいという思いをご優先なさいませ」

　もともとは自分のために思いついた熊野詣でだったが、いまでは五の宮のためにという気持ちも半分くらいあった。臆おく病びよう風かぜを吹かせていつまでも帰京しない東宮より、この少年のほうがよほど日ひ嗣つぎの皇み子こにふさわしいのではないのだろうか？

「だけど僕は一応服ふく喪も中ちゆうだから………」

　身内に不幸が起きた場合、おおむねにして神仏の場からは避さけられる。実母と祖父を亡くしたばかりの自分が参さん詣けいなど、もってのほかというのが五の宮の言い分なのだ。

「大丈夫です！　熊野の神は浄じよう、不浄を問わないたいへん心の広い神様ですから」

　今日の中でいちばん自信を持って塔子は答えた。

　貴き賤せんを問わず、月の障さわりのさなかの女性でも参さん詣けいを許される場所が熊野だ。同じ紀の国の霊れい場じよう高こう野や山さんが、徹てつ底ていした（高野山が女性に開かれたのは明めい治じ以い降こう）女によ人にん禁きん制せいを貫つらぬいているのとはずいぶん対照的である。

「確かに有名な話ですね。どうです、宮様。土地に明るい尚侍様がついておいでだというのですし、なにも心配なさることはありませんよ」

　上機嫌で詣でを勧すすめる大将だが、実は塔子はかなりいらついていた。

　確かに気にすることはないと自分でも言ったが、少なくとも五の宮を誘う前に、塔子の本音を確認するのが筋というものだろう。父親だから、左大臣だから、親しん王のうだから、そんな塔子にはどうでもよい理由で、頭ごなしに斎さい王おう就しゆう任にんを申しつけてきた父に通じる不快さだった。

「もちろん東宮様が帰京なさってから、許可を受けたうえでのお話ですけれど」

　腹立ち紛まぎれの塔子の言葉に、大将は不意打ちを食らったような表情をした。

　顔を見たこともない相手でも、塔子が仕える相手は東宮である。一時的とはいえ退出を願うのなら、東宮にお伺いを立てなくてはならない。しかしその東宮が帰京しないので、塔子はにっちもさっちもいかない状況におかれている。

　遠回しの拒否ともいえる発言はもちろん大将への嫌いや味みだが、本音として宿下がりをしたいという思いはもちろんある。

「どうぞ心配なさらないでください。その間に私、熊野にいる叔お父じに文ふみを書いて乳母殿の近況を尋ねてみますわ。無む論ろん東宮様が内裏にお戻りになられたら、私、すぐにお頼みします。ええ、きっと近々に戻っておいでに決まっていますわ。なにしろ新にい嘗なめ祭さいまであと二カ月もないのですから、さすがに東宮様もこの一大行事まで誰かに代行させることは考えていらっしゃらないでしょう」

　疫病を恐れていつまでも都をあけている東宮への嫌味とも取れる言葉である。

　興きようをそがれた表情をする大将を無視して、塔子は五の宮に告げる。

「東宮様に許可を取りましたら、私から宮様にご連絡いたします。大丈夫、そう待つことはないはずです。よもや東宮様ともあろうお方が、疫病の危険のない冬にまで吉よし野ので用心なさることなどありませんでしょうから」

　今度こそあからさまな嫌みに、さすがに大将もあ然とする。

　いっぽう年少の五の宮には通じなかったらしく、彼は寂しげに首を横に振った。

「ありがとう、尚侍。でも僕は行けないんです」

　きょとんとする塔子に、さらに五の宮はつづける。

「僕がいつか熊野に行くって言ったら、濱はま路じ………乳母は、ちゃんと勉強をして立りつ派ぱな大人になるまで来ちゃ駄目だって言ったんです」

　返す言葉に詰まり、塔子は黙りこんだ。

　勉学に勤いそしみ、立派な大人になるように諭さとすのは一般的だろう。しかしそれまで会いに来てはならないというのは、少々厳しい言葉ではないだろうか。

　はたして躾しつけなのか、それともやんわりとした牽けん制せいなのか───落ちぶれた立場の皇おう子じになど会いにこられても困る、という───乳母の意図が分からず、しかたなく塔子は無ぶ難なんな言葉で場をごまかす。

「それでは私が熊野に行ったとき、乳母殿に宮様は立派に勉学に励んでおられると伝えてきてさしあげますわ」

　口調を明るくして言うと、五の宮はちょっと困った表情をする。

　首を傾げていると、とつぜん大将が声をあげて笑いだした。

「おお、これは大変ですな宮様。先ほど飽あきて漢かん籍せきを途中で放り出したところだとおっしゃっておられましたのに」
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　それからいくらもしないうちに、塔とう子こは大たい将しようと共に退席した。

　なりゆき上、なんとなく二人並んで簀すの子こを歩く。高こう欄らんの先に見える庭には、桔き梗きようや紫し苑おん、撫なでし子こ等の秋の花が咲きみだれていた。重かさね袿うちぎと打うち袴ばかまの裾すそを引きながら進んでいると、不意に大将がつぶやいた。

「実は五ごの宮みや様の乳う母ばは、梅うめ壺つぼの女によう御ご様に暇ひまを出されたのですよ」

　塔子は足を止め、軽く眉まゆを寄せて大将を見上げる。

　大将はいたわしい、とでもいうように緩く首を横に振った。

「二年ほど前だったと思います。詳細は分かりませんが、なんらかのご不ふ興きようを買ったもようです。傍はた目めには乳母の鏡といってもよいほど忠ちゆう義ぎな女性だったのですがね」

　大将は梅壺女御のお気に入りで出入りも頻ひん繁ぱんだったというのだから、本当のところなのだろう。

　塔子は乳母を懐なつかしがる五の宮の切なげな瞳ひとみを思い起こした。

　なるほど、そのような理由だったのか。

　確かに実母が乳母に嫉しつ妬として、わが子を取り戻そうとやっきになる話は聞いたことがある。しかしわが子にとって最大の忠ちゆう義ぎ者ものを追放するとは、いったいその乳母はなにをやらかして女御の逆げき鱗りんに触ふれたのだろうか。

　同じ年ごろの童わらわもいなかったから、乳ち兄きよう弟だいもいっしょに追われたのだろう。梅壺の室しつ礼らいはさすがに宮きゆう中ちゆうだけあってきちんと整理はされていたが、閑かん散さんとした印象はぬぐえなかった。

　まあ、そこだけをいえば塔子とて同じようなものだが、いかんせんもともとが身の回りのことは自分でやる育ちだ。女房にぞろぞろ居られてもうっとうしいだけだからかえって助かってはいる。しかし宮中で生まれ、宮中で育ち、いまだ九つの五の宮はそういうわけにもいかないだろう。

「お可か哀わい想そうに、きっと寂しい思いをなさっているのでしょうね」

　思わず漏もらすと、大将はわが意を得えたとばかりにうなずいた。

「ええ、実にお気の毒な話です。尚侍ないしのかみ、こうなったら是ぜが非ひでも五の宮を熊くま野のにお連れしてください。もちろん必要な人ひと手でや馬は私が援助しますから」

「は？」

「万が一東とう宮ぐう様が反対でもなさったときは、私のほうから直接主上おかみに奏そう上じようしてさしあげますよ」

　そこで大将は扇おうぎを口元に寄せ、声をひそめるようにして言った。

「どのみち尚侍にとって東宮様は因いん縁ねん浅からぬ人物。いまさら御ご機き嫌げんを損そこねたところでなんの問題もありますまい」

「───確かに嫌われるだけですむのなら、問題はありませんね」

　少々皮ひ肉にくめいた口調で返答すると、塔子は上目遣いに大将を見た。

　東宮に疎うとまれることは恐れていない。しかし単純に疎まれるのと、非ひ礼れいを働くのとでは意味が違う。非礼は過ぎれば懲ちよう罰ばつを受ける可能性があるというのに、大将の物言いにはそのあたりへの配はい慮りよがまったく感じられない。

　しかし大将は塔子の皮肉な物言いにめげもせず、一本取られたとばかりにひょいと肩をすくめた。

「尚侍は、東宮が自ら失しつ脚きやくさせた政せい敵てきの娘を入じゆ内だいさせるなど、なぜそのように酔すい狂きような真ま似ねをされたとお思いですか？」

「え、それは怨おん霊りようを鎮しずめるため………」

「そうです。ですから朝ちよう廷ていがあなた様を罰ばつするなどできませんよ。たとえ東宮が怨霊など信じない人間でも世間が許しませんから」

　堂々と大将は言ってのけたが、塔子はある一言に引っかかった。

「怨霊を信じていない？」

　塔子の問いに、大将は口元から扇を離した。

　こちらに向けているのは微び笑しようなのに、口元がわずかに歪ゆがんで見えた。

「ええ、東宮はたいへん肝きもの据すわった方ですから」

　なんとなく納得した。でなければ皇こう族ぞくや有力貴族からの妃きさきを取らず、後うしろ盾だても作らないまま二十一歳にして独ひとり身みという奇き矯きよう（？）な態度を貫つらぬけるはずがない。しかしその評価と、疫えき病びようを恐れていつまでも吉よし野のから戻ってこないというありさまはかなり矛む盾じゆんする。

（東宮って、本当に病が怖こわくて吉野にこもっているのかしら？）

　ふと疑問に思ったが、話したこともない相手の真意を想像するなど不可能だ。

　塔子は東宮についての思考を中断したところで、渡わた殿どのからふたたび殿でん舎しやに入った。

「では、私はここで」

　愛あい想そよく言うと、大将は少し先の階きざはしを下りていった。自じ邸ていに帰るのか、あるいは任にん官かん先である近この衛え府ふに戻るのかもしれない。白はく砂さを敷きつめた庭で次第に小さくなってゆく彼の後ろ姿を見送ったあと、塔子は宣せん耀よう殿でんに向かってふたたび足を進めた。

　さわさわと髪をなぶる秋風にまじり、金きん木もく犀せいの香りがただよってきた。

　塔子は鼻をくんとさせ、高欄の向こうの庭を見た。

「どこに咲いているのかしら？」

　類るいのない甘やかな香りに、塔子は橙だいだいの花を咲かせる樹じゆ木もくを探す。

　きょろきょろとあたりを見回している最中、塔子はふとひらめいた考えに思わず手すりを握りしめた。

　梅壺で五の宮と話をしていたとき、なにかしっくりしないと感じていた。

　その理由を、たったいま思いついたのだ。

　五の宮は二年前に退出した乳母をあれだけ恋こい慕したっていたにもかかわらず、二カ月余前に亡くなった母には言げん及きゆうすらしていない。

（そんなことって、あるの？）

　現実にあったわけだが、九つの子の母に対する態度としてはあきらかに不自然だ。

　母を亡くしたことで、生きているがそばにいない乳母がなおさら恋しいというのなら分かるが、あのときの五の宮はそんなようすではなかった。まるで母親など最初から存在しないもののようにふるまっていた。いくら出身が同じ熊野だからといって、塔子は母親の異い母ぼ妹まいなのだ。話題にするのならそちらが先ではないか。

　それをしなかったのは、五の宮が実母である梅壺女御に関心がないからなのでは──。

　塔子は身体からだを反転させ、自分が通ってきた渡殿から梅壺へとつづく簀子を見た。

「なにを考えているの、あの子………」
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　局つぼねに戻った塔とう子こは、料りよう紙しを収めた文ふ箱ばこを開いた。

　暁あかつきを呼び出すため、文ふみを書くつもりだった。わざわざ来てもらわなくとも文に内容を書けばよいのかもしれないが、誰かに見られでもしたら厄やつ介かいだ。

（それに、久しぶりに会いたいし）

　何気なく思ったあと、はっとわれに返る。

「つ、ついでよ。だ、だって人に知られたら面めん倒どうじゃない」

　一人で勝手に言いわけをしつつ、あたふたとして薄うす様ようを取り出した。

　桜色、淡うす山やま吹ぶき、藤ふじ色いろ等々の色があったが、どれもこれも大おお袈げ裟さすぎるように思えて普通に白いものを選んでしまった。

　あまり早い時間に呼んでは仕事の都合もあるだろう。今日はもう局から出る予定はないから、向こうの都合がつく時間に来てもらうように認したためた。

　書きあげた文を白紙に包つつみ、左さ衛え門もん府ふに持っていくように告つげると、なにごとかと思ったのか、女によう房ぼうは物言いたげな表情をする。塔子が気づかないふりをしていると、諦あきらめたのか簀すの子この向こうに消えていった。

　彼女の姿を見送ってから、塔子はうんざりとして息をついた。

　言いわけとか待つ時間とか、本当に宮中はいろいろ煩わずらわしい。

「場所が分かっているんだから、直接行ったほうが手っ取り早いのになあ………」

　さすがに尚しよう侍じの地位にあってそれができないことは承知している。

「少しよう尉じよう、何時ごろ来られるかなあ？」

　人を待つ時間は長くてもどかしい。御み簾す越ごしに目をやると、庭は西日で橙だいだいに染められていた。日の入りまでもういくらもないだろう。単純な文でそれほど時間を要ようしたつもりはなかったのだが、秋の日は釣つる瓶べ落おとしとはよく言ったものである。

　脇きよう息そくにもたれてしばしぼんやりしていた塔子だったが、やがて簀子の向こうで灯とう籠ろうに火が点ともされはじめると、われに返って飛びあがる。

「いけない！　こんなことをしている場合じゃなかった」

　あわてて脇息から離れ、文机の前に座り直す。開いたままの文箱からふたたび薄様を取り出し左手に持つ。そこで手元がすっかり暗くなっていることに気づいて、切きり燈とう台だいを見やったとき、手て燭しよくを持った女房が入ってきて火を点していった。

　ゆらゆらとうごめく光が、文机に広げた薄様を橙色に照らし出した。

　時じ候こうの挨あい拶さつを認したためたあと、塔子は筆を握った手に顎あごをのせて思案する。

　貴たか哉なりに五ごの宮みやの乳う母ばの件を調べてもらうように依い頼らいする。ただそれだけのことを書くのに、いろいろと思おも惑わくが入り混じってうまくまとまらない。

「う～～どう説明しよう」

　ついに塔子は筆を放り出し、頭を抱かかえこんだ。

　五の宮の態度がまったく理解できない。もちろん親子の在あり方かたはそれぞれだし、ましてやんごとない身分の方々は人とは違う価値観を持っているのかもしれない。

「そっか、身分ではなくお育ちか──」

　塔子は自分でつっこんだ。身分だけなら自分もそれなりに高いが、実の母の死を悲しむよりも、遠方にいる乳母を懐なつかしがるなど考えられない。

　育ちが違うと身内に対する愛情も違うのだろうか？　こちらの意志などきれいに無視して、自分の都合だけで斎さい王おう就しゆう任にんを命めいじた父にそんなことを思う。確かに自分の父に対する思い、父の自分に対する態度を考えれば、五の宮の母女によう御ごに対する態度もありうるのかもしれないが。

（でも五の宮様は、産まれてからずっと母親と一緒にいたわけだし）

　援えん助じよどころか会いにすら来なかった自分の父と比べることは、少々無理がある。

　塔子は母を亡くしたとき号ごう泣きゆうした。貴哉がいたことで慰なぐさめられはしたが、母を懐かしまないということはけしてなかったのだから──。

　髪をかきむしりながらなんとか文面をまとめあげたのは、戌いぬの刻こくもそろそろ終わろうというころだった。もう少し早く仕上がったのなら今日のうちに使いを出すこともできたが、この時間ではどうあっても明日の朝になってしまう。

「あ～～疲れた」

　人ひと目めがないのをいいことに、塔子は板いた敷じきの床に仰あお向むけに寝ね転ころんだ。

　御み簾すや几き帳ちようの向こうで控ひかえていた女房たちもすでに退出させている。御み帳ちよう台だいはとうに準備されていたが、もう少し起きているからと言って彼女たちを下がらせていた。

　しんっと静まり返った室内に、燈台の芯しんがちりちりと焦げる音が聞こえる。

「少尉、今日は来ないのかな………」

　亥いの刻こくになれば蔵くろ人うどが格こう子しを下ろしにやってくる。そうなったら、今晩顔を合わせることは無理だろう。仕事が入っているのならしかたがないが、熊野にいたころであれば自分から足を運べたのに、そう思うと宮中のしきたりがなんとも煩わずらわしい。

「面めん倒どうくさいなあ………」

　力なくつぶやき、塔子は寝転がったまま背伸びをする。

　やがて思い立って起きあがると、袿うちぎの裾すそを引きずりながら簀子に出た。

　月は出ていなかった。据すえ篝かがりの明かりを頼りに白はく砂さを敷きつめた庭の先は、洞ほら穴あなのように深い闇やみが広がっているばかりでなにも見えない。

　塔子は簀子の上にしゃがみこみ、高こう欄らんにもたれかかった。

　せつな夜風に乗せられたように、金きん木もく犀せいの香りがただよってきた。鼻をくんくんいわせながら、塔子は独ひとりごちる。

「いったい、どこに咲いているのかしら？」

「女によ王おう」

　闇の中から聞こえてきた声に、塔子はぎょっとして身を硬かたくする。おそるおそる目を向けると、白砂の上に暁が立っていた。

　正体が分かったことより、来てくれたこと自体に塔子は胸をなで下ろす。

　釣つり灯どう籠ろうの明かりが、端たん正せいな立ち姿を黄おう金ごんの彫ちよう像ぞうのように浮かびあがらせていた。

　下級武ぶ官かんの正せい装そうである褐かち衣えを着て、腰には黒くろ漆うるしの太た刀ちを佩はいている。左さ衛え門もん府ふを拠きよ点てんに活動していると言っていたから、服装もそれに準じているのだろう。

「すみません、遅くなりました。抜け出すのに手間取ってしまって」

「い、いいわよ、仕事だったのでしょう？」

　あせりつつ述のべる暁に塔子は恐きよう縮しゆくした。左衛門府少尉の仕事を持つ彼は、宮きゆう門もんの警護など他にもやらなければいけないことがあるのだろう。遅くなったこともやむをえない。

　真下まで走り寄ってきた暁は、首をもたげるようにして塔子を見上げた。

「なにかあったのですか？」

　暁の問いに塔子は深くうなずく。

「今日、五ごの宮みや様のところに伺ったの」

　暁は目を大きく瞬まばたかせた。

「それで、どうしたんですか？」

「実はね───」

　塔子は五の宮の、乳う母ばと実母への態度の違いをかいつまんで説明した。

「そんなことってあるのかしら。梅うめ壺つぼの女によう御ご様がお亡くなりになって、まだ三カ月もたっていないのに」

　しかし暁はたいして驚いたようすもなく答えた。

「宮様が母親、その、女御様を疎うとんじておられたということではないのですか？」

　どうということもない物言いに、塔子は違い和わ感かんを覚えた。塔子の常識では、九つの子供が母を嫌うなど考えられない話だった。しかしこの暁の口調からして、宮中や都では普通にありうることのようだ。

「だとしても、おかしいわ」

　塔子のきっぱりとした否定に、暁はきょとんとする。

「確かに情に欠かけた人間というものは存在するれけど、私は五の宮様がそうだとは思えないのよ。だいたい情のない子供なら、あんなふうに乳母を懐なつかしがったりしない。今日初めて会った私にもいろいろと気遣ってくださって、年齢のわりには思し慮りよ深くて優しいお方だと思ったわ」

　そこで一度言葉を切ると、塔子は正面から暁を見た。

「それなのに母親に対してだけ、まるで感情がきれいに抜け落ちでもしたかのように反応を示さないの。これってあきらかに不自然なことだと思わない？」

「………」

「そもそも普通に考えて、九つの子供が母親の存在に無関心なんてありえないでしょ。仮にヒルコやアワシマのように捨てられたとしても、反発するとか、もっと極きよく端たんに憎ぞう悪おを抱いだくとかそういう方向に行くんじゃないのかしら」

　昼間の塔子の話を聞いていなければ、なんのことだか分からない喩たとえである。

　しかし暁は古こ事じ記きにおけるヒルコとアワシマの件くだりは知っていたようで、納得したようにうなずいた。

「なるほど、確かにおっしゃるとおりですね。それでは、女御様のほうが宮様を疎んじていたのでしょうか？」

「まさか。女御様にとって五の宮様はわが子よ」

「ですがヒルコもアワシマも、実の親に捨てられたでしょう」

　言われてみればもっともな指摘に、塔子は眉み間けんにしわを寄せる。馬ば鹿かなことを言った。親に捨てられたという点では、自分も同じだというのに───。

　暁は顎あごに指を添そえしばし沈ちん思ししていたが、少しして思いついたように顔をあげる。

「乳母に暇ひまを出したのも、そのあたりがなにか関係しているのかもしれませんね」

「その話、知っているの？」

　暁はうなずいた。

「宮様の権けん勢せいを笠かさに着ることもなく、しごく控ひかえめで忠ちゆう実じつな女によ人にんだったという噂うわさです。女房内の評判もよく、なにが女御様の逆げき鱗りんに触ふれたのかと、皆ずいぶんと訝いぶかしんでいたそうですよ」

　人づてに聞いた話をそのまま告げるといった調子で暁は語った。しかしそれは大将が言ったものとほとんど同じ評価だったので、おそらく真実なのだろう。となるとますます暇を出した理由が分からなくなり、塔子は首を傾かしげた。

「確かに不可解な話ね。ねえ、梅壺女御様ってそれほど感情的な方だったの？」

「え？」

　訝しげな表情をする暁に、塔子はさっと口元を押さえた。失しつ言げんだった。腹違いとはいえ姉のことを訊きくなど、これでは他人同然だったと証明しているようなものだ。

　塔子は頭をひとつ振り、ぱっと明るい表情を浮かべた。

「私はね……父上と姉上にとって、アワシマみたいに形のない娘だったのよ」

　イザナギとイザナミの二人目の子供は、泡のように形がないからアワシマと名づけられたのだそうだ。うまいことを言うと自じ嘲ちよう的てきに思う。だけど葦あしの船に乗せて流して捨ててしまうのなら、最初から名前などつけなければよいのに。

　なにも気にしていないように、冗じよう談だんだと受け止めてもらえるように、できるだけ明るさを装よそおって言ったつもりだった。しかし塔子の意に反し、暁はやけに神しん妙みような面おも持もちでじっとこちらを見ている。

「離れてお住まいであれば、姉し妹まいでもおたがいに他人のようなものですからね」

　暁が〝おたがい〟という部分を少し強調したことが、塔子には意味深に思えた。

　形がないのはおたがいさまで、片方が一方的に無視されているということではない。だから惨みじめに思う必要などない───そういうことなのだろうか？

　塔子は答えを求めるように暁を見るが、彼はさらりと話題を戻してしまった。

「女房たちの話では、女御様はここ数年、感情が不安定というか、癇かん癪しやくを起こすことが多かったそうです。申しあげにくい話ですが、そのせいで呪じゆ詛その疑ぎ惑わくが立ったときも、大たい抵ていの者が納得したとか───」

　確かに落ち着いた精神状態にある者なら、呪詛などという不ふ穏おんな真ま似ねはしないだろう。

　生まれ持った気き性しようなのか、それとも後天的なものなのかは分からないが、晩年の梅壺女御はいくぶん情じよう緒ちよ不安定な状況であったようだ。

（じゃあ、呪詛は本当にあったの？）

　父・左さ大だい臣じんの手ではなく、姉・女御の手によって───。

　近衛大将は、父の気性を考えれば呪詛をするなどありえないと言った。そうしていかにも、この件が冤えん罪ざいであるように告げた。

　しかしいまの暁の話を聞くと、あのときの大将の発言は少々不自然だ。

　姉の件についてほとんど触れなかったことに、あきらかな作さく為いを感じる。

（なに、これ？）

　はたして呪詛はあったのか、なかったのか？

　姉・梅壺女御は東とう宮ぐうを呪詛したのか？　それとも東宮が父と姉を罠わなにはめたのか？

　もしくは摂せつ関かん家けの者がなんらかの形でからんでいるのか？

　頭の中をぐるぐると疑問がめぐる。それぞれの動どう機きに説得力がありすぎて、かえって決められない。誰も彼もが等しく疑わしいとは、本当にどういうことだ。

「まったく。どの人もこの人も、他人を蹴け落おとすことばかり考えているなんてどういうことよ。宮中って、いったいなにを信じたらいいの」

　腹立たしげに叫んだあと、塔子ははっとした。

　自分を見つめる暁の眼まな差ざしが、これまで見たこともないほどに寂しげだったからだ。

「………あ、あの？」

「女によ王おう、これだけは信じてください」

「な、なにを？」

「東宮がお父上、左大臣の失しつ脚きやくを望むなんてありえません」

　きっぱり言われた言葉の意味を、塔子はとっさに理解できなかった。

　言われた言葉自体も、内容もあまりにも意外すぎた。

「なに、それ？　どういうこと？」

　高欄から身を乗り出して、塔子は暁に詰め寄った。

「だって父上は、五の宮様を東宮にしようと働きかけていたのでしょう？　東宮様にとって疎ましい存在───」

「ですが左大臣が失脚すれば、朝ちよう廷ていは摂関家のいいようにされてしまいますから」

　絶ぜつ句くする塔子の前で、暁は話をつづけた。

「現在の朝廷は、皇こう族ぞくである左大臣と摂関家の勢力が拮きつ抗こうすることで均きん衡こうを保てていたのです。ちょうど菅かん公こう（菅すが原わらの道みち真ざね）の時代のように」

　二百年ほど前の宇う多だ、醍だい醐ご天てん皇のうの御み世よに重ちよう用ようされた菅原道真は、摂関家の専せん横おうを抑えることに尽じん力りよくした。しかし讒ざん言げんにより失脚し、最終的に太だ宰ざい府ふに流されて没ぼつする。以降の摂関家の隆りゆう盛せいぶりは言わずもがなである。

「では父上が亡くなったことで、摂関家の専せん横おうがひどくなったというの？」

　よく分からないまま、塔子は尋ねる。暁はゆるく眉まゆを寄せ、ため息交じりに答えた。

「幸い、と言ってよいのかは分かりませんが、今度は摂関家の身内の間で抗こう争そうがはじまっていますので、まだそこまで極端なことにはなっておりません。それに譲じよう位いされた法ほう皇おうもまだまだ影響力をお持ちですから」

　幸いと言われても、塔子はよく意味が分からなかった。そもそも摂関家が巨大な勢力を持っていることなど世間には自じ明めいの理りで、なぜ一いち官かん吏りにすぎない暁がここまで憂うれいるのかが疑問だ。ただ、暁の憂ゆう慮りよから判断できることは───。

「よく分からないけれど、父上は朝廷にとって必要な人だったのね」

　暁は深くうなずいたあと、ちょっと申しわけなさそうに付け足した。

「女によ王おうにとっては、納得できない部分もあったとは思いますが………」

　痛いところをつかれ、塔子は気まずげに視線をそらす。

　考えてみれば自分は、父の政治家としての姿などなにひとつ知らない。

　自分にとっては世せ辞じにもよい父だったとは言えないが、政治家としては有能で、この国にとっては必要な人材だったのかもしれない。

　なんだか、はじめて父を肯こう定てい的てきに見たような気がする。

（父上、無む念ねんだっただろうな───）

　左大臣として私し利り私し欲よくも含めて、さまざまな野望はあったのだろう。いずれにしろ父が不本意な形で未来を打ち砕くだかれたことに変わりはない。

　それは相手が誰であれ、気の毒なことだ。

　もちろん事件の真相はいまだ分からない。それどころか呪詛が姉によりなされていたのなら、怨おん霊りよう騒ぎに巻きこまれた東とう宮ぐうこそ被ひ害がい者しやになる。

「女によ王おう？」

　不安げな暁の呼びかけに、塔子はわれに返る。

　急に黙りこんでしまったので、気を悪くしたとでも思ったのかもしれない。

「あ、ごめんなさい。殿でん上じよう人びとではないあなたがそれほど詳しく知っているのに、曲がりなりにも娘である私がなにも知らなかったなんて、ちょっと情けないと思ってしまって」

　気まずさと照れくささを交えたように笑うと、暁は不意をつかれた表情をする。

　一いつ拍ぱくおいて、彼は少し焦ったように答えた。

「こんな話、酒しゆ席せきでは酒の肴さかな代わりにいつもやっていますよ。男は身分に関係なく、政治の話が好きなものですから」

「そういえばそうね」

　確かに熊くま野のでも、直なお会らいで氏うじ子こたちはよく受ず領りようを批ひ評ひようしていた。

　あっさりと納得すると、塔子は先ほどまで自分が居た御み簾すの奥を一いち瞥べつした。

「実は私、さっきまで叔お父じ様に手紙を書いていたの」

　とつぜんの話題転てん換かんに、暁は怪け訝げんな表情をする。

「なんですか、恋こい文ぶみですか？」

　あれだけ貴たか哉なりに対してのろけと称しよう賛さんを述のべたのだから、暁がそう思っても不思議ではないだろう。しかし深刻な話をしようとしたところにそんなことを言われた塔子は、きっと眉尻を吊つりあげて叫んだ。

「な、なにを言っているのよ！　この状況でそんな悠ゆう長ちようなことをする余裕があるわけないでしょ！」

　嚙かみつかんばかりの剣けん幕まくに、暁はびくりと身をよじらせる。

　しかし憤ふん然ぜんとする塔子に、彼は自分の失しつ言げんを自覚したようだった。

「そ、そうですね。すみません」

　素直に頭を下げられて、塔子は拍ひよう子し抜けしたままくすぶる怒りを押しこめた。正直まだ腹立たしさは残っていたが、これだけあっさり謝られてはなにを言うこともできない。

　なにより塔子自身、少しむきになりすぎたという反省があった。

　恋文ですか？　と彼から言われたとき、自分でも驚くほど衝撃を受けた。そして気がついたら、声をあららげてしまっていた。怒るようなものではなかったはずなのに。軽く〝そんなわけないでしょ〟とでも答えてしまえばよかったはずなのに。

（どうして………）

　少々落ちこみ、それ以上に混乱したが、ひとまず気持ちを切り替えて顔を向ける。

「五の宮様の乳う母ばだった、濱はま路じという人について調べてもらおうと思って。もちろん所在とか戻ってきた経けい緯いぐらいまでだけど」

「え？」

「彼女、熊野に住んでいるらしいのよ。だから姉上との諍いさかいの経緯とか、五の宮様とのこととか、彼女に訊きくのがいちばんいいと思うの」

　なるほどとばかりに、暁は両手を鳴らした。

「それは妙みよう案あんですね。彼女が暇ひまを出された理由が分かれば、女御様と宮様の母子関係の実態が分かるかもしれません」

　いくぶん興奮したような暁の瞳には、あきらかな感かん嘆たんの色が浮かんでいた。

　彼から褒ほめられたことが嬉しくて、塔子はぱっと顔を輝かせた。

「本当？　うれしい。ありがとう！」

　満面の笑顔に暁は一瞬ぽかんとし、まるでまぶしいものでも見るように目を細めた。

　塔子が首を傾かしげると、なぜか暁はあわてふためく。

「どうしたの？」

「い、いえ、なんでもありません。女によ王おうの機き転てんに感心していたんですよ」

　きょとんとして問う塔子に、暁はあわてて答える。やけに上うわ擦ずった声に、塔子は訝いぶかしげな眼差しを向けるが、そんな視線から逃げるように、暁はさっと目をそらした。灯籠に照らされた端たん整せいな面おも差ざしが、うっすらと赤く染まって見えた。

　釈しやく然ぜんとしなかったが、塔子はすぐに気を取り直す。

「乳母殿の所在が分かったら、私が直接熊野まで訊きにいけるといいんだけど」

　そのせつな、視界の隅すみで暁の肩がぴくりと動いた。

　見ると彼の切れ長の目には、失しつ望ぼうしたような色が浮かんでいた。

「さっきからどうしたの？　どこか具合でも悪いの？」

　先ほどとは打って変わったようすに、あたふたとしながら塔子は訊く。

　だが暁はにこりともせずに答える。

「───そんなことはありませんよ」

　取りつく島もない態度に、塔子の居心地は急速に悪くなる。

　やはり先ほどのことを、気にしているのだろうか？　確かに怒ど鳴なったのは悪かったけれど、あれは彼のほうも無神経だったわけで───。

　いや、違う。先ほどのことにまだ臍へそを曲げているのなら、こちらも反発できる。

　暁から感じたものが怒りではなく失望だったから、塔子はこれほどまでに焦あせってしまっているのだ。

（わ、私、なにかがっかりさせることを言ったかしら？）

　必死に自分の言動をさかのぼってみるが、やはり思いあたらない。

　おどおどしつつも、憮ぶ然ぜんとした暁の機き嫌げんをうかがう。

「あの、なにか───」

「そんなに熊野に帰りたいですか？」

「は？」

　暁の問いに、塔子は一瞬言葉を詰まらせる。

「か、帰りたいわよ。あたりまえじゃない」

　答えるのになぜ間が生じたのか自分でも分からない。考えるまでもない、自分にとって自明の理だというのに。昼間も五の宮の乳母恋しさにかこつけて、熊野に戻ることを画かく策さくしていたではないか。

　それなのに暁を前にすると、なぜか未み練れんのようなものが生じる。

　胸の内にある得体の知れぬ思いを自覚し、塔子は不安を抱いだいてしまう。

「ですが熊野に戻られても、母君も祖そ父ふ君ぎみもおられないのでしょう？」

「叔お父じ様がいるわ」

　塔子は即答した。不安を打ち消したかった。もやもやした思いを取りはらいたかった。

　熊野に帰りたいに決まっている。都にも宮中にもなんの未練もない。昨日までなんの迷いもなく思っていたことを、自分でも滑こつ稽けいなほど必死で言い聞かせる。

「貴哉叔父様は私にとって、ただの親しん戚せきではなく家族と同じなの。だって子供のころからずっと一緒に育ってきたのだもの。お祖父様が亡くなってあんなに若くして神しん職しよくに就つくことになられて、いろいろ大変なことも多いと思うのよ。だから早く戻ってお手伝いを───」

「夫め婦おとになられるおつもりだったのですか？」

　こちらの言葉をさえぎっての暁の問いは、思いがけず胸に深く突き刺さった。

　塔子は息をつめ、高欄の向こうに立つ暁を見つめた。冷たくなってきた夜風が、縹はなだ色いろの褐衣の袖そでをはたはたとゆらした。

「───そういうことを考えたことはなかったわ」

　塔子が息を吐はくように告げると、暁はそっと眉を寄せた。

「でも、叔父様と離ればなれになるなんて考えたこともなかった。ずっと一緒にいられると思っていたから───」

「それなら戻られて夫婦になればいい。叔父と姪めいの結婚はよくあることだ」

　あまりにきっぱりと言われた言葉に、一瞬塔子は耳を疑う。

　やがて失しつ望ぼうと怒りが同時にこみあげ、気がついたら声を大きくしていた。

「か、簡単に言わないでよ！」

　声はあきらかに震えていた。

「今回の入内は勅ちよく命めいなのよ！　逃げ出すなんてできるはずがないじゃない！　官かん吏りならそれぐらい分かるでしょ！」

　熊野から伊い勢せに行くように命めいじられたときだって、心の底から嫌だと思った。

　だが帝の命令である勅命を断る術すべなどあるはずがない。そんなこといくら田舎いなか育ちの小娘でも分かっている。だから近衛大将このえのだいしようの『疎うとまれるように仕向けろ』という提案に心が動いたのだ。東宮が塔子を嫌ってくれれば、帝に致ち仕しを訴うつたえてくれるかもしれない。あるいは彼自身が帝になったとき、退出させてくれるかもしれない可能性にすがった。

　三年間ずっとためこんできた不満が、堰せきを切ったようにあふれだした。

「みんなでよってたかって、私の人生をなんだと思っているのよ！　都の問題は都で片づければいいのにっ………わ、私は熊野に帰りたいだけなのに………」

　語ご尾びが萎しぼんだのは、傍はた目めには興奮しすぎたからのように映っただろう。実際暁はそう受け止めたようで、気け圧おされたように塔子を見上げている。

　しかし本当はそうではなかった。もちろん父をはじめ、朝廷の理り不ふ尽じんな仕打ちに対する怒りはある。だけどそれ以上に、暁から言われた言葉が衝撃的で心を揺らした。

　塔子は高欄を握りしめ、奥に行くにつけ深くなる洞穴のような漆黒の庭を見つめた。

「………女によ王おう」

　遠えん慮りよがちな暁の呼びかけに、塔子はわれに返る。

　漆黒から視線を移すと、暁が伸びあがるようにして塔子の顔をのぞきこんでいた。

　手すりにかけられた彼の筋すじ張ばった手と塔子の小さな手の距離は、いまにも触れあいそうな間しかない。

「すみません、重ね重ね無神経な発言をして」

　神妙な面持ちで頭を下げられ、たちまち良心がとがめる。

「ううん、こっちこそ。何度も怒鳴ったりしてごめんなさい」

　それきりたがいに黙りこむ。一見見つめあっているようで、二人とも焦しよう点てんからわずかにずらしたところに視線を向けていた。

　いったいなんなのだろう、このぎこちなさと嚙かみあわなさは。

　どうしようもないほどのもどかしさとやりきれなさに、塔子は唇くちびるをきゅっと嚙んだ。

　そんな塔子に暁はなにか言いかけたようだった。しかし途中で思い直したように唇を結び、おもむろに頭を下げる。

「今日はいろいろと教えていただいてありがとうございました」

　慇いん懃ぎんな口調に一いち抹まつの寂しさを感じたが、理性の力でなんとか微笑む。

「ううん、早く真相があきらかになるといいわね」

　精いっぱいの虚きよ勢せいを張って明るく告げると、暁はどこか寂しげに笑った。
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　長なが月つきに入り、三日後に『重ちよう陽よう節せち会え』を控ひかえた宮きゆう中ちゆうはいっそうあわただしさをまし、名目上とはいえ尚しよう侍じの地位にある塔とう子こは、他の女によう房ぼうたちに交じり内だい裏りを立ち回っていた。

「それにしても残念なことね。東とう宮ぐう様がお戻りにならないなんて」

「しかたがないわよ。道が崩れてしまったのでは戻りようがないわ」

　几き帳ちようの位置を確認しながら、女によう官かんたちが噂うわさ話ばなしに花を咲かせる。

　先日東宮がこもっている吉よし野のから使者がやってきて、二百二十日にひやくはつかごろの暴ぼう風ふう雨うで橋が流されたうえに道が土ど砂しやで埋まってしまったことを告つげた。田畑や建物の被ひ害がいも甚じん大だいで、吉野は復ふつ旧きゆう作業に追われており、とても帰京できる状態ではないのだという。

　事情が事情だけにしかたがないことだが、せっかく張りきって嫌われる算さん段だんをしていた塔子は拍ひよう子し抜けした気持ちになった。もちろん吉野で被ひ災さいした人たちのことを考えたら、そんなことは口にできないが。

（新にい嘗なめ祭さいにも戻ってこない可能性、これは本気であるかも………）

　二に階かい厨ず子しの品を整理しながら、塔子は悩んだ。

　呪じゆ詛そ事件の真しん相そうを探るためには、東宮に会わなければと思っていた。

　暁あかつきは東宮が左さ大だい臣じんの失脚を望むことはないと言っていたが、いくら彼の言葉といえども一方的に鵜う吞のみにすることはできない。暁と近衛大将このえのだいしようのどちらを信じるかと言われれば答えは決まっているが、それでは塔子の個人的な好き嫌いでの判断になってしまう。

　あの日以降、暁と会うことはなかった。そもそも呪詛事件の真相を調べているという彼の役目を考えれば、昼の後こう宮きゆうで顔を合わせるはずもないのだが、それでもどこかで会う機会がないだろうかと、祈いのるように思っていた。

　とにかく先日の別れの後味が悪すぎた。理由はなんであれ、二度も声をあららげてしまったのだからあたりまえだ。たがいに一応謝りはしたが、わだかまりが残っていたからあの最後のぎこちない微び笑しようだったのだろう。

　もう一度顔を合わせ、きちんと話しあいたい。

　とはいえこちらから呼び寄せることは、あらたな情報があるわけでもないからやりにくい。彼が勤きん務むする左さ衛え門もん府ふが大だい内だい裏りにあることを考えると、ちょっと足を伸ばすわけにはいかないのかと本気で思ってしまう。

（女にゆう嬬じゆのふりをして、こそっと訪ねるわけにはいかない、わよね………）

　そんな不届きなことを、わりと真剣に考えていたときだった。

「尚侍ないしのかみ」

　几帳の向こうからの呼びかけに、ぎくりとして身体からだを起こす。

「は、はいぃ？」

　間合いに、不ふ埒らちな考えを見み透すかされたような気がして声が裏返った。

「文ふみが届いております」

「文？」

　几帳をよけて入ってきた女房は、あきらかに挙きよ動どう不ふ審しんの塔子に、職業的無表情に徹てつしたまま文ふ箱ばこを差し出した。

　見覚えのある漆うるし塗ぬりの箱に、塔子は焦りを忘れる。

　それは先日、貴たか哉なりへの文を入れたものだった。点在する王おう子じ詣もうでをしなければ、都から熊くま野のまでそれほどかからない。塔子が書いた文はとっくに貴哉に届いているはずだ。そしていまこの文箱がここにあるということは彼がすぐに返事を書いてくれたからだろう。塔子は文箱を受け取ると、ひとまず自分の局つぼねに戻った。

　蓋ふたを開けると、中にはきちんと折りたたまれた淡うす香こう色いろの薄うす様ようと赤く色づいた楓かえでの押し葉が入っていた。いかにも貴哉らしい心遣いに懐なつかしさで胸がいっぱいになる。

「さすが叔お父じ様。やることが優ゆう雅がだわ」

　いそいそと料りよう紙しを開くと、貴哉らしい繊せん細さいな文字でつづられた文には意外なことが記しるされてあった。

　五ごの宮みやの乳う母ばだった濱はま路じという名の女性は、確かに有あり馬ま村むらに住んでいる。そこまでは聞いていた話だから驚かない。しかし彼女には子はおらず、通かよう夫の気配もなく、亡くなった両親の家に一人で暮らしているというのだ。

「どういうこと？」

　文から顔を離して、塔子は独ひとりごちた。乳母とは主しゆ人じんと同じころに妊にん娠しん出しゆつ産さんを経験しているから、乳ちちを与えることができるのだ。一般的に考えれば、彼女には五の宮と近い年の子供とその父親がいるはずなのに。

（早くに、亡くなったのかしら───）

　通かよい婚こんの習慣から、夫と疎そ遠えんになる妻は珍しくない。夫や子供にも先立たれた婦人などざらにいるし、子に関しては死し産ざんということもありうる。五の宮も乳母の話はしても乳ち兄きよう弟だいについては一言も触れなかったから、あるいはその通りなのかもしれない。

　もし彼女が自分の子を早くに亡くしていたのなら、乳を与えた五の宮に実の母以上の愛情をそそぐこともありうるだろう。そして五の宮が実の母より乳母のほうに懐いたりしていたら、とうぜん梅うめ壺つぼの女によう御ごとしても面白くないだろう。ひょっとして乳母が暇ひまを出された理由は、そのあたりなのかもしれない。

「だとしても乳母殿がそばにいたら、いまごろ五の宮ももう少し救われていたでしょうに」

　梅壺女御もまさか自分の運命にこんな結末が用意されているとは、夢にも思っていなかっただろう。左さ大だい臣じんを父に持った内ない親しん王のうが帝の皇み子こをもうけ、加えて九年ぶりにふたたび身ごもっていたのだ。現東とう宮ぐうの母である先の中ちゆう宮ぐうが亡くなったいま、立りつ后こうは時間の問題で彼女の未来は前ぜん途と洋よう々ようだったはずだ。それがよもやこんな展開になるとは、人の運命とは分からないものだ。

　しかし梅壺女御が亡きいまであれば、乳母は宮中に戻ってこられるかもしれない。

　もちろん乳母がそれを望んでいることが前ぜん提ていだが。

「こればかりは本人に訊いてみないとなあ……」

　独りごちながら、塔子は文を読み進める。

『それにしても奇き遇ぐうな話だね。先日もその乳母殿を捜しに人が訪ねにきたと、有馬村の宮ぐう司じ殿どのからお聞きしたよ。なんでもかつて宮中で一緒に働いたことがある方だとか』

　貴哉は世せ間けん話ばなしのつもりで書いた一文だったのだろうが、塔子はやけに気になった。

　単に昔むかし馴な染じみが訪ねてきただけかもしれないが、時じ宜ぎからすると五の宮が捜しに行かせたのかもしれないと思ったのだ。

　反面あの幼い皇おう子じが、自分でそんなことを考えつくものかとも感じた。

　熊野という言葉だけで塔子にすがったあのふるまいから、とてもそんな賢さかしらなことを考えつくような知恵があるとは思えない。あるいはまわりの者が勧すすめたということもありうるし、ひょっとして近衛大将あたりが───。

　彼の顔が浮かんだ瞬間、塔子の胸に水を散らしたような疑念が浮かぶ。

「やっぱり、一度戻らなきゃ」

　塔子は自分に言い聞かせる。濱路を訪ねてきた人物は誰なのか？　あるいは立ち入ったことではあるが、彼女の子供や夫はどうなったのか？　いろいろと手紙では尋ねられない部分がある。東宮が戻ってくるまで待つつもりだったが、あまりに遅いようであればそうも言っていられない。熊野に戻って事情を話せば、きっと貴哉は協力してくれるだろう。

「そしたら、叔父様にも会えるし」

　うきうきしながらつぶやいたとき、不意に先日の暁の問いが思い浮かんだ。

　───夫め婦おとになられるのですか？

　訊かれたときは、ただかっとして叫んでしまった。いま思い返しても、なぜあそこまで怒ってしまったのか分からない。結局あの問いに、塔子は答えることができなかった。

　だが少し冷静さを取り戻したいま、はじめて思う。

　熊野に戻って、貴哉に会って、それで───。

（私は、叔父様にどうしてほしいの？）

　大好きな貴哉のそばにずっといたい───物心ついたときから抱いだきつづけていた感情が具体的にどんな形で帰き結けつすることを願っていたのか、十六歳のこの瞬間、はじめて塔子は考えたのだった。

　とたん、それまで考えたこともなかった思いが、風が吹くように脳のう裏りを過よぎった。




　───そばにいたいと思うことは、添そい遂とげたいということとは違うのだろうか？




　その疑問は、驚くほど無ぶ遠えん慮りよに塔子の心の深しん淵えんに達した。

　手からはらりと文がこぼれ落ち、塔子はわれに返る。鼓こ動どうが速まりはじめていた。

　あわてて拾いあげた薄様を、いささか雑ざつに折り直して文箱に入れる。そしてあたかも余計な思考を遮しや断だんするかのように、蓋ふたを乱暴に閉めたのだった。
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　重ちよう陽よう節せつとは長なが月つきの九日に行われる宮きゆう中ちゆう行ぎよう事じのひとつである。邪じや気きを祓はらい長ちよう寿じゆを祈いのって、菊きくを愛めでつつ菊酒をいただき、詩しい歌かを作り、舞ぶ楽がくなどを披ひ露ろうする。

　天候に恵まれたその日、白や薄うす紫むらさきの菊が並ぶ殿でん舎しやには大勢の公きん達だちや女によう房ぼうが集められ、庭では奏そう楽がくや舞まいが催もよおされていた。

　帝とその妃きさきたち、内ない親しん王のうたちは半分だけあげた御み簾すの内におり、親王や公く卿ぎようたちは簀すの子こにまで出てきてそれぞれに談笑を交わす。吉よし野ので足止めをされている東とう宮ぐうはもちろん不在である。

　そんな中で塔子は、南廂の東ひがし端はしに座って他の女房たちと共に催し物を眺ながめていた。

　挿頭かざしに菊を飾った若い公きん達だちによる四人舞は実に優ゆう雅がで、都の青あお瓢びよう簞たんなどと揶や揄ゆしていた塔子もさすがに見み惚とれてしまう。

　ふと見ると、簀子まで出てきた五ごの宮みやが手すりから身を乗り出すようにして舞を眺めていた。しかも横ではあの近衛大将このえのだいしようが、なにやら指さしながら説明をしている。そんな二人の姿に塔子はますます大将の意図が分からなくなった。

　いっぽう最近顔を覚えた彼の父や兄である関かん白ぱくと大だい納な言ごんは、帝の近くの孫まご廂ひさしに席を得ており、そこから動く気配はない。他の公卿たちも似たり寄ったりで、近くにいる親しい者と戯ざれ言ごとを交わしている。

　彼らも誰についてよいのか分からずにいるのだろう。一応親しん王のう宣せん下かはされていても、母親の身分を考えれば、東宮と五の宮以外の皇み子こは帝に即つける立場ではない。かといって東宮がいまの状態では、いずれは誰かを次の東宮に推おさなければならなくなる。

　それにしても公達には、入じゆ内だいした塔子が東宮の寵ちようを受け、男皇子を産むという発想はまったくないようだ。

（まあ、しかたがないわよね）

　投げやりに塔子は思う。なにしろ内だい裏りに入ってひと月もたつというのに、いまだ東宮本人とお目め通どおりも叶かなわない状態なのだから。

　おかげで唯ゆい一いつ無む二にの東宮妃候こう補ほに対して、誰一人声すらかけてこない。寵を得られない妃の機き嫌げんなど取る必要はないということらしく、実に分かりやすい状況だ。もちろん怨おん霊りようの娘という曰いわくもおおいに影響を及ぼしているのだろうが。

　あくびを嚙かみ殺しているうちに、宴は終わりに近づいてきた。ぼつぼつと退席をはじめる公達の姿も目立ってきた。ようやく局つぼねに戻れると安あん堵どする塔子の目に、近衛大将に知らない男がなにかささやいている姿が映った。

　一、二度うなずいたあと、大将はくるりとこちらを向いた。そして大勢いる女によに人んたちの中から確実に塔子と眼めを合わせると、唇くちびるの端を持ちあげてにやりと微笑ほほえんだ。

（なに？）

　瞬間、塔子は不ぶ気き味みな思いに囚とらわれる。

　奏楽がやんだのを見計らうように、大将が御簾に向かって声を張りあげた。

「この場にお集まりの皆々様に、お伝えしたきことがございます」

　三さん位みの公卿の発言に、殿でん舎しやにいた者全員が注目する。

　皆の視線が集まったことを確認してから、大将は誇らしげに顔をあげる。自信満々の表情と先ほどの微笑が重なり、塔子は胸騒ぎに襲おそわれる。だがあとの言葉を継いだのは、大将ではなく彼に話しかけていた中年の男性だった。

「このような晴れがましき日に無ぶ粋すいな真ま似ねをいたし、まこと申しわけございませぬ。検け非び違い使し別のべつ当とう・源みなもとの巌いわ根ね。調査をつづけていました三カ月前の呪じゆ詛そ事件にかんし、新たなる事実を発見いたしました。よってお主か上みに申しあげたく参上した次第でございます」

　あたりがいっせいにざわつきだし、やがて好こう奇きの眼まな差ざしが塔子に集中する。

「ほれ、あのお方が伊い勢せの斎さい王おうの………」

「ああ、亡き左大臣のご息そく女じよの」

　うんざりはしたが、塔子は素知らぬふりで帝の反応に注目する。

　御簾の下からややくすんだ白に銀ぎん鼠ねずの文もん様よう入りの束そく帯たいをのぞかせた帝は、脇きよう息そくにもたれたまましばし間を置く。

「───申せ」

　さすがに震えてまではいなかったが、声音は少し上うわ擦ずっていた。

　今回の呪詛、つづく怨霊騒ぎで帝はすっかり気弱になっていたと聞いている。おまけにもともと政まつりごとに関心のない人間なのだという。ようやく騒動が治まったと思っていたのに、いまごろになって持ち出されては憂ゆう鬱うつにもなるだろう。本音を言えばいまさら蒸し返したくもないのだろうが、さすがに立場を考えればいまの発言を無視するわけにはいかない。

　検非違使別当は一度頭を下げると、野太い声で語りはじめた。

「呪詛に使われた形かた代しろを陰おん陽みよう師じに調べさせませたところ、祈き禱とう詞しや符ふ号ごうなど、厭えん魅みとしては間違いというか稚ち拙せつな点が多く、この方法では呪詛は成立しないという報告がございました」

　どうとらえるべきか分からぬ真しん相そうに、塔子は目を丸くする。

　殿舎の中に、あきらかな戸と惑まどいの空気が流れる。

「つまり呪詛はなかったということになるのですか？」

　一人の公卿の問いに、検非違使別当はうなずいた。

「厳密に言えばそのとおりです」

　確かに調ちよう伏ぶくするつもりで仕掛けた呪じゆ具ぐがまったく役にたたない代しろ物ものだったのなら、結果として呪詛はされなかったことになる。例えば誰かを毒どく殺さつしようとして鳥とり兜かぶとを採ってきたつもりだったのに、間違えて二に輪りん草そうを採ってそれを食べさせてしまった場合、どれほどの殺さつ意いがあっても罪つみは成り立たない。

「しかし方法が間違っていたとしても、誰かが東宮様を呪詛する意図を持っていたことはあきらかではないのですか？」

　もっともな台せり詞ふだが、検非違使別当が訴うつたえたいのは〝罪が成立するかしないか〟ということだ。罪の有う無むを判断する権けん限げんは検非違使庁にあるが、この件は加害者とされる人間が親王と女によう御ごという高貴な身分にあるので、太だい政じよう官かんまで具ぐ申しんすべきと判断したのだろう。

「その点について、申しあげたいことがございます」

　声をあげたのは近衛大将だった。

　もはや宴の余よ韻いんは完全に冷め、公卿たちは酔よいで赤らんだ頰ほおを少し強張らせている。

　塔子は息を吞のみ、御簾の向こうの帝を見つめた。白の束帯は微み塵じんも動いたようすを見せなかった。ついで高欄まで出てきていた五の宮に目を向けると、美み豆ず良ら姿が愛らしい親王はおびえたような瞳ひとみで近衛大将を見つめている。

「この事件にかんして先の左大臣・高たか槻つき親王様と梅壺女御うめつぼのにようご様に嫌けん疑ぎがかけられました。結局真相の分からぬまま、ご両人は亡くなられております。しかし発覚すれば断だん罪ざいは免まぬかれない呪詛を、そのようにいいかげんな手法で行う人間がいるものでしょうか？」

　発覚した場合にかぎらず、自分に返ってくる可能性を考えれば、呪詛は悪いた戯ずらで行えるようなものではない。そもそも本当に相手に呪いをかけたいと思うのなら、もっと慎しん重ちように確実に事を運ぶはずだ。

　性格的に父が呪詛を行った可能性は低くとも、姉には十分あったとはいうが、いくら精神的に不安定であったとしても、後こう宮きゆう入りして十年以上たった女性がそんな稚ち拙せつな失しつ敗ぱいを犯おかすとは思えなかった。

「で、では成立しない呪詛になんの意味があるのですか？　実際問題、呪詛めいた行為はあったのですよ」

「目的は左大臣、並びに梅壺女御様の失脚でしょう」

　公卿の問いに大将は断言した。言われずとも呪詛が冤えん罪ざいだとしたら、それぐらいしか理由はない。

　御簾の前で、彼の父と兄である関白と大納言が眉をひそめたことに塔子は気づく。

　五の宮と大納言の娘の間に結婚話が進んでいた、と大将は言った。あれは、だから自分たち摂関家が二人の失脚を願うなどありえないという予防線のつもりだったのだろう。

　しかし世間的には、東宮も摂関家も疑わしいことは同じである。なぜ一族である大将がこんなことを強調するのか、彼の父親も兄も理解できないのだろう。

「だとしても、あまりにも稚拙すぎませんか？」

　見兼ねたように声をあげたのは弾だん正じようの宮みやだった。今きん上じようの従弟いとこにあたる親王である。

　検非違使庁が創そう設せつされて以来有ゆう名めい無む実じつ化かしている弾だん正じよう台だいではあるが、本来は国こく政せいの誤りを糺ただし、治安を維持する官署だ。その尹いん（弾正台の長ちよう官かん）としては、なにか言わなくてはと思ったのかもしれない。

「呪術そのものが有効ではなかった。それがあきらかになればお二ふた方かたの無罪は確実に証明されます。そうなればいずれ仕組んだ者があぶり出されてくるはず。お二方は事件が発覚してすぐにあのような形でお亡くなりになられましたが、首しゆ謀ぼう者しやが仕組んだ段階でそのようなことを予知できるはずがありません。たとえ最初は亡くなられたお二方に疑いをかけることができても、いずれ自分が捕つかまることは目に見えている、そんなことも犯人は分からなかったのでしょうか？」

　理り路ろ整せい然ぜんと弾正宮は大将に異いを唱となえるが、それなら逮捕のきっかけが紋様入りの絹というのが、そもそも安あん易いすぎたのではないかと塔子は反発する。

　とにかく少し調べれば二人の無罪は証明できたはずなのに、不幸にして事件発覚後すぐに流行病にやられてしまったことで、そのきっかけをなくしてしまったというのが現実なのだ。まさに死人に口なしというやつか。流行病さえなければ二人は亡くならずにすみ、とうぜん怨霊扱いなどされなかったはずだ。

　まったく不運だったとしかいいようがない。しかしその不運のきっかけを作ったのは、間違いなく誰かの悪意であって───。

「では目的が調伏ではなく二人の失脚にあったのなら、首謀者にとって呪詛が完成されてしまうことは大変な事態でしょうからね」

　この大将の一言に、弾正宮のみならず殿舎にいたほとんどの者が息を吞んだのが伝わった。

　つまり首謀者は、呪詛が成立すると困るから偽ぎ造ぞうしたのだ。

　そして呪詛が成立して被害をこうむるのは──呪詛されたとする東宮本人だ。

　ようするに大将は、今回の事件を目もく論ろんだのは東宮だとほのめかしているのだ。当人が不在とはいえ、次期帝に対してそんな自分の政治生命を縮めるような真ま似ねをするとはたいした度ど胸きようである。

（なにを考えているのかしら、この人）

　呆れ半分に思ったとき、とつぜん塔子の脳のう裏りにひらめくようにひとつの考えが思い浮かんだ。

（ひょっとして、この人の目的って………）

　もしそうであれば、大将にとって東宮は邪じや魔まな存在でしかない。塔子にとって東宮は疑わしい存在だが、同じくらい近衛大将も疑わしい存在だった。このままでは、疑いが東宮一人に集中してしまう。

（まずい………）

　思い立った瞬間、塔子は叫んでいた。

「ではなぜ三カ月も、形代が有効なものでないことが分からなかったのですか？」

　東側の廂にいた塔子の声は、凍りついていた殿舎全体に響きわたった。西側の簀子で雄ゆう弁べん（？）をふるっていた大将はぎょっとした表情をする。公卿や女房たちがいっせいにざわつきだし、御簾内の人達も顔までは見えないが、なにやらささやきはじめている。

　人々の視線を集めつつ、塔子と大将は階きざはしを間にやや斜ななめに向きあった。

「私は亡き左大臣の娘、塔子女によ王おうです。現在は尚侍の位を賜たまわっております。どうぞお答えください、検非違使別当。私にはそれを知る権利があるはずです」

　名指しこそ別だったが、視線は完全に近衛大将のほうを見ていた。しかしおのれの不手際を指摘された形になった検非違使別当は、しどろもどろになって答える。

「ち、調査が遅くなったことはまことに申しわけございません。左大臣様と女御様が存命であられたのなら、これほど遅ち延えんすることはなかったと思うのですが───」

　確かに生きている人間と死んだ人間の両方を捜査するのなら、前者のほうを優先するだろう。死んだ人間は容疑者のままでも、なにも文もん句くは言わないのだから。もちろん調査が遅れた言いわけとしてはいかがなものかと思うが。

（でも、誰がなんのために？）

　おそろしく冷静に塔子は考えた。検非違使庁が今回の事件を調べていることは暁から聞いていた。

　しかし考えてみれば、父と姉の無実を証明することをいったい誰が望んだというのか。

　常識的に考えて塔子と五の宮ぐらいしかいない。他の者に至いたっては〝寝た子を起こすな〟というぐらいの気持ちでいるだろう。

　もちろん塔子はなにも働きかけていない。となると五の宮が、検非違使庁に要よう請せいしたのだろうか？　自分で考えついて、まさかと塔子は思い直した。九つの男だん児じがそんなことを思いつくものかという単純な疑問もだが、なによりあの宮が母親と祖そ父ふに対してそこまでの感情を持っているように思えなかったからだ。つい三カ月前に亡くなったばかりの母には一言も触れず、乳母ばかり懐かしがっていたあの少年が───。

　それより誰か別の者が、裏で働きかけたと考えたほうが現実的だ。

　五の宮の周りにいる人間で検非違使庁に働きかけるほどの力がある者といえば、帝か近衛大将ぐらいだろう。

　釈しやく然ぜんとしない思いばかりが、胸の中で波は紋もんのように広がる。

　しかし───漫まん然ぜんと広がるばかりかと思われた疑いが、ある一点でせき止められた。

（まさか、そんな………）

　自分で考えついた推すい測そくの大だい胆たんさに、塔子は混乱を起こしそうになる。

　目まぐるしく回転していた思考を抑え、気持ちを切り替えた塔子は、唇を軽く引き結び、間をおくようにひとつ息をついた。

「いえ、お忙しい公務の最さ中なか、父と姉の名めい誉よために労ろうを執とってくれたことにあらためて感謝いたします」

　殊しゆ勝しように頭を下げた塔子に、検非違使別当は拍ひよう子し抜けした表情をする。

　疑うとも戸惑うともとれる面おも持もちの大将に、かまわず塔子はつづける。

「二人のためだけではなく、世の条じよう理りのために真相をあきらかにしていただくよう、なにとぞよろしくお願いします」
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　蒔まき絵え細ざい工くを施ほどこした優ゆう雅がな御み衣そ櫃びつから、塔とう子こは薄うす紅こう梅ばい色いろの水すい干かんを引っ張り出した。

　衣い架かに袿うちぎをかけ、小こ袖そでの上から水干を羽は織おってみる。三年前のものなのでどうかと思ったが、もともと余裕のある仕立てだったのでなんとか着られそうだ。

　熊くま野ので乗馬用に愛用していたもので貴たか哉なりのお古だが、さすがに伊い勢せでその機会はなかった。それでも毎年虫干しを欠かさなかった甲か斐いあって、保存状態はすこぶるよい。

　水干を衣架にかけて袿に着替えると、床に置いた竹たけ行こう李りに藤とう製せいの文ふ箱ばこを収める。中身はこれまで書きためた古こ事じ記きの写しや本ほんである。あれだけ時間があったのに、まだ天てん孫そん降こう臨りんにすら至っていないのがちょっと情けない。

　文箱の上に着替えなど、旅のための最低限の品を詰めこむ。乾かれ飯いいは明日、どこかで調達すればよい。木製の櫃ひつを使わなかったのは、馬の負ふ担たんを軽くするための手段である。

　明日にでも熊野に行くつもりだった。真相を探るためには、どうしてもそうする必要があった。

（問題は………）

　女によう房ぼうたちが退出したあとの廂ひさしに目を向け、塔子はしばし悩む。

　黙って宮きゆう中ちゆうを抜け出せば、どうあっても彼女たちに迷惑がかかってしまう。

　一応宿下がりの願いは出してみたが、主あるじである東とう宮ぐうがいつ帰ってくるのか分からない現状ですぐに許可は下りないだろう。

　しかし今日の件を考えれば、そんな悠ゆう長ちように待つことはできない。自分が処しよ罰ばつされることは覚悟のうえだが、彼女たちに累るいが及ばないようにするためにはどうしたらいいのか？

　思い悩んでいるところに、子ねの刻こくを知らせる太たい鼓こが響いた。

　迷いと罪ざい悪あく感かんをひとまず脇わきに寄せ、竹行李の蓋を閉めて塔子は簀すの子こに出る。

　濃こい瑠る璃り色いろの空には、満月が浮かんでいた。

　白砂利を敷きつめた庭が暗く浮かびあがって見える。いっそう肌寒くなった夜風に身をすくめたあと、少し先に浮かぶぼわっとした灯あかりに塔子ははっとする。

「少しよう尉じよう？」

　呼びかけに灯は一瞬揺らめき、持ち手の姿を鮮あざやかに照らしだす。

「女によ王おう？」

　確認するように呼びかけたのは、やはり暁あかつきだった。彼は玉砂利を踏みしだきながら足早に高こう欄らんの下まで近づいてくると、手て燭しよくの火を消して、足元に置いた。

「お呼びですか？」

　宴うたげが終わってからすぐに、塔子は暁に文ふみを送っていたのだ。

「明日、熊野に行きたいの。馬を用意できないかしら？」

「は？」

　暁は目を丸くした。

「そんなとつぜん───」

　まっとうな反論をしかけてから、ふと思いついたように暁は尋ねる。

「というより、宿下がりの許可はとっていらっしゃるのですか？」

　とうぜんの指摘に、塔子は針で突かれたように表か情おをしかめた。

　答えを聞かずとも察さつしたのか、暁は眉をひそめて呆れたように息をつく。

「順番が違うでしょう」

「ね、願いは出しているわよ！　ただ東宮様が帰ってこないんだから、許可がいつ下りるか分からないじゃないの」

「でしたら、それまでお待ちなさい」

　まったく正論である。あきらかに自分のやろうとしていることが無茶すぎる。

　もとより、それを承知のうえで頼んでいるのだ。

「そんな時間はないの」

　良りよう心しんのとがめを覚えつつ、塔子は反論した。

　道どう義ぎ的に正しいと思えないことをごり押しするのは、なかなか根性がいる。

「私は一刻も早く、熊野に行かなきゃいけないのよ」

　焦りと動どう揺ようから、つい口調がきつくなってしまう。

　呆気にとられる暁の表情に、かすかに不快の色が浮かんだ。

　自分がひどい得え手て勝手を言っているように思えて、塔子はへこんだ。あたり前だ。周りの迷惑も考えず、こんな自分の都合だけを主張するような人間、それ以外のなにものでもない。女房たちに迷惑をかけないようにと思っていたが、これ以上無理を通せば、同じように暁にも迷惑をかけてしまう。

「それほどまで叔お父じ君ぎみ、橘たちばなの貴たか哉なり殿どののところに行きたいのですか？」

　奥歯に物が挟はさまったような暁の物言いに、塔子は目を丸くする。確かにこれまでの言動から、そう取られても不思議ではない。そもそも以前の塔子であれば、それが熊野行きの大きな目的でもあったのだから。

「ち、違うわ！　前にも言ったでしょう。五ごの宮みや様の乳う母ばに会いに行きたいのよ」

「え？」

　短くつぶやくと、暁はまじまじと塔子を見上げた。

　乳母の所在が分かったら、直接熊野まで訊ききに行く──。以前に告つげられたことを思い出したのか、暁は気恥ずかしげな表情を浮かべる。

　誤解が解けたことを確認した塔子は、階を使って庭に下り立った。その行為に驚く暁の前に立ち、首をもたげて彼と視線を合わせる。

「どうしても、自分で確かめたいことがあるの」

「確かめたいこと？」

「スサノオ命ノミコトは確信的に、イザナギ神ノカミやアマテラス大オオ御ミ神カミを怒らせたのではないのかしら……」

　あまりにも唐とう突とつな話題転てん換かんに対応できなかったのか、暁は目を白黒させる。

「それは………」

「今回の事件で思ったの。スサノオ命ノミコトはイザナミ神ノカミがいる根ねの堅かた州すの国くにに行きたくて、わざと罪を犯したのではないのかしら」

　狼ろう藉ぜきの罪を問われたスサノオは、髭ひげと爪つめを抜かれて高天原たかまがはらを追放され、根の堅州国の王となった。イザナミと会うことができたのかどうかは不明だが、結果としてスサノオの目もく論ろ見みどおりになったわけだ。聞き分けのない子供のようにふるまっておきながら、ひょっとしてスサノオはこうなることを見越して動いていたのではないだろうか？

　黙って塔子を見下ろしていた暁は、やがて確認するように問うた。

「光あふれる天の世界から、わざわざ穢けがれが蔓まん延えんする根の国に？」

「どちらが住みやすい国なのか、それを決めるのは本人だけだから」

　迷いなく塔子は答えた。伊勢も都も、どちらに来ることも本意ではなかった。

　暁は意味深な眼まな差ざしを向ける。

「でしたらなおさら、あなたが行くべきではない。はじめにお会いしたときも言ったでしょう。こういうことは目の前にいる役目を持った男に頼むべきです」

「少尉……」

　塔子は言葉を詰まらせる。素直に彼の言うことを嬉しいと思う反面、なにがあっても自分で確認したいという思いがあった。

　もし自分の想像どおりだったとしたら、なぜそんなことになってしまったのか……理由を、真相を知りたかった。ヒルコやアワシマの立場にあるからこそ、スサノオ命ノミコトの気持ちが知りたかった。

　訴えかけるような塔子の眼差しに、暁はしばし無言のままだった。

　やがて彼は深く嘆たん息そくし、あきらめとも呆れともつかぬ表情で告げた。

「分かりました。明朝、馬を用意します」

　塔子はぱっと顔を輝かがやかせた。

「ただし、私も行きます」

「へ？」

　塔子は目をぱちくりさせる。

「だ、だめよ。そんなことをしたら、あなたが罰ばつせられるかもしれないわ」

「大丈夫です」

　暁の断だん言げんに塔子は戸と惑まどう。いったいなにを根こん拠きよにそんなことを言っているのだろう？

　ひょっとして左さ衛え門もん府ふか検け非び違い使し庁ちように、うまく言うつもりなのだろうか？　だが事は東宮にも絡からんでくるのだから、一いつ介かいの官かん吏りの手に負える事態ではないと思うのだが。

「そもそも女によ人にんを一人で旅させるなど、そんな危ない真ま似ねを認めるはずがないでしょう」

「で、でも………」

「大丈夫です。あなたのことは、私が守ります」

　有う無むを言わせぬ口調で暁は断言した。一瞬、塔子の思考は真っ白になった。

　言葉を現実のものとして理解するまで、しばしの時間を要ようしたのだ。

「………って」

「出しゆつ立たつは早いほうがいい。明みよう朝ちよう、格こう子しがあがったら陽よう明めい門もんまでおいでください」

　返事をする間もなく指示され、塔子はびくりと肩を揺らす。

「………わ、わかったわ」

　しどろもどろになりつつ答えはしたが、思いがけない展開に戸惑ってしまう。もちろん彼がついてきてくれることは心強いが、いろいろなことが本当に大丈夫なのかという思いが消せない。

「では、明日は早いですから」

「ま、待って！」

　踵きびすを返そうとする暁を、ほとんど反射的に引きとめた。

　暁は半分身体をねじったなりで、塔子を見つめる。

「あ、あの………」

　引きとめたはいいが、うまい具合に次の言葉が出てこない。

　本当に大丈夫なの？　どうしてそこまでしてくれるの？

　そんな主しゆ旨しのことを尋ねたかったのに。

　いや、なによりも、一緒に来てくれてありがとうと言わなければいけないのに。

　なぜ、そんなあたりまえで簡単なことが言えないのか？

　出会った当初の暁は、塔子の身分を知ったうえで気さくに話しかけてくれた。

　それなのにあるころから、距離を置こうとしている彼の意志を感じるようになった。まるでとつぜん、塔子の身分や立場が気になりだしたかのように。

　どうして今さらそんなことにこだわるようになったのだろう？　斎さい王おうだろうと女によ王おうであろうと、まして怨おん霊りようの身内だと知ったあとでも暁の態度は変わらなかったのに。

「なんですか？」

　暁の口調は責せめるようなものではなかったが、塔子は追いつめられた気持ちになり、うつむきながらなんとか話をひねり出した。

「………あ、ああ、あのね、金きん木もく犀せいの香りがしない？」

「金木犀？」

　訝いぶかしげに暁はつぶやく。なにを言っているんだというもどかしさから、塔子は胸の前で拳こぶしをぎゅっと握りしめた。不安げなようすに暁は胸をつかれたような表か情おをしたが、手元を見ていた塔子は気づかない。暁はそっと息をつくと、長い腕を伸ばして西南の方角を指さした。

「向こうの塀へいの近くに大きな木がありますよ」

「ああ、それで───」

「見に行きましょう」

「え？」

　返事もしないうちに、ぐいっと目の前に手のひらを差し出された。

「足元が暗いから、危ないのですよ」

　まるで自分に言い聞かせるように暁は言う。塔子は思わず目を丸くした。

　どうして？　月明かりも据すえ篝かがりの灯も十分で、白砂はすべての光をはじいているのに。

　明日の朝は早いと言ったのは暁ではなかったのか？

　なにより先日の別れが気まずくて敬けい遠えんされていると思っていたのに───。

　だがそれらの問いのすべてを、塔子は口にすることができなかった。

　目の前に差し出された暁の手を取りたいと、心から思ったから。

「………あ、ありがとう」

　消え入りそうな声で手を取ると、暁はこくりとうなずいた。

　しゃりしゃりとかすかな音を立てながら、二人で白砂の上を歩いた。
















　塔子は、前を行く暁のすっきりとしたうなじを見上げる。暁は振り返りもせず、塔子に歩幅を合わせて進んでゆく。なにを語るでもない静かなひとときが、先ほどまであれほど乱れていた塔子の心を噓うそのように鎮しずめてくれていた。

　二人とも無言だった。そうあることが自然だった。

　すでに後こう宮きゆうを構成する十二殿でん舎しやからかなり離れ、そろそろ築つい地じ塀べいが見えてくるのではないかと思ったころ。次第に金木犀の香りは強くなってくる。

「ほら、ここですよ」

　暁は足を止め、空いたほうの手で月の方角をさした。手を取られたまま、塔子は暁の指さした方向を見る。そして歓かん声せいをあげた。

「すごい、こんなに大きい………」

　築地塀の二倍近くありそうな巨大な金木犀の木が、濃い緑の葉を埋めるようにして橙だいだい色の小花を咲かせていた。瓦かわら屋根の上には濃こい瑠る璃りの夜空が広がり、満月が浮かんでいた。あたりにはむせ返るように金木犀の香りが立ちこめている。

「なんてきれい、香りに酔よってしまいそう………」

　うっとりと塔子はつぶやいた。

「花酔いですか？」

「それ、正確な使い方じゃないわよ」

　花酔いとは匂いに酔うことを言うのではなく、一般的に花見のさいの酒に酔うことをさす言葉である。しかし塔子の突っこみに暁はさらりと返す。

「そうですね、時季的に菊きく酒ざけのころですね」

「やだっ」

　思わず噴ふきだした塔子に、暁もつられたように微笑ほほえむ。久しぶりに屈くつ託たくのない彼の笑顔を見た気がした。ただそれだけなのに、胸のうちが温かいもので満たされてゆく。

　急に黙りこんでしまった塔子に、暁は心配そうに言った。

「ど、どうしたんですか？　あ、ひょっとして寒いですか？」

「ううん……ありがとう」

　その礼をどう思ったのか暁は口元を押さえ、考えを整理するようにしばらく沈黙する。

　塔子はその間、月でも金木犀でもなく暁の困こん惑わくげな横顔をにこにこして眺ながめていた。そうしているだけで胸が弾はずんで、とても楽しい気持ちになった。

　やがて暁は口元から手を離し、照てれくさそうに言った。

「えーっと……どういたしまして」

　塔子がこくりとうなずくと、暁は心持ち顔を赤くしたようだった。どことなく緊張しているのに、なぜか和なごむという不思議な空気がしばしたゆたう。

　しかしそんな時間は長くつづかず、すぐに二人は現実を取り戻した。

「本当にスサノオ命ノミコトが、確信的に罪を犯したのでしょうか？」

　いきなり核かく心しんをつく問いに、塔子は少し身構える。

　正直なところを言えば、自分で思いついたというのに未いまだ半信半疑な部分はある。筋は通るが、常識のうえでどうしても納得できないのだ。

「分からない。だけどもしそうだとしたら、東宮様はお気の毒よね。呪詛されたうえに疑われて、あげくその身内を妃きさきに迎えなくてはいけないなんて」

「分かりませんよ。女によ王おう様とお会いしたら、東宮も気が変わるやもしれません」

「は？」

　塔子は思わず声をあげた。

「なにを馬鹿なことを言っているのよ。こっちは嫌われる気満々でいるのに」

「な、なんでそんなふうになるんですか？」

　とんきょうな声をあげる暁に、塔子は自信満々でうなずく。

「うまく嫌われたら、将来的に退出の方向に話を持っていけるじゃない」

「………」

「おたがいのことを考えれば、そのほうがいいに決まっているでしょ」

　明るい未来を語るかのように目をきらきらさせる塔子に、暁は少々引いたようだった。

　彼の反応に塔子は苦笑し、そして一拍おいて告げた。

「私、あなたに叔父様と夫婦になるのか、と訊かれたとき、正直驚いたの。そんなこと考えたこともなかったから──。ただ、大切な人なの。三年も会わずにいることが信じられないくらいに──」

　そこで塔子は一度言葉を切る。暁はなんとも複雑な表情を浮かべている。

「だいたい和歌のひとつもろくに詠よめないような田舎いなか娘むすめが、女によう御ごになんかなれるはずがないでしょう」

「え、詠まないじゃなくて、詠めないんですか？」

　思っていたところと微妙に違うところに暁は驚いたようだが、塔子は胸を張る。

「そうよ。私から後きぬ朝ぎぬの歌をもらったら、きっと百年の恋だって冷めるわよ」

「後朝の歌は男から女に渡すものですから、女によ王おうが心配する必要はないですよ」

　冷静に突っこんだあと、苦笑交じりに暁は言った。

「それにしても和歌が苦手なんてもったいない、あんなに字がおきれいなのに」

　風で吹き飛ばされた、古こ事じ記きの写しを思い出して言っているのだろう。

　正直に言うと、塔子も自分の文字の美しさには自信があった。

「私が女王のように達たつ筆ぴつでしたら、これはと思う女性に降るように和歌を贈ますよ」

　暁の冗じよう談だん交じりの言葉が思いのほか胸にこたえた。

　塔子は一瞬息を詰め、理由の分からぬ胸の痛みが去るのを待ってから笑った。

「歌は無理だけど、代だい筆ひつならいつでもしてあげるわよ」

　容姿も性格も優すぐれ、下級とはいえ一応官かん吏りの職を得ている。暁ならば中流階級の家にとって願ってもない婿むこ殿どのだろう。文をやりとりする女性など、それこそ山のようにいるに違いない。

　ちょっと考えればすぐ思いつくことなのに、なぜいまさら心がざわつくのか。満面に浮かべたはずの笑顔が、次第に強こわ張ばってゆくのを感じて塔子はひどく焦った。

　月明かりの下、暁はそっと目をすがめる。

（やだ、気づかれた!?）

　この場から逃げ出したい気持ちを抑えて、塔子は肩に力を入れる。そんなことをすれば不ふ審しん極まりない。

（え、笑顔よ、少々わざとらしくてもいいから、とにかく笑顔！）

　自分に言い聞かせたとき、なにか熱いものが頰ほおに触れた。

　え？　と思って見ると、なんと暁が手を伸ばしていたのだ。

　なにか思うより先に全身がかーっと熱くなる。まるで暁の手の熱が身体からだ中に広がってゆくかのようだ。

「女によ王おう………」

　吐と息いきのように暁は呼びかけたが、塔子は返事をすることができなかった。暁の手から広がった熱が、思考までものぼせあがらせてしまったかのように。

「熊くま野のに帰りたいですか？」

　塔子はぼんやりとさまよわせていた視点を固定させた。

　自分をじっと見下ろす暁の切なげな瞳に、塔子の胸はしめつけられる。




　───どうして、そんなことを訊くの？




　だが、その問いに答えることができない自分にも塔子は戸惑っていた。

　前にも同じ問いを、暁はした。あのときはなんの迷いもなく〝帰りたい〟と答えた。

　つい先せん刻こくだって〝将来的に退出の方向に話を持っていけるじゃない〟と豪ごう語ごしたばかりだった。

　入じゆ内だいなどしたくない。それはいまでも違いない。

　その理由は熊野に帰りたいから………だったはずだ。

　つい先日まできちんと結びついていたはずの二つの望みが、いつのまにか嚙かみあわなくなっていることに塔子は気づいた。

　入内はしたくないのに、熊野には帰らなくてもいいと思っている。それどころか入内をしなくてもよいのなら、別に都にいてもいいのかもしれないといつのまにか思っている？

　その考えに至ったとき、塔子は自分の足元が揺らいでいるような感覚に襲おそわれた。

「私………」

　かすれるような声でつぶやくも、それ以上言葉はつづかなかった。

　あたりまえだ。自分で自分の真意が分からないのだから、きちんと言葉にして繰り出せるはずがない。

　返事ができずにいる塔子に、暁は寂しげに微笑んだ。

　彼は一歩後こう退たいし、するりとすべらせるように塔子の頰から手を離した。わずかに広がった二人の間を、甘い金木犀の香りが流れていく。

「じゃあ、ひとつ代筆してくれますか？」

　いつもどおりの暁の声音に、塔子は常つねを取り戻した。

「い、いいわよ。なにか歌を思いついたの？」

「いいえ、昔の人の歌ですよ。実は私も歌を詠むのはあまり得意ではないので、古典にあやかろうかと」

「そうなの？」

　まあ普通の武ぶ官かんは、和歌を詠むことはあまり得意とはしないだろう。

「分かったわ、古典って六ろつ歌か仙せんあたりの歌？」

「いえ、万まん葉よう集しゆうからですよ」

「また、えらく古風なところから」

　万葉集の編集は、いまから三、四百年ほど前だと言われている。

　塔子が笑いかけたとき、さわさわと流れていた夜風がやみ、あたりがしんっとなった。

　暁の唇がゆっくりと動く。




　───紫むらさきの匂へる妹いもを憎にくくあらば、人ひと妻づまゆえにわれ恋秘ひめやも（万葉集・巻一）




　大海人おおあまの皇おう子じ（天てん武む天てん皇のう）からかつての恋人額ぬか田たの女おお王きみに贈られた、あまりにも有名すぎるその歌は、失った恋、恋してはならぬ人への禁きん忌きの思いを詠んだ歌である。

　塔子はうっすらと唇を開いて暁を見つめた。

　───誰にその歌を贈りたいの？

　尋ねたかったが、その問いは喉のどの奥につまったようになってなかなか出てこなかった。

　ものも言えずにいる塔子に、暁は寂しげな笑みを浮かべて右手を差し出した。

「さて、そろそろ戻りましょうか」















　宿下がりを許可する知らせが届いたのは、翌日未明のことだった。
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　都から熊くま野のに向かうときは、和泉いずみの国くに（現在の大おお阪さか南なん西せい部ぶ）から紀き伊いの国くにに入ることが一般的である。その後、紀伊半島の辺へん縁えんを回るようにして田た辺なべまで行き、そこから中なか辺へ路ちか大おお辺へ路ちと呼ばれる行こう路ろに入る。

　参さん詣けい路ろの途中に九きゆう十じゆう九きゆう王おう子じと呼ばれる無数にある小さな王子（神社）を参り、熊くま野の三さん山ざんと呼ばれる三つの神社すべてを参れば二は十つ日か前後かかる熊くま野の詣もうでの行程だが、今回の旅は目的がまったく違う。

　目指すは塔子の故こ郷きよう大おお斎ゆの原はらのみであるから、各所で馬を替えつつ昼間はずっと走らせ、途中ある各王子を素通りし、六日目の早朝に滝たき尻じり王子から中辺路に入った。

　中辺路は紀伊半島南部を西から東に横断する、山中を貫つらぬく道のりである。三千六百峰ほうと呼ばれる熊野の山々に突出した高山はなく、折り重なるように同じような高さの山々が連なるのが特色である。

　滝尻王子から大斎原まで約十里だから、このまま問題なく行ければ今日中には着けるだろう。山中は道が険しいので馬を飛ばすことができないのが不安材料ではあるが、なんとか日が暮れる前に山を抜けたい。

「まったく、緑に染まってしまいそうですね」

　天空を埋め尽くすように枝えだ葉はを広げる、無数の照しよう葉よう樹じゆ林りんを見上げつつ暁あかつきが言った。

　イチイガシ、ウラジロガシ、タブノキ、クロガネモチ等々の巨木が無数に折り重なるように生えているので、隙間からのぞく空がどれほど青くても地面まで陽ひは届かない。さらにそれらの木々の多くには蔓つたや葛くずがまるで蛇へびのようにからみついており、いまにも蠢うごめきそうだ。

「行ぎよう幸こうは夏だったのでしょう。それならもっと緑は濃こかったのではないの？」

　秋とはいえ朝晩の山中の空気はさすがに冷たく、塔子も暁も、そして四人の左さ衛え門もん府ふの武ぶ官かんたちもみな厚手の表うわ着ぎを羽は織おっている。信じられないことに正式な許可が下りたので、暁も含め護ご衛えいとして彼らをつけてもらったのだ。乗馬で行くため女によう官かんは同行しない。そのあたりの許可があっさりと下りたことは正直、意外だった。

「そうですね、あのときは雨が多くて難なん儀ぎしました。馬にはこの時季のほうが楽かもしれませんね」

「ぬかるみが少ないし、馬は湿しつ気けが苦手だからね」

　といっても夏場よりましな程度で、森はいまでも十分に湿しめっぽかった。ぼこぼこと盛りあがった地面には緑の敷物のように羊し歯だの群ぐん落らくが広がり、木の根元にはキノコ類が顔をのぞかせ、ごろごろと転がる岩や石にはほぼ例外なく苔こけが生むしている。

　塔子と暁が並んで馬を走らせ、その前後を二人ずつ武官が挟む。

　少しよう尉じようという官かん位いを持つ暁はこの中ではいちばん身分が高いようで、四人の武官たちは皆暁に敬語で語りかけ、そのうえ少しばかり遠えん慮りよがちだ。まして女によ王おうである塔子に対しては目を合わせることさえ恐きよう縮しゆくしている。

　おかげで塔子は旅の間中、ずっと暁と喋しやべりつづけていた。

　都を発たつ前の晩のぎこちなさを忘れたように、二人は屈くつ託たくなく冗談を言いあう。

（いっそ、このまま時が止まってしまえばいいのに───）

　ふと生しようじた思いを自覚して、塔子は愕がく然ぜんとする。

（私、いまなにを？）

　あれほど焦こがれた熊野、今日中には故郷大斎原にたどり着くというのに、いったいなにを考えたのだろう。

「どうしました、女王？」

　訝いぶかしげに問いかけられ、塔子はぎくりとして横を向く。首を傾かしげてこちらをのぞきこむ暁に、胸がひとつ鳴った。塔子はあわてて視線をそらす。まともに見つめあっては声が上うわ擦ずってしまいそうだった。

「そ、その、三年もたつのに、熊野の山はなにも変わっていないと思って………」

　しどろもどろに答える塔子に、暁はあらためてのようにあたりを見回す。

　馬の蹄ひづめが生い茂った羊歯をくしゃりと踏みつぶした。

「本当に雄ゆう大だいなところですね」

　やけに弾はずんだ暁の声に、塔子はきょとんとする。

「女によ王おうはこんなところでお育ちになられたのですね」

　まるで見事な絵画か仏像でも眺ながめているかのように、うっとりとあたりの景色を眺めている。

「このような場所で生まれ育ったのなら、都のお暮らしはさぞ窮きゆう屈くつでしょう」

「あのね、言っておくけど私はもう少し人里で生活をしていたわよ」

　呆れ半分に塔子は答えた。

「いくらなんでもこんな場所で暮らす人間なんて、山やま伏ぶしくらいなものよ」

　塔子のもっともな言い分に、一いつ拍ぱくおいてから暁は噴ふきだした。

　釣つられたように笑いはしたが、塔子の心には暁に対する疑問が常にあった。

　自分が熊野に同行することを、暁はなぜあそこまで〝大丈夫〟だと言いきれたのか。

　結果的に許可を得られたから問題にはならなかったが、あの段階では向こう見ずと言われてもしかたがない申し出だった。しかも翌朝、早々に許可が下りたことも解げせない。

　加えて、代だい筆ひつを頼まれた万まん葉よう集しゆうの歌が頭を離れなかった。

　恋してはいけない人への想いを歌った、禁きん忌きの恋の歌。

　その歌を誰に贈りたいの？　胸に秘めた一言がどうしても訊きけない。

　あの晩、暁が見せた寂しげな笑みを思い出すと、塔子の胸はしめつけられる。どんな恋をして、誰を思って、彼はあんな表情をするのだろうか？

　刻こく々こくと大斎原が近づきつつある中、出発の前の晩に感じたもやもやとした思いと、自分の心が分からないもどかしさが次第に大きくなってゆく。

　あきらかにある不安から目をそらすために、明るく語りつづけているようにも思う。

　だからこそ大斎原に着いたとき、この得え体たいの知れない気持ちがどんな形になって自分を襲おそうのか想像するだけで怖くなる。

　こみあげてくるさまざまな思いを振りはらうよう、塔子は自分を叱しつ咤たする。

（ええい、ここまで来てなにをごちゃごちゃ考えているのよ！　これだけ周りに迷惑をかけて熊野まで来た目的を思い出しなさい！）

　馬上で背筋を伸ばして正面を向くと、気持ちが少し引き締まった。

　ゆるやかな丘を登っていくと、次第に前方からも陽が射さすようになってきた。地面は次第に明るく乾いたようになり、山の頂いただきに近づきつつのあるのだと実感する。

「見えてきましたよ！」

　先せん導どうの武官が声をあげた。彼はこれまでほとんど無表情を貫つらぬき通していたが、長旅をへてさすがに声には歓かん喜きがにじみ出ていた。

　塔子と暁はたがいに目配せをしあい、同時に馬を駆かけあがらせた。

　そこから広がる谷間の光景に、一同は一いつ斉せいに息を吞のんだ。

　大おお雲くも取とり、那な智ち連れん山ざんと連なる山々が、すべて眼がん下かにあった。そしてはるか先の小さな盆ぼん地ちにうっそうと茂った木立のようなものが見える。

「あれが大斎原よ」

　指さして塔子が声をあげると、一行の間に歓喜の声があがる。

「行きましょう」

　手た綱づなを握りしめ、塔子は自らに言い聞かせるようにきっぱりと言った。
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　日はずいぶんと西に傾かたむきはじめ、空は暖かい橙だいだい色に染まりつつあった。

　谷を下りつづけると、西に川が見えてくる。音おと無なし川がわと呼ばれるその川に沿って下っていくと、やがて岩いわ田た川と熊くま野の川という三つの川との合流地点に巨大な中なか洲すが現れる。その中洲には鬱うつ蒼そうと茂った木々が、巨大な鳥とり居いと十二ある社やしろを囲むように立っていた。

　熊野三さん山ざんの一社が鎮ちん座ざする大斎原である。

　中なか洲すにかかる橋はない。なぜなら参拝者は着物の裾すそを濡ぬらして音無川を渡ることで、禊みそぎをして身を清めるものとされるからである。

　川縁に立ち日に照らされた鳥居を見たとき、塔子の胸に懐なつかしさと感動がこみあげた。

　なにしろ三年ぶりに見る、故郷の光景だ。

「………帰ってきたんだ」

　感極まって声が震えた。いつしか目が潤うるみ、西日が照らす鳥居や木立がぶれて見える。

　川面は赤みがかった金色の光をはじいて、きらきらとまだらに輝いていた。

　夏場であれば参さん詣けい者しやや水遊びをする子供も見られるが、秋の夕暮れにもなれば人ひと気けはなくなっている。

　子供のころに水遊びをしたこと、花を摘みにいったこと、木の実を集めたことなど、さまざまな想い出がよみがえる。

　そしてその想い出の中には、かならず貴たか哉なりがいた。

「宮ぐう司じ殿どのは中にいらっしゃるのですか？」

　やけに乾いた声が塔子を現実に立ち返らせる。馬で併へい走そうしていた暁あかつきが、口にした言葉以上になにか言いたげな表情でこちらを見つめていた。鋭するどい目ではなかったが、なぜか責せめられているような気がして塔子は視線をそらす。

「社しや殿でんか、神事がなければ多分家のほうに………」

　塔子が言いかけたとき、ゆっくりと水を割る音がした。

　白の小こ袖そでと袴はかまをはいた青年が岸に向かってきていた。ふくらはぎから下はすっかり川に浸つかってしまっているが、身をすくめもせずまっすぐに歩いてくる。華きや奢しやな身体からだ全体にぴんと張った弦つるがあるような、そんな凜りんとしたたたずまいは、あたりの空気を静めてしまうかのように清せい浄じようだった。

　髪は髻もとどりを結わずに首の後ろのあたりでひとつに束ねており、まるで花束を持つように両手に榊さかきの束を抱かかえていた。全身に降りそそぐ西日は、白い衣も含め青年の姿を黄おう金ごん色いろに輝かせる。しかしそっと俯うつむいたままの姿は物静かな雰ふん囲い気きに満ちており、太陽よりも月を連想させる。

　貴哉だった。

　三年前となにも変わらない───そう思った瞬間、塔子は声をかぎりに叫んでいた。

「叔お父じ様さま！」

　塔子の呼びかけに貴哉は川かわ面もに向けていた顔をあげる。

　次の瞬間、彼の表情に驚きよう愕がくが浮かぶ。

「塔子？」

　はやる心のまま下げ馬ばしようとした塔子だが、鐙あぶみがからんですぐに動くことができない。馬上でもたもたする塔子の耳に、ばしゃばしゃと水を割る音が聞こえてきた。焦りながらもなんとか馬を下りると、ほとんど息をつく間もなく抱きしめられた。

　とっさになにが起きたのか分からずにいる塔子の頭上で、貴哉は声をしぼり出した。

「塔子、本当に………」
















　三年間の貴哉の思いが凝ぎよう縮しゆくされたような声音だった。

　この貴哉の行為が意外すぎて、塔子は驚く。ときどき届いた文には感傷的なことはなにひとつ書かれておらず、ひたすらこちらを思いやるだけの内容だった。だから塔子は貴哉が自分との別れを、相手が左さ大だい臣じんでなにより父親ではしかたがないと納得しているのだと思っていたのだ。

「お、叔父様？」

「よかった、元気そうで………」

　貴哉が言ったとき、小こ袴ばかまに濡れた感触が伝わった。腕の中に閉じこめられたまま下を見ると、貴哉の袴の裾はぐっしょりと濡れ、草ぞう鞋りを履はいた素足は真っ白になっている。

「叔父様こそ、風か邪ぜを引くわよ！」

　塔子は彼の胸を軽く押して身体を離すと、感傷もなにもなく叱しかりつけた。さすがに貴哉はあ然としたが、かまわず塔子は彼の腕をつかんだ。

「早く家に戻って着替えなきゃ。計かず乃のならきっと火を熾おこしていてくれるはずよ」

　計乃というのは古こ参さんの上女中で、貴哉や塔子が子供のころから働いている。三年間会わずとも、暇ひまをとった可能性などまったく考えていなかった。

　いまにも腕を引っ張らんばかりの塔子に、貴哉は穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「ありがとう、だけど慣れているから大丈夫だよ。お祖じ父い様さまだって同じことをしても風邪なんてひいたことはなかっただろう」

　ちなみに祖父というのは貴哉からすると父親であるが、幼いころから塔子目線で話すくせがついてしまっているので、二人で話すとき彼は父をこのように呼ぶのである。

「そ、そりゃあそうだけど」

「それよりも塔子、同行の方々にもご挨あい拶さつを……」

　言われて塔子ははっと振り返る。暁を含めた五人は騎き乗じようのまま、少し離れた岸辺で一連のやりとりを見守っていた。あたりはいつのまにかずいぶんと暗くなり、彼らがどんな表情をしているのかはうかがえない。

「姪めいが世話になりました。私はこの神社の宮司で───」

　にこやかに挨拶をしかけていた貴哉の言葉が、ぴたりと止まった。

　彼は下馬して近づいてきた暁に、ひどく驚いた表情をした。

（そういえばこの二人、顔見知りだったっけ）

　確かそんなことを、暁が言っていた。

　塔子はわずかばかりの距離を挟んで見つめあう、二人の青年を見比べた。

「お懐なつしく存じます、宮司殿。私のことを覚えておいででしょうか？　左衛門府少しよう尉じようの平たいらの暁あかつきです。女によ王おうにはいつもお世話になっております」

「違うのよ、叔父様！　世話になっているのはむしろ私のほうで、初対面のときに墨すみをぶつけちゃったうえに木登りまでさせて、ていうか、本当は私が自分でするつもりだったんだけど、危ないからって止め───」

「もういいよ、最後まで言わなくて」

　あたふたと説明をする塔子に、なにもかも了解したように貴哉は言った。

　安心するより恥ずかしく感じている塔子の前で、暁が声をあげて笑う。

「さすがご家族ですね。話が早い」

「ちょっと、なんでそこで納得するのよ！」

　猛もう然ぜんと抗こう議ぎをする塔子の横で、貴哉はしばし釈しやく然ぜんとしない表情をしていた。

　だがやけに愛あい想そのいい暁にそれ以上なにか問うことを諦あきらめたようで、がらりと表情を変えて程ほど良よく丁てい寧ねいな口調で言った。

「都からではさぞお疲れのことでしょう。ひとまず我が家においでください。まもなく日も暮れますから」

「それはかたじけない」

　暁の礼に微び笑しようを返すと、貴哉は横に立つ塔子に告つげた。

「皆様をご案内して」

「は、はい」

　かしこまって答えた塔子に、貴哉はこくりとうなずいて歩きはじめた。

　以前と変わらぬ態度に、先ほどの情熱的な抱ほう擁ようが夢だったように思えてしまう。彼の胸に押しつけられた頰ほおには、まだほんのりと熱い感触が残っているというのに。

　左手で馬の手綱を引きながら、塔子は右手で頰を押さえる。子供のころは何度も抱きあげられたし、おぶわれたりもした。だけどいつも屈くつ託たくのない笑顔を伴ともなっていて、あんな思いつめたような声で名前を呼ばれたことはなかった。常つねに穏おだやかで感情を露あらわにしない貴哉に、あのような一面があったことを塔子ははじめて知った。

（叔父様、どうしたの？）

　先を歩く貴哉に声をかけたかったが、それより先に暁が話しかけてきた。

「女王がおっしゃったとおりの方ですね」

「は？」

「人柄や知性がにじみ出ている、ただの美男子とは違う。繊せん細さいで神しん秘ぴ的てきで、芯しんの強さを感じさせる美しさを持った方だって」

　いっこうに周囲を気遣わない、普通の大きさの声で暁は言った。

「ち、ちょっとやめてよ！」

　塔子は真っ赤になって暁を睨にらむと、あわてて貴哉の背を目で追う。

　白衣を着た細身の背中にこちらを気にしたようすはない。

　聞こえなかったはずはないから、注意して聞いていなかったのか、あるいは自分とは関係のない会話だと思ったのか。胸をなで下ろす塔子の横で、白々しく暁は訊く。

「どうしたんですか？　顔が茹ゆで蛸だこみたいになっていますよ」

「だ、誰のせいよ！」

　塔子は思わず大声をあげた。貴哉がくるりと振り返り、塔子と暁を交互に見比べる。

　一拍おいて、からかうように彼は言った。

「仲がいいね」

「は!?」

「もったいないお言葉です。塔子女によ王おうは明るくて気取りがなく、聡そう明めいで情け深くてなによりとても強いお方です。おまけにとてもお可か愛わいらしい。このような優すぐれたお方のお役に立つことができて、本当に光栄なことです」

　とつぜんの手放しの褒ほめ言葉に、塔子は目を白黒させる。真剣に誰のことを言っているのかと思った。

「ちょっと少尉、とつぜんなにを言っているのよ！」

「お褒めの言葉、ありがとうございます。自じ慢まんの姪です」

「って、叔父様！」

　恥ずかしさから、塔子は悲鳴をあげた。一般的な身内の態度として、ここは肯こう定ていではなく謙けん遜そんするところだろう。しかもこんな根も葉もない（？）評価だというのに、貴哉らしくもない。

「叔父───」

　抗こう議ぎをしようとして、塔子は口をつぐむ。剣けんのあるものではなかったが、暁を見る貴哉の眼まな差ざしが、まるでなにかを探るようなものだったからだ。

　当の暁は動じたようすもなく、堂々と視線を受け止めていた。

　見つめあう二人の青年に、塔子はやけに緊張した。

　たがいに遜そん色しよくのない美男子だったが、かもし出す雰囲気はまったく違っていた。

　先ほど夕日を帯びた貴哉を見て〝月〟を連想したが、そういえば暁という名は〝日〟を意味するのだったと、そんな常識的なことにいまさら気がついた。

　やがて貴哉は力を抜いたように、ふっと笑った。

「あそこに見えるのが我が家です」

　山沿いには、築つい地じ塀べいに囲まれた邸やしきが建っていた。

　三年ぶりに見る懐かしい我が家に、塔子の胸は打ち震えた。

「帰ってきたんだ………」

　大斎原を見たときと同じ言葉を、もう一度つぶやく。

　そんな塔子を一いち瞥べつすると、暁は素っ気ない表情で邸のほうに目を向けた。
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　三年ぶりの塔とう子この帰き省せいを、邸の者はそろって驚きと感動を持って出迎えてくれた。特に祖父の代から仕つかえている上女中の計かず乃のなど、ほとんど咽むせび泣かんばかりで、ありがたいがなだめるのにほとほと困るほどだった。

　ひとまず貴たか哉なりは着がえるために室に戻り、塔子が暁あかつきたちを奥に案内した。

　塔子の予想通り、計乃が火ひ桶おけを用意していたため室は比較的暖かかった。もちろん蔀しと戸みどはすべて閉ざされている。簡素な板の間ではあるが、詣もうでに来た貴族などが逗とう留りゆうすることもあるため、几き帳ちようや厨ず子しなどそれなりの調ちよう度ど品ひんは置いてある。

「やだ、円わろう座ざが足りないわ」

　ざっと部屋を見回した塔子は、計乃を呼ぶために簀すの子こに出ようとした。

「いえ、この者たちはいったん席を外させますので」

　暁の言葉に、塔子は室に入ろうとしない四人の武官に気がついた。蔀戸をすべて閉ざした室での唯ゆい一いつの出入り口である妻つま戸どから、簀子に控えている彼らの姿が見えた。

「だって寒いし、疲れているんじゃ───」

　不服げに言いかけた塔子は、なにかを促うながすような暁の眼まな差ざしに彼の意図を悟さとる。

　彼はここで、明日のことをきちんと打ち合わせるつもりなのだ。そのために人払いをするつもりなのだろう。

「では皆様は対たいの屋やのほうにご案内します。あちらで食事など召しあがっていただきましょう」

　いつのまにか妻戸から入ってきた貴哉が提案する。灰かい白はく色しよくの狩かり衣ぎぬ姿だったが、髪は髻もとどりを作らず束ねたままだった。身なりはきちんとしているほうだが、客人をあまり待たせるわけにはいかぬと判断したのかもしれない。彼の後ろでは計乃が提ひさ子げと茶ちや碗わんが載った盆を持って控ひかえている。

　貴哉の言葉に、武官たちは暁の反応をうかがう。暁がうなずいたのを確認すると、彼らはすくっと立ちあがった。

「ここはいいよ、私がやるから」

　計乃から盆を受け取り、武官たちが出て行ってから貴哉は後ろ手で妻戸を閉めた。

　室は完全に閉ざされ、火ひ鉢ばちと燈台の炎が板造りの室内をほのかに照らし出した。

「どうぞお座りください」

　貴哉に言われて暁は円座に腰を下ろした。はす向かいに塔子と貴哉が腰を下ろし、ちょうど三人は均きん等とうな三角を作る形になった。貴哉が提子から三つの茶碗それぞれに麦むぎ湯ゆをそそぐと、室内にたちまち芳こうばしい香りが立ちこめる。

「どうぞ、冷めないうちに」

　貴哉に促うながされ、塔子と暁は同時に茶碗に手を伸ばす。

　すっかり冷たくなっていた手が、茶碗を通してじわじわと温かくなっていく。

「それで、いったいどうしたんだい？」

　おもむろに貴哉は問うた。

「実は………」

　言いかけて塔子は口をつぐんだ。

　山中でもそうだったが、あまりにも大だい胆たんな推すい測そくで口にすることをはばかられてしまう。

　いまこうして考え直してみても、荒こう唐とう無む稽けいの一言で片づけられても不思議ではないというのに、重ちよう陽ようの宴うたげのときにあれほど確信できたのはなぜだったのか？

　勘かんではなかった。そもそもこんな重大なことを勘だけで決めつけられるはずがない。

　ただあまりにも辻つじ褄つまが合いすぎて、人の作さく為いとは関係ない力が働いているように思えてならなかったのだ。

　塔子は茶碗を持つ指にぎゅっと力を入れた。

「五ごの宮みや様の乳う母ばだったという人に、会いに来たの」

「ああ、そういえば前の手紙でも訊いていたね、彼女のことは」

　前振りがあったからか、すんなりと貴哉は受け入れた。

「たしか濱はま路じ殿どのとおっしゃったよね」

「彼女は有あり馬ま村むらにいるのよね」

「うん、花はなの窟いわやの近くの海沿いの───」

「なるほど、イザナミ神ノカミの墓ですか」

　貴哉の言葉をさえぎるように暁がつなぐ。

「そうですが、それがなにか？」

「スサノオ命ノミコトはイザナミ神ノカミに会いたくて、わざと罪を犯おかしたのよ」

　塔子の答えに貴哉は怪け訝げんな表情をしたが、すぐに思いついたように訊いた。

「それは、彼女に誰かが会いたがっているということかい？」

「………では、ないかと思うの」

「濱路殿に会いたいがために誰かが罪を犯した、そうおっしゃりたいのですね」

　暁の確認に塔子はうなずく。

　あたりまえだが貴哉は、さらに訝いぶかしさを募つのらせた表情をする。

「誰かって、誰が？」

「五の宮様よ」

　その名を口にした途と端たん、ずっと胸につかえていた硬い石が、ぽろりとこぼれ落ちたような気がした。

　察していたのだろう。暁は納得ずくの表情でうなずく。

　いっぽう事情そのものを漠ばく然ぜんとしか知らない貴哉は、あいかわらず首を傾かしげたままだった。そもそも塔子が言う、五の宮が犯した〝罪〟がなんであるのかも分からないだろう。

「五の宮様って、たしかまだ十にもおなりにならない親しん王のう様ではなかったのかい？」

「そうよ、だからこそあんなにすべてが拙つたなかったのよ」

　父と姉を犯人に仕立てあげるために、彼らの持ち物を使うなどあまりにも単純すぎる。

　そのうえ呪じゆ詛そはおざなりなものだったというのだから、要よう人じんを陥おとしいれる手段としては稚ち拙せつすぎて、とても成人の謀ぼう略りやくとは思えない。

　だが九つの子供が練ねった策だとしたら、合が点てんがいく。

　それがどのような事態を招くかを深く考えもせず、ただ大好きな乳母を呼び戻したいばかりに、実の母を陥れようとした。なにより五の宮ならば、梅うめ壺つぼにあった紋様入りの絹など簡単に手に入れることができる。

「まさか、九つの子供が自分の母親を………」

　塔子の推測を聞き終えた貴哉は、信じがたいというようにつぶやいた。普通に両親のもとで育った彼からすれば、確かにそうかもしれない。

　しかし塔子は近年の梅壺うめつぼの女によう御ごが不安定な精神状態であったことは聞いていたし、自分と父のことを思えば、未み練れんやしがらみ、愛あい憎ぞうはあっても、純粋な愛情を持ちえない親子関係があるのだと理解できる。ヒルコやアワシマだって、そのようにしかイザナミとイザナギを思えないだろう。

「乳母の不在にくらべれば母親がそばにいないことなんて、五の宮様にとっては少しも辛つらいことではなかったのよ」

「側仕えの女房によりますと、梅壺女御様は五の宮様に対して、いじめこそなさらなかったものの、お世辞にも優しくは接していなかったという話です」

　補足するように暁は言う。

　貴哉はますます信じられない表情をした。塔子もはじめは同じだったが、宮きゆう中ちゆうの希き薄はくな人間関係を見ているうちに納得していった。高貴な立場にあって親身になってくれる乳母の存在などがあれば、そのような母子関係もあるいは生しようじるのかもしれない。

「どうして………」

「宮中では、そんな親子関係は珍しくありませんよ」

　ぼうぜんとつぶやく貴哉に、随ずい分ぶんとぶっきらぼうに暁が言った。

　意外そうな表情をしたあと、貴哉は訝しげな眼差しを暁に向けた。

　短い沈ちん思しのあと、気を取り直したように貴哉は問うた。

「仮に塔子の推測が正しかったとしても、その乳母、濱路殿が宮中を出されたのは呪詛事件が起こるよりずいぶん前の話だったよね？　ならば彼女を訪ねても詳しい事情が聞けるとは思えないけれど」

「でも濱路殿がなぜ女御様の勘かん気きに触ふれたのか、それを聞くことができれば事件の核かく心しんに近づける気がするの」

　身を乗り出すようにして塔子は訴うつたえた。

「私、こんなふうに誰かを疑ったままでいるのは嫌なのよ。私の推測が思いこみだったとしたら、かえってそのほうがほっとするわ」

「だけど仮にそれが真実だったとしたら、冤えん罪ざいが立りつ証しようされても今度は五の宮様の罪があきらかになる。そうなったら、彼の祖父と母である塔子の父君と姉君の汚お名めい返上にはならないよ」

「………」

　貴哉の言葉に塔子は反論できなかった。

　確かにそのとおりだ。息子むすこであり孫が自分たちをはめた犯人だったなんて、噂うわさ好きの京きよう雀すずめの間に知れわたれば、童歌わらべうたかなにかで歌われるほど面白おかしく語られるだろう。もちろん自分だって好こう奇きの目で見られるに違いない。まあそれは怨おん霊りようの娘として扱われていた塔子にとって、いまさらのことだからあまり気にならないが。

「かまわない」

　きっぱりと塔子は言った。

「結果としてどうするかはまだ分からないけれど、やっぱり本当のことは知りたい。誰が父と姉をはめたのか、ううん、ひょっとしたら冤罪でもなく本当に父か姉がやったのかもしれないし」

　好んで身内を疑いたいわけではないが、あえて塔子は可能性を告つげた。

　重ちよう陽ようの宴うたげで近衛大将このえのだいしようが告げた話に整せい合ごう性せいはあったが、丸々信じることはできなかった。

　東とう宮ぐうであろうと五の宮であろうと、たとえ摂せつ関かん家けの人間であろうと、そしてもちろん父と姉であろうと罪は罪だ。そもそも大将の話を鵜う吞のみにするぐらいなら、犯人は東宮ということになるから五の宮を疑ったりなどはしなかった。そして今ごろは大将の話に乗って、入じゆ内だいから逃のがれる方法を画かく策さくしていたはずだ。

「女によ王おう」

　それまで黙っていた暁が、おもむろに呼びかけた。

「あなたの推測とおりだったとしたら、確かに汚名返上にはなりません。ですが冤罪であることは証明されます。となればむしろこのままお二人の御み霊たまを鎮しずめようという方向で朝ちよう廷ていも世間も動くでしょう。そうなればあなたは、もはや入内から逃のがれられませんよ」

　暁はほとんど感情のこもらぬ表情のまま、まるでなにかを追及するように塔子を凝ぎよう視ししていた。

「入内から逃れる？」

　訝しげに貴哉がつぶやく。

「女によ王おうは熊くま野のに、あなたのところに帰りたいそうです」

　貴哉は不意をつかれたように目を瞬まばたかせる。気のせいか少々不ふ機き嫌げんな面おも持もちで暁が視線をそらした。その暁の反応に、塔子ははっきりと心が痛んだ。

「って塔子、それはどういう………」

　貴哉は尋ねたが、とっさに塔子は答えることができなかった。

　入内は嫌だ。熊野に戻りたい。

　だがふたつの希望をつなぐ、都にいたくないという思いが揺らいでいる。

「た、確かに熊野には帰りたいし、入内から逃れたいのも本心よ。だけど、それはいまじゃない。怨霊騒ぎが収まるまではいるわよ、都に」

　暁と貴哉から、同時に驚きの視線を向けられた。

　まるで弁べん解かいでもしているようだと、塔子は思った。

「だってそうしなきゃ、都がまた騒がしくなるんだからしかたがないじゃない。なりゆきで乗りかかった船、というより無理やり乗せられた船だけど、いまさらどうしようもないもの」

「ですが、それは女王の責任ではないでしょう？」

　あたりまえのことを暁は言ったが、考えてみれば他人からそんなことを言われたのははじめてだった。世間は入内が塔子にとって幸運なことだと思っているのだから、とうぜんだろう。

　しかし塔子からさんざん愚ぐ痴ちを聞かされていた暁は、そうは受け止めていない。

「あなた一人が割を食う形になって、それでいいのですか？」

「一人じゃないわ。東宮様だって入内には気乗りしていないんだから、割を食うのはお互い様よ」

　二人のやり取りに貴哉は軽く眉まゆを寄せた。入内に至いたった事情は知っているはずだが、塔子が東宮をどう思っているのかなど知らないはずだ。

「叔父様、いきさつを話すと長くなるから割かつ愛あいするけど、東宮様は私を妃きさきに迎えることに心から乗り気ではないのよ」

「心からって………」

　貴哉はまるで説明を求めるように暁を見た。暁は非常に気まずげに視線をそらす。

　塔子が口にした東宮に対する数々の暴ぼう言げんを、さすがにそのまま告げるわけにはいかなかったのだろう。

「確かに怨霊の件でしばらくは無理だろうけど、もともと東宮様は妃など迎えたくなかったと聞いているし、ましてそれが政せい敵てきの娘なんてまっぴらごめんに決まっているわ。私は熊野に帰りたいわけだし、双そう方ほうで敬けい遠えんしあっているんだから、うまく事を運べば無用な騒ぎを起こさずに退出できるんじゃないかと考えているの」

　希望的観かん測そくを述のべる塔子に、貴哉はなかば呆れた表情をする。

　はすむかいで暁は、安あん堵どとも途方に暮れるともつかぬように息をついた。

「だからその間ぐらいなら、都にいることを我が慢まんしてもいいかなと………」

　われながらなんとも歯切れが悪い物言いに、塔子は自分で呆れた。これではまるで都に未練があるようではないか。

　塔子と暁をそれぞれに見比べたあと、首を傾げつつ貴哉は言った。

「塔子が入内したくないというのは分かるけれど、お世よ継つぎのことを考えれば、東宮様は妃を迎えたくない、なんて理由を通すわけにはいかないだろう。いったいなにを考えておいでなのだろうね」

「やっぱり男だん色しよく家かだからじゃないのかなあ」

　しかめ面つらで麦湯を吞んでいた暁が、思いっきりむせ返った。

　茶碗を抱えたまま貴哉は目を丸くする。東宮に妃がいないことは知られていても、男色家らしいという俗っぽい噂うわさまでは熊野に届いていないのだろう。

「そんな噂が流れているの？」

「というか、私はかなり信しん憑ぴよう性せいが高いと思うんだけど。二十一歳にもなった親王が妃の一人も迎えないなんて、なにか事情があるとしか思えないじゃない」

「………まあ、公く家げと仏門で男色は珍しくないそうだけど」

　一応遠慮がちに貴哉は同意した。神しん仏ぶつ習しゆう合ごうが進んだ現代ではあるが、神官と僧そう侶りよの区別ははっきりとしている。ちなみに熊野の神社にもいくつかの神じん宮ぐう寺じ（神仏習合の表れとして神社に付属していた寺院）があり、社しや僧そうが守っている。

「まだ、そんなこと思っていたんですか！」

　苦しい息の下、憤ふん然ぜんと暁は叫んだ。しかし咳せきはまだ中途半はん端ぱな治まりだったようで、すぐにふたたびむせ返ってしまう。

「ち、ちょっと大丈夫！」

　塔子はいざり寄り、暁の背中をさすった。苦しげに咳こむ姿に、まったく訳が分からないとばかりに尋ねる。

「どうしてそんなにむきになるのよ。東宮様が男色家でも女嫌いでも、別にあなたに手を出すんじゃなければいいじゃない」

「さらっと気持ち悪いことを言わないでください！」

　渾こん身しんの力で叫ぶと、暁はふたたび咳せきこんだ。

「ど、どうしたの？　別に男色家だからいけないって言っているわけじゃないのよ。むしろそれなのに妃をとらなければいけないなんて、お気の毒だと───」

「だからそうではないと───」

　二人が言い終わらないうちに、ぷっと貴哉が噴き出した。

　ばつの悪い表か情おをする二人を前に貴哉は必死で笑いをこらえ、気を取り直すようにひとつ咳せきをはらってから言った。
















「分かったよ。明日、乳母殿のところに、有馬村まで案内するよ」
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　大おお斎ゆの原はらから南西に山を下っていくと、驚くほど急に海が開けてくる。

　平地が少なく海と山が入り組んだように接しているため、森の熊くま野のから海の熊野へと景色はとつぜん切り替わる。小こ春はる日び和よりの穏おだやかな青空の下、海は縹はなだと紺こんの綾あや織おり物もののように広がっていた。

「すごいな、黒みたいな青だ」

　馬上で暁あかつきがつぶやいた。黒くろ潮しおが流れる熊野の海は宵よいの空のように濃こい青をしており、内海の伊い勢せや難波なにわ津づの海とはずいぶんと違っている。

　青黒い波から作り出される白はく濁だくした泡が、延えん々えんとつづく砂さ礫れきの浜を濡ぬらす。

　暁はまるで魅み入いられたように、じっと海を眺ながめていた。都育ちの彼の目には不思議な色合いに映るのだろう。

　いっぽうで見慣れたはずの塔とう子こも、懐なつかしさからつい見入ってしまっていた。

「そろそろ行きましょう、彼女の家はもう少し先です」

　手た綱づなを取りながら貴たか哉なりは言った。馬はすでに方向転てん換かんをしている。南国熊野とはいえ、さすがにこの時節の海風は冷たい。

　貴哉を先頭に砂礫海岸を南下するように馬を進めてすぐに、浜のほうにうっそうとした木々や羊し歯だにおおわれた、まるで小山のような巨岩が見えてくる。

「あれが花はなの窟いわやですよ」

　先を指さしながら貴哉が言った。赤みを帯びた砂色の巨岩にはところどころ巨大な穴が開いていた。女神イザナミを葬ほうむった墓ぼ所しよとされ、あるいは女神のホトそのものだとも言われている。

「大きいですね」

　感心したように見上げながら、それでも納得しがたいというように暁はつぶやく。

「しかしあれがイザナミ神ノカミの墓だというのなら、出いず雲もの比ひ婆ば山やまはどうなるんでしょうね」

「そのようなものは、信じている人の心に任まかせればいいんですよ」

　学術的な疑問をさらりとかわされ、暁は少々不満げな表情をする。

　二人の間で馬を走らせていた塔子は、馬上で身をかがめるようにして笑いをこらえた。

　今日の塔子は男だん児じ用の水すい干かんではなく、小こ袖そでに単ひと衣えという、いくらか少女らしい装よそおいをしていた。もちろん乗馬をするから小袖の下には小こ袴ばかまを着用していたが。

「ほら、御ご神しん体たいの手前にも岩が見えるでしょう。あれは〈王子の崫いわや〉と言って、カグツチ命ノミコトを祀まつったものですよ」

　貴哉の説明に暁は目を眇すがめるようにして、窟を確認する。

　御神体には遠く及ばないが、それでもかなりの高さの岩が見えた。

「この少し先、それこそ乳う母ば殿どのの家の近くには、カグツチ命ノミコトが産まれた場所、つまりイザナミ神ノカミが亡くなった場所とされる産うぶ田た神社があります。カグツチ命ノミコトを祀まつったお宮です」

「なんだかそんなふうに聞くと、イザナミ神ノカミは出雲ではなく熊野に葬られたのかという気がしてきますね」

　しみじみと暁は言うが、きっと出雲に行けば同じくらい神々にまつわる話が散らばっているに違いない。そしてそれも同じように信しん憑ぴよう性せいがあるのだろう。

「安産と子育ての神様として、地元では知られていますよ」

「───母を殺して産まれてきたために、カグツチ命ノミコトは父に殺されたのに？」

　塔子の低いつぶやきに、暁と貴哉は同時に顔を向ける。

「そもそも殺されたカグツチ命ノミコトを、誰が母のそばに葬ったのかしら」

　塔子は二人の視線をよそに、カグツチを祀ったという窟を見上げつづけていた。

「イザナギ神ノカミしかいないだろうね………」

　貴哉の答えに塔子は不服げに反論する。

「分からないわ。自分で殺しておいて、どうしてそういう発想になるのかしら。それとも少しは愛情らしきものがあったとでもいうのかしら」

　無意識のうちに語気が強くなっていた。

　そんな中途半端な愛情などいらない。父から無視された子供だという事実は心の傷になるほどではなかったが、親しん王のう宣せん下げまでされた姉の存在を考えるとやはり惨みじめだった。

「そう思うのは、塔子が母親からきちんとした愛情を受けて育ってきた証しよう拠こだよ」

　塔子は目を丸くして、左横の貴哉を見上げる。

「左さ大だい臣じん様は君にとってけしていい父親ではなかっただろうけれど、姉上は母親として君をしっかり愛して育てたはずだろう」

　もちろん、とばかりに塔子は大きくうなずく。

「お母様だけじゃないわ。お祖じ父い様だって、も、もちろん叔お父じ様だって！」

「ありがとう。私も塔子がいたから、イザナギ神ノカミの気持ちは理解できないよ」

　穏おだやかに貴哉は答えた。姪めいと叔父が話している間、暁は無表情であらぬ方向を眺めていた。花の窟のご神体を眺めているのか、王子の窟を眺めているのか、あるいはそのどちらも見ていないようにも見えた。

　───宮中では、そんな親子関係は珍しくありませんよ。

　昨夜の暁の言葉を思い出し、塔子は漠ばく然ぜんとした罪ざい悪あく感かんを覚えた。

　なんとなく気まずい空気になり、三人は無言で馬を駆かる。少し離れて後ろから四人の武官たちがついてきていた。海沿いに少し進んだあと川沿いにほとりをあがっていくと、まばらに住居や庵いおりらしきものが見えてきた。

「このあたりのはずだけど………」

　あたりを見回しながら貴哉は独ひとりごちた。

「向こう岸かもしれませんよ、訊きに行かせましょうか」

　後方の武官たちを見ながら暁が意見した。

「そうですね、そのほうが早い」

　貴哉が答えたとき、塔子は少し先にある鳥居を見つけた。

「叔父様、あれが産田神社？」

　塔子が指差した方向を見て、貴哉はうなずく。

「ちょっと行ってきてもいい？　ついでに誰か人がいたら、私も訊いてみるわ」

　言いながら塔子はすでに馬首を向けている。

「って、なにをとつぜん………」

「早く戻ってくるんだよ。濱はま路じ殿どのの家が分かったら、すぐに向かうから」

　とがめようとした暁の言葉をさえぎり、貴哉は気楽に返事をした。

　若い娘が供ともも連れずに一人で出向くなど、たとえすぐそこでも官かん人じんで都育ちの暁からすれば一言言わずにはおられない行為だったのだろう。しかし貴哉にとっては珍しくもないことだったから、あっさりとしたものだった。

　暁はなにか抗こう議ぎをしたそうに貴哉を見たが、塔子はかまわず馬を走らす。

　鳥居の前で下馬をしてあたりを見回すが、人影はなかった。塔子は馬を近くの木につないで鳥居をくぐった。

　まっすぐと延びた参道の向こうに拝はい殿でんが見える。塔子は手ちよう水ず舎やで手を清めて口をすすぐと、両脇にうっそうと木々が茂った道の左端を前へと進む。参道の中央は神が通る場所とされており、人が通ることはよくないとされているのだ。

　拝殿の近くまで来ると、地面は丸い石ころで埋め尽くされており、なにか書きつけられたものがちらほらあった。よく見ると安産や子育てへの祈き願がんの言葉が記しるされている。母を殺した罪で父に殺されたという、カグツチの謂いわれを思うと塔子は釈しやく然ぜんとしない気持ちになった。

「どの子がいちばん可か哀わい想そうだったのかしら？」

　産まれてすぐに父母に捨てられ、存在自体認められなかったヒルコとアワシマ。

　産まれたことで母を殺し、その罪で父に殺されたカグツチ。

　そして存在しない母を求め、泣き暴あばれたスサノオとでは。

　塔子はしゃがみこみ、手近にあった石を取った。墨すみの色が比較的はっきりしているところから、さほど前に書かれたものではなさそうだった。

　───なにとぞ吾あ子こが、穏やかに健すこやかに過ごせますように。

　石を置こうとした塔子は、ふと手を止める。

　文の最後に〝濱路〟と記されてあったのだ。

「え？　濱路ってあの………」

　塔子は右手に石を持ったまま、軽く頭かぶりを振った。余計な思いこみを捨てて、まず考えを整理する必要があると思った。濱路という名の母親は他にもいるだろうが、遠方の女性が祈き願がんや御お礼れい参まいりにこんなところまでやってくるとは思えないから、これを記したのは十じつ中ちゆう八はつ九く近隣の住人だろう。加えて読み書きができる者となると限られている。

「これ、五の宮様の乳母が？」

　塔子は混乱した。濱路という乳母は二年前まで出しゆつ仕ししていたというのだから、これが記されたのはそれ以降だろう。あるいは宿下がりの機会はあったのかもしれないが、墨の状態から何年も前のものとは思えなかった。

「吾子って、誰のこと？」

　貴哉の手紙には、濱路は夫も子供もなく独ひとりで暮らしているように書いてあった。

　出仕していたときも離れて暮らす子や夫がいるような話は聞いていなかったし、そもそも子供がいたら乳ち兄きよう弟だいとして五の宮に仕つかえていることが普通ではないか？

「穏やかに、健やかに？」

　母としてごくとうぜんの願いが記された石を、塔子は目を皿のようにして見つめた。

　やがて霧きりのようにただよっていたさまざまな疑問が、ぎゅっと凝ぎよう結けつしたようにひとつの形を成なした。

「まさか」

　塔子は石をぎゅっと握りしめた。

「少しよう尉じように───」

　自分が真っ先に思いついた相手に疑問を持つ間もなく、塔子は踵きびすを返した。

　足を踏み出そうとした瞬間、参道の少し先に見知らぬ二人の男が立っていることに気づく。丈短の上じよう衣えに括くくり袴ばかま、日に焼けたいかつい身体からだ。安産、子育てを願う神社にはあまりにも不似合いな参拝者に塔子の足はすくんだ。

「誰………」

　表情を強こわ張ばらせる塔子に、男二人はたがいに目配せをすると同時に飛びかかってきた。

　悲鳴をあげる前に口をふさがれ、両手を背中の後ろでつかまれる。

「なにもたもたしているんだ、さっさと包つつんじまえ！」

　背中で男の怒ど鳴なり声がする。しかし押さえている者とは別の男が声をあげた。

「おい、待て。こいつ違うんじゃないか？」

　ひろげた菰こもを手にしたまま、疑うような表情で口をふさがれた塔子の顔をのぞきこむ。

「三み十そ路じ近い年とし増まだって話だろう。この女、どう見ても十五、六だぜ」

「なにぃ？」

　驚きのためか力が緩んだ瞬間、塔子は肘ひじで突き飛ばすようにして男を振りはらう。

　そのまま駆けだそうとしたが、素早く衵あこめをつかまれ引き戻されてしまう。今度は二人がかりで拘束されてしまった。

「おい、まずいんじゃねえか」

「けど、この娘を逃がしてみろ。あっという間に村中に知れわたるぞ」

　自分を拘束したまま言いあう男たちに、もがきながら塔子は叫んだ。

「どのみち私が戻らなかったら、連れがみんなして捜しにくるわよ。ここに来ていることは知っているんだから！」

　たがいに見合った男たちに、ここぞとばかりに塔子はわめきたてた。

「さっさと逃げたほうが身のためよ。武官だけでも五人もいるんだから！」

　男二人の表情があきらかに強張った。五人という人数もだが、郎ろう党とうではなく武官という言葉が、塔子の生なま半はん可かではない身分を彼らに示し唆さしてしまっていたのだ。

「やべえぞ、この娘。かなりの家柄だぜ」

「捕つかまったら笞ち刑けいくらいじゃすまねえかも」

　そのやりとりで塔子は、男らが自分を放り出して逃げるものとばかり思っていた。

　しかし彼らは目配せのあと、とつぜん口になにかを押しこんできたのだ。

　猿さる轡ぐつわを嚙かまされたのだと気がついたときには、身体を菰こもで包まれていた。どれほど必死で暴れても男二人の力に敵かなうはずがなく、たちまち菰ごと縛しばりあげられてしまう。

「顔を見られたんじゃしかたがねえ」

「予定がくるったが、一人殺すも二人殺すも一緒だ」

　身体の上でされる不ふ穏おんなやりとりに塔子は身震いした。高貴な身分の者に危害を加えたことで、捕まれば重い罰ばつが科かせられるととらえたようだ。結果、証しよう拠こ隠いん滅めつのために塔子を殺そうとしているのだ。

　ひょいと身体が持ちあがった。このままどこかに連れ去られてしまっては最後だ。塔子は必死で身体を動かしたが、蛇へびのようにくねるだけで菰はいっこうに緩まない。いくら声をあげようとしても、かすれた小さなうめき声が漏もれるくらいだ。

　このままでは大変なことになる。

（助けて……少尉！）

　涙も出ないほどの恐怖の中、声にならぬ悲鳴をあげたときだった。

「な、なんだ、てめえ！」

　男達の叫びとともに、身体がどんっと地面に落とされた。

　目もくらむような痛みの中、男たちの悲鳴と怒ど声せいが立てつづけに聞こえた。

（な、なにごと？）

　気がつくと落ちたはずみなのか、顔の近くの菰が少し緩んでいた。首を大きく振って隙すき間まを広げると、なんとか視界を得ることができた。そこから見上げた光景に塔子は目を疑う。参道から少しはずれた境けい内だいに男が一人倒れていた。そして残ったもう一人と対たい峙じしていたのは、なんと暁だった。

　なぜ彼がここにという疑問よりも、目の前で戦う姿が心配でならない。

　太た刀ちを持つ暁に対して、男は小しよう刀とうをかざしている。武具的には断だん然ぜん有ゆう利りであろうが、相手は勘違いで捕らえた相手を殺すことも厭いとわない凶きよう暴ぼうな輩やからだ。

（誰か、誰か早く来て！）

　じりじりと睨みあう中、男は痺しびれを切らしたのか小刀をかまえて突進する。暁はひらりと身をかわし、素早く後ろに回りこむと太刀の柄つかで男の後頭部を強打した。声もなく男は倒れこむ。

　一連の鮮あざやかな身のこなしに、現状も忘れて塔子は見み惚とれてしまう。隙がなく洗せん練れんされた、まるで剣けん舞ぶを思わせる太刀捌さばきだった。

（ヤマトタケル命ノミコトみたい………）

　草くさ薙なぎの剣つるぎで敵を倒した、古こ代だい史し上の英えい雄ゆうを塔子は思う。

「女によ王おう！」

　暁が叫んだとき、参道の先で声がした。

「あかつき様～」

「いらっしゃいますか～」

　武官たちの呼びかけには返事もせず、暁は塔子のもとに走り寄って太刀で縄を切った。

　ようやく菰から抜け出した塔子だったが、今度は腕の中に閉じこめられた。猿轡を嚙んだまま物を言うことができないでいる塔子を、暁はきつく抱きしめたのだ。

「………かった。無事で」

　感極まったように、それきり暁は言葉を発さない。

　身体に回された腕には、痛いほどの力がこもっていた。

　最初は戸惑っていた塔子だったが、彼の腕の中で次第に緊張がほぐれてくる。猿轡を外すことも忘れて、暁の広い胸に額をつけるようにして何度も何度もうなずいた。

　やがて武官たちがやってきて、暁はようやく塔子を抱く腕の力を緩めた。

「こいつらを縛りあげろ」

「それもですが、塔子の口についているものを早く外してあげてください」

　武官たちの後ろから姿を見せたのは貴哉だった。菰にくるまれた危機的な現場を見ていないからか、やけに声音が冷ややかだった。暁ははじめて気がついたようにあわてたが、両手が自由になった塔子は、自分でさっさと猿轡を解といた。

「ありがとう、本当に殺されるかと思ったわ」

　開口一番に塔子が言うと、暁は縛りあげられた男たちを睨みつけた。

「実はこの男たち───」

「すみません。おそらく女王様は私と間違われたのだと思います」

　聞き覚えのない女性の声に塔子は顔を向ける。貴哉の少し後ろから、三十前後の身なりのよい女性が姿を見せた。くるんと円まるい瞳ひとみをした、年齢のわりには可か愛わいらしい印象の女性だったが、抑えた色合いの衣からは年相応の落ち着きをただよわせていた。

「濱路殿？」

　塔子の問いに、女性ははっきりとうなずいた。
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　渡わた殿どのから聞こえてくる足音が次第に大きくなった。

　厳重に人払いをした局つぼねで、塔とう子こははす向かいに座る濱はま路じに目を向ける。彼女は白い頰ほおをいっそう青白くして、ひどく表情を強こわ張ばらせていた。

　無理もないとことだ。結果的に被ひ害がいを受けたのは塔子だったとはいえ、殺されそうになったのは濱路だ。そしてこれからその刺し客かくを差し向けた当の人物と、顔を合わせなければならないのだから。

　しかしなにより彼女を不安にさせているのは、一連の事件の真しん相そうだろう。

「申しわけありません。本当に申しわけありません」

　それしか言葉を知らぬような彼女は、ひたすら謝罪を繰り返した。熊くま野のから来るときはもちろん、内だい裏りに入ってからもずっとこの調子である。

　対して塔子は、具体的な言葉を何ひとつ返すことができなかった。

　自分の推すい察さつどおりだったとして、真実をあきらかにすることがいったいなにになるというのだろう。熊野で同じ問いを貴たか哉なりにされ「かまわない」とはっきり答えたというのに、いざとなるとそこまで開き直れない自分が情けない。

　黙っている塔子をどう思ったのか、おもむろに濱路は言った。

「左さ大だい臣じん様のご息そく女じよとして、女によ王おう様には五ごの宮みや様に報ほう復ふくする権利がございます」

　急に冷静になった濱路の指し摘てきに塔子は表情を歪ゆがめる。怒ったのではない。むしろ彼女に同情していた。五の宮を非ひ難なんするときの濱路が、まるで自分で自分の傷きずを開く人のように思えたからだ。

　たとえ母親と祖そ父ふを陥おとしいれる大たい罪ざいを犯おかしたかもしれないとしても、五の宮の動どう機きが動機だけに、濱路としても痛ましさと辛つらさはぬぐえないに違いない。

「私は別に、そんなことは望んでいないわ」

「ですが黙って見過ごすには……」

　強い口調は途中から息が切れたように、言葉が途絶えてしまう。

　濱路はがっくりとうなだれ、紅べに袴ばかまの腿もものあたりをぎゅっと握りしめた。

　そうだ。動機がなんであれ、人を冤えん罪ざいに陥れるなどけして許されない罪だ。

　しかしそれが自分恋しさのためにされたのだとしたら、濱路としてはまさに身を切られるような思いであるに違いない。

　彼女が言うようにこの件でいちばん憤いきどおるべきは、被ひ害がい者しやの身内である塔子なのだろう。

　いっぽうで加害者のほうも身内だというのだから、事態は複雑だ。

（だけど本当に、子供が母親を？）

　そこで塔子は産うぶ田た神じん社じやからずっと抱いだいていた疑念を、あらためて思い出す。

　───吾あ子こが、穏おだやかに健すこやかに過ごせますように。

　産田神社の石に記しるしてあったあの祈き願がん。あれはいま目の前にいる濱路が書いたものだったのだろうか？　あれを書いたのが彼女だとしたら、吾子とは？

　よもやの考えが脳のう裏りをよぎり、塔子は口を開きかける。

「あの、濱路殿───」

「おいでになられました」

　御み簾すの向こうで女によう房ぼうがささやいた。先ほどまで簀すの子このほうで見張らせていたが、訪問者を知らせにきたようだ。問いかけをさえぎられた塔子は、気持ちを切り替え凜りんとした声で告つげる。

「ありがとう、引きつづき見張りをお願いね」
















　一礼して女房が下がって少しして、御簾の向こうに少年の影が映った。断りもなしに御簾が跳ねあがり、梔くち子なし色の直のう衣しを着た少年が姿を見せた。

　五ごの宮みやだった。

　親しん王のうとは思えぬ不ぶ作さ法ほうぶりで中に飛びこんでくると、塔子など一いつ顧こだにせず彼は濱路に抱きついた。対して濱路のほうは、ほとんど本ほん能のうのように五の宮を抱きしめた。

「乳母や、乳母や………」

「宮様っ………」

　泣きじゃくる五の宮に対して、声を詰まらせる濱路。先ほどまでのためらいや憤りなど霧む散さんしたかのごとく、濱路は宮の小さな身体を抱きしめる。二人の言葉にできない思いが見ている側にまで伝わってくるような光景だった。

　塔子自身も五の宮をとがめる気持ちが消えたわけではないが、それよりもいまは憐れん憫びんの気持ちが大きく上回っていた。

　二人はどのくらいそうしていたのだろう。ようやく五の宮は濱路の胸から顔をあげる。

　大きな瞳は泣き濡ぬれてきらめいている。

「ありがとう、尚侍ないしのかみ」

　五の宮の礼に塔子はにわかに現実を取り戻す。

「いえ、濱路殿が了承してくださったので」

　素っ気なく答えてから、ここぞとばかりに塔子は表情をあらためる。

　五の宮はきょとんとした顔をして、彼を抱きしめる濱路は表情を強張らせた。

「実は宮様にお尋ねしたいことが───」

「尚侍、おいでになりました」

　御簾の向こうで先ほどの女房が呼びかけた。塔子はいったん口をつぐみ、濱路に目配せをする。濱路はひとつうなずくと、五の宮の身体をそっと押し戻すようにして居住まいを正した。

「お通しして」

　塔子が答えていくらもしないうちに、ばたばたと足音が聞こえてきた。騒そう々ぞうしさとは対照的な、優ゆう雅がな香こうの匂いがあたりにふんわりとただよう。

「どうぞ、お入りください」

　女房を介かいさず直じかに告つげた塔子に驚くことも呆れることもなく、いささか乱暴に御簾が上げられた。入ってきたのは近衛大将このえのだいしようだった。今いま様ようの洒しや落れた衣い冠かん姿すがただが、そのふるまいも表情も優雅とは言いかねた。彼はひどくあわてふためきつつ塔子を見て、彼女の向かいにいる濱路に目を見開いた。

「どうなさったのです、大将様？　顔色が優すぐれないようですが」

　皮ひ肉にくっぽい言いまわしに大将は表情を険しくしたが、かまわず塔子は告げる。

「どうぞ、お座りください。そのように立ち尽くされていてはお話もできませんわ」

　大将はなにか反論しかけたようだったが、ぐっと口をつぐむと円わろう座ざに腰を下ろす。

　塔子と大将が向かいあい、二人のはす向かいに五の宮と濱路が座る形になった。

　大将は落ち着かないように、胡あぐ座らをかいた膝ひざのあたりをしきりに叩たたきつづけている。

「濱路殿の無事な姿をご覧になられて、驚かれましたか？」

　率直な塔子の問いに、大将はあからさまに狼ろう狽ばいしたようすを見せた。

　濱路のほうは五の宮を守るように抱きしめ、気丈な表情で大将を睨にらみつける。そこに先ほどまでの、申しわけないとおびえていた姿は見られない。それはまさしくわが子を守ろうとする気丈な母の姿であった。

（間違いない）

　塔子は確信した。これまでずっと違和感を覚えていた。

　なにかが嚙かみあわないと思っていた。

　だが、こう考えればすべての辻つじ褄つまが合うではないか。




　五の宮の母は、梅うめ壺つぼではなく濱路なのだ。




「近衛大将様は、宮様の秘密をどうやってお知りになられたのですか？」

　五の宮自身が知らぬ可能性もあったから、多少ぼかして塔子は尋ねた。

　しかしそれで十分伝わった。大将はぎくりとし、濱路は観かん念ねんしたように息をつく。

　三人の間に流れる緊きん迫ぱくした空気を打ち破ったのは、無む邪じや気きな五の宮の声だった。

「僕が教えたんだ。乳母やが僕の本当の母上だって」

「!!」

　塔子は息を吞のんだ。

　急いで濱路の反応を見るが、彼女も愕がく然ぜんとした面おも持もちで傍かたわらの五の宮を見つめていた。

　予想外の結果に混乱しつつも、かろうじて塔子は尋ねた。

「み、宮様はなぜそのことをご存じなのですか？」

「梅壺うめつぼの女御にようご様が、当人におっしゃったそうですよ。お前は私の産んだ子などではなく、下げ賤せんの女が産んだいやしい子だって」

　開き直ったのか、投げやりに大将が言った。

　あ然とする塔子を前に、五の宮は傷ついたようすもなくさらに無邪気に語る。

「だから乳母やに帰ってきてほしかったんだ。そのためにはあの人には消えてもらわなきゃと思ったんだよ」

「………」

　とうぜんのように言われた言葉は、塔子の理解の範はん疇ちゆうを超えるものだった

　そのために梅壺女御に呪じゆ詛その罪を着せたというのか。そしてそのとばっちりを受けたのが父・左大臣だったというのだろうか。

（消えてもらわなきゃいけない人間なんて───）

　九つの子供が言い放った傲ごう慢まんな言葉に、身体の奥から熱い熱がこみあげてくる。

「なんということをなさったのです！」

　強い口調で叱しつ責せきしたのは濱路だった。彼女の傍らで五の宮はびくりと肩を揺らす。

　驚く塔子と大将の前で、濱路は五の宮の細い肩を鷲わし摑づかみにした。

「どんな理由があっても、他の誰かを追い落としてよいはずがありません。まして梅壺女御様と左大臣様は塔子女によ王おう様のご家族なのですよ。宮様が私に戻ってきてほしいと思ってくださったように、女王様だって姉上と父上に戻ってほしいと思われているのですよ！」

　濱路の言い分は母が子供にするものとしてまっとうなものだったが、正直塔子はむず痒がゆいような気持ちになった。なにしろ父と姉に戻ってきてほしいなどと思ったことは一度もないのだ。

「人は一人で産まれることはできません。どれほど孤こ独どくな人間にも家族がいます。ならばその人を愛する者がかならずいるはずです。だからどんな人間でも〝消えてよい〟はずなどありません！」

　鷲摑みにした肩を揺さぶらんばかりにして濱路は叫んだ。唇くちびるはわなわなと震え、見開いた瞳はにじんだ涙で光っていた。

　優しい乳母、いや母親の激しい姿を五の宮はぼう然と見上げる。

　やがて少年は、拗すねるとも不服ともつかぬ表情で濱路を睨みつけた。

「だって………」

　五の宮は袴をぎゅっとつかみ、声を震わせた。

「あの人だって僕のことを〝消えてもらわなきゃ〟と言っていたよ」

　穏やかならぬ言葉に塔子は身を乗り出した。はずみで小こ袿うちぎの袖そでに引っかけた脇きよう息そくが、がたんと大きな音を立てて転がった。

　五の宮の言う〝あの人〟が、姉、梅壺女御であることはあきらかだった。

　五の宮の肩をつかんでいた濱路の指から力が抜けた。

「………そのようなことを、宮様におっしゃったのですか？」

「ちがうよ、あの人が自分の乳ち姉きよう妹だいに言っているのを、僕が聞いたんだ」

　胸を張らんばかりの勢いで五の宮は言う。急に活かつ気きを取り戻した姿は、言いわけを探しあて、これで叱責されずにすむと安心した子供そのものだった。

「───女御様ご自身が身み籠ごもったから？」

　塔子の言葉に濱路はびくりと身体を揺らす。

「に、決まっているでしょう」

　それまで黙っていた大将が、開き直りとしか思えぬ皮肉な口調で言った。

　梅壺女御のあまりの身勝手ぶりに塔子は言葉を失った。

「そんな………ご自分が母親だからと言って、私に退出を申しつけられたのに」

　濱路のつぶやきに、塔子は彼女が退出させられた理由を悟さとった。

　けして優しく接していなかったという異い母ぼ姉しは、それでも母としての嫉しつ妬との気持ちはあったのだろう。

「だから、消される前に消したんだよ」

　濱路に答えるように五の宮は言った。おびえも開き直りの要素も微み塵じんもない、堂々と自信にあふれた物言いだった。

　とつぜん高らかな笑い声が響いた。

　見ると近衛大将が、文字どおり腹を抱かかえて笑い転げている。

「これは傑けつ作さくだ。宮様、あなたは正しいですよ。あなたが大人になったら、ぜひ私の右腕になってほしいものです」

　濱路がきっと大将を睨みつけた。

「自分に都合が悪いからという理由だけで殺して口をつぐもうとする、吾子をあなたのような人間にはさせません！」

　身分を考えればとんでもない非礼だが、大将は怒ったふうもなく、笑いの余よ韻いんを残したまま皮肉っぽく答えた。

「もう半分はなりかかっているじゃないか」

「だからこそ私が手元で育てます！　このようになられてしまった責任は、七歳までお育てした私にあるはずです」

　言うやいなや濱路は、五の宮を袿うちぎの中に収めるようにしっかりと抱きしめた。そんな二人にまるで虫けらでも見るような眼まな差ざしをくれたあと、冷ややかに大将は言った。




「そうだね、それが正しいよ。なにしろその子の身体には、帝の血など一いつ滴てきも流れていないのだから」




「え？」

　短く声をあげた塔子に、濱路は五の宮を抱きしめたまま深々と頭を下げる。

「この子は、私と亡き夫との間の子供です」

「!!」

　塔子は息を吞んだ。

　てっきり濱路に帝の手がつき、身み籠ごもったものと思いこんでいた。

　そして子のできぬ梅壺が、自分の子として引き取ったのだとばかり───。

　混乱する塔子を前に、いっそ開き直ったのかと思うほど明めい解かいに濱路は説明をはじめた。

「私が下げ﨟ろうとして仕つかえておりましたころ、入じゆ内だいして何年もたつのに御お子こができぬことを梅壺女御様は大変気に病やんでおられました。加えてそのことをお父上の左大臣様に責せめられて、かなり追い詰められておられました」

　数年来ずっと不安定な精神状態だったという姉女御の話を思い出し、塔子は納得する。

「そのころにあなたが身籠ったのね」

　塔子の問いに濱路は素直にうなずいた。

「身籠ってすぐに夫を亡くした私に、女御様の乳母が持ちかけたのです。産まれた子供が男の子なら、女御様の御子としてお渡しすると───」

　そこで濱路はひとつ息をついた。

「夫を亡くし寄る辺ない立場の私に育てられるより、女御様の御子として育てられるほうがこの子のためだと思ったのです」

　世継ぎ争いにかかわってくるとか、帝をはじめ多くの人を欺あざむく結果になるとは、あえて考えないようにしていたのだと濱路は付け足した。

　梅壺女御は腹に帯を巻いたりして妊にん娠しんを装よそおい、産み月が近くなった濱路を連れて宿下がりをして、首尾よく自分が出産したように装ったのだという。

「父上はそのことを？」

「ご存じないはずです。そもそも出産の場に殿との方がたが立ち入ることはありませんから」

　確かに通かよい婚こんであることを考えればそれもありうるだろう。まして母おも屋やと対たいの屋やが離れている住まい事情を考えればなおさら信しん憑ぴよう性せいが増す。

　父は五の宮を孫だと疑いもせず、自分の手て駒ごまにしようと考えていたのだろう。

　そう聞くと本当にとばっちりを食ったことになるが、子ができぬことを父が責めたりしなければ、姉もそこまで追い詰められなかったのではとも思う。

　塔子は眉根を寄せて沈ちん思しするが、予想をさらに上回った衝しよう撃げきの真実に混乱して、どうするべきかなど、とうてい一人では決められようもなかった。

　左手にある塗ぬり籠ごめの白壁をちらりと見やり、ため息交じりに告げる。

「分かったわ。ひとまずあなたは宮様と一緒に梅壺で待っていてちょうだい」

「女によ王おう様………」

　濱路はなにか言いかけたが、塔子の厳しい眼差しに結局黙ってうなずいた。

　濱路の袿の中に隠れるようにしていた五の宮が、訳の分からぬ顔で二人の女性を見比べる。梅壺女御の子供でないということだけならともかく、帝の御み子こでさえないということがどのような運命をもたらすのか、しかもそれを自ら、よりによって政せい敵てきでもある摂せつ関かん家けの人間に言ってしまうなんて、この無邪気で残ざん酷こくな少年はその危機感さえ持たずにいるのだろうか。

「近衛大将、あなたは残っていてください」

　釘くぎを刺すような塔子の言葉に、大将は少しむっとした表情をした。しかしこのまま終わらせるわけにいかないことは了解しているようで、素直に塔子の言葉に従したがった。

「宮様方がお帰りになります」

　塔子が声をあげると、すぐに御簾の向こうに女房が参上した。彼女の案内で濱路と五の宮は梅壺へと戻っていった。

　人ひと気けがなくなったことを確認すると、塔子は塗籠に向かって声をかけた。

「どうぞ、出てきてください」

　やがて御簾の先で戸口の開く音がして、向こうの廂ひさしから足音が聞こえてきた。

　御簾をくぐって入ってきたのは、灰はい白はく色しよくの狩かり衣ぎぬを着けた貴たか哉なりだった。

　実は彼も塔子たちと一緒に都入りをしていたのだ。

　そして塔子は大将と五の宮を呼ぶ前に、一人では対応しきれないかもしれないから塗籠の中で控ひかえていてくれと、暁あかつきと貴哉に頼んだのだった。さすがに官かん職しよくにある暁には断られてしまったが、地方住まいで逆に無む頓とん着ちやくなのか、貴哉は実にあっさり承しよう諾だくした。

　きょとんとする大将を前に、一応塔子は「私の叔お父じです」と紹介したが、もちろん大将は納得できない顔をしている。いくら身内とはいえ、従じゆ五ご位い以前に官職にもない者が内だい裏り内にあがっているなど信じがたい事態に違いない。

　呆れはてたふうの大将をよそに、貴哉は塔子の間近に片かた膝ひざをついて耳元に口をよせた。

「暁殿も一緒に聞いているよ」

　貴哉のささやきに塔子は目を見開き、まさかの思いで白壁を見る。

　あの中に暁もいるというのか。殿でん上じようを許されぬ身分の自分がとんでもないと、あれほど固こ辞じしていたのに。

「ど、どうして？」

「塔子が心配だからとおっしゃっていたよ」

「………」

　抑よく揚ようのない声音で告げられた言葉に、塔子は耳を疑う。

　貴哉は不自然なほど淡たん々たんとした面おも持もちで、正面の大将に挨あい拶さつをした。

「このような形で末まつ席せきを汚けがしますことをどうぞお許しください。私は尚侍ないしのかみ塔子女によ王おうの叔父で、熊くま野ので神しん官かんを務めております橘たちばなの貴たか哉なりと申します」

　背筋をぴんと伸ばしたまま、貴哉は頭を下げた。余計なものをすべてそぎ取ったことでかえって洗せん練れんされたいでたちは、華やかな都みやこ人びとである大将を前に、神しん秘ぴ的てきなまでに高貴な雰囲気をただよわせていた。

　大将は一応うなずきを返しはしたが、ねめつけるような視線を塔子に向けた。

「女王様、感心しませんな。いくら身内とはいえ官かん職しよくにもない、しかも異性を局つぼねに上げるとは、東とう宮ぐう様が知ったらなんとおっしゃるか」

　困ったものだとばかりに、大将はわざとらしく扇おうぎで口元を押さえる。この間まで東宮に嫌われるように発はつ破ぱをかけていたくせに、どういう神経だと塔子は声をあげかけた。

「別に───」

「日ひ嗣つぎの皇み子こ様は、そのようなことで立りつ腹ぷくしたりはしませんよ」

　さらりと貴哉は言ってのけた。塔子が仰ぎよう天てんして叔父を見る。

　自信を持って味方をしてくれるのは頼たのもしいが、会ったこともない相手を対象になにを根こん拠きよにそんなことを言っているのだろう。

（あ、一度会ったことがあるんだったっけ………）

　以前東宮は熊野に詣もうでたと言っていた。そのとき挨拶ぐらいはしたかもしれない。

　不服げな大将に、さらに貴哉はつづける。

「おそれながら官位にかんしましては、熊野の神々は天てん慶けい三年に朝ちよう廷ていより正しよう一いち位いの位階を授さずかっております。私のことはその使いとでもお考えください」

　屁へ理り屈くつと言えばそうだが、あまりにも堂々と言ってのけた貴哉に大将は気け圧おされたようになる。ちなみに朝廷が諸国の神々に官位を授けることをはじめたのは、いまから二百年余り前の九世紀後半あたりからである。

「叔父様、話は聞いていたでしょう」

「聞き取りにくい部分もあったけど、戸口を開けていたからおおよそはね」

　茶目っ気さえただよわせて言うと、貴哉は大将のほうに向き直った。

「確かに姪めいが日嗣の皇子の寵ちようを受け、皇子でも授かるようなことになれば、あなたたち摂関家の方々はお困りになるでしょう。しかしあなたが切り札にしようとした五の宮様は、先ほどお分かりのようにすでに日嗣の皇子たる資格を失っております。濱路殿の口を封ふうじて隠いんぺいしようとしても、姪めいや私が知っているいまとなってはすでに手遅れかと───」

　なにもかもお見通しだというような物言いに、大将の顔があからさまに強張った。

　普段の塔子であれば、爽そう快かいな気持ちで貴哉に惚ほれ惚ぼれとするところだが、途中の彼の言葉が引っかかった。

「ど、どうして五の宮様が切り札になるの？　あの子は失しつ脚きやくした女によう御ご様の子供なのに」

　このさい真実云うん々ぬんは関係なく、現在の朝廷の勢力関係で五の宮が切り札になるはずがない。もちろん真相が分かったいまとなっては、なおさらありえない話だが。

　しかし貴哉は冷静に言ってのけた。

「呪じゆ詛そが冤えん罪ざいだと証明されれば、五の宮様は左さ大だい臣じん高たか槻つき親王の孫親王だ。後.うしろ盾だてさえあれば十分日嗣の皇子に推おせるよ」

「………」

「そして現在の日嗣の皇子・東宮様が冤罪を仕掛けた張本人とされれば、廃はい太たい子しの十分な理由になる」

　思いがけない、しかし考えてみれば思いあたる節がありすぎる説に塔子は絶ぜつ句くする。

　重ちよう陽ようの宴うたげの折、大将の目的が東宮の失しつ脚きやくにあたることは、塔子も推すい測そくしていた。しかし五の宮の立りつ坊ぼうまで頭がまわらなかった。

　だが、そうであれば合が点てんがいく。誰からも顧かえりみられない五の宮にやたら大将が親切だったことも、塔子に東宮に嫌われるようやたらとあおったことも。

「近衛大将様。あなたは最近、姫君をもうけられたそうですね」

　貴哉の指し摘てきに塔子は目を丸くする。

「叔父様、どうしてそんなことまでご存じ───」

「暁殿に聞いた。いま私が話したことも、ほとんどは彼の推すい論ろんだ」

　塔子は目を丸くした。確かに熊野の神官である貴哉よりは情報力のある人間だが、それでも七しち位いの地じ下げ人にんがそんなことまで推すい察さつできるなんて。

　───身分を問わず、男は政治の話が好きなんですよ。

　戯ざれ言ごとのような彼のつぶやきを思い出し、塔子は塗籠の白壁を見た。

　あの中で暁はいまどんな表情をして、こちらのやりとりを聞いているのだろう。

　いっぽう大将は指摘されたときこそどきりとした表情をしたが、そこはさすがに落ち着きを取り戻して答える。

「それがなにか？」

「いいえ、ただ──五の宮様とはよい年回りだと思って」

　目から鱗うろこが落ちたとはまさにこのことだった。

　大将の不ふ審しんな行動の数々の意図が、これですべてあきらかになった。

　現在の東宮を陥かん穽せいの罪で失しつ脚きやくさせれば、被害者の忘れ形見である五の宮はほぼ確実に次の東宮になる。帝の義ち父ち、そして将来的には外がい祖そ父ふの地位を手に入れるために、大将は五の宮を東宮にすることを思いついたのだ。誰も顧みない親王に目をつけたのだから、うまく事を運べれば摂関家の他の者をも出し抜くことができる。

「そういうことだったのね」

　うめく塔子から、さすがに大将は気まずげに視線をそらす。もちろんいちばん非ひ難なんされるべきは五の宮だが、大将のやり方はあまりにも抜け目がなさすぎた。

　なんという大だい胆たん不ふ敵てきさだろう。そのために無実の東宮をさも陰いん謀ぼうの首しゆ謀ぼう者しやであるように仕立てあげ、なにより口封じのため濱路を殺あやめようとした。しかも五の宮の出しゆつ生せいの秘密を知ったあとで濱路の口をふさごうとしたのだから、恐れおおくも帝の子ではないと承しよう知ちしたうえで帝位に即つけようとしたということだ。

　そのことに気づいたとき、空そら恐おそろしさに背中に水をかけられたような気がした。

　塔子の反応をどうとらえたのか、貴哉はまるで冷やかすように言った。

「大将様に報ほう復ふくしたいと思うのなら、塔子が入内して東宮様に皇み子こを産んでさしあげることがいちばんだと思うよ」

「叔父様！」

　塔子は感情的な声をあげる。

　そんなようすを一いち瞥べつすると、貴哉はおもむろに問うた。

「それで塔子はどうしたいの？　濱路殿が言ったように、君には五の宮に報復する権利があるよ」

「………」

　今日だけで二度も聞いた言葉なのに、塔子は激しく動どう揺ようした。

　真相を知ってしまったからこそ、父や姉の無念を晴らしたいとは純粋に思えなくなってしまった。道理として晴らさなければと思っても、感情として納得できない部分がある。

　自分の都合で引き取った子供を、自分が身籠ったからといって簡単に突き放してしまう姉に非がないはずがない。そして姉をそこまで追い詰めた責任の一端を父は担になっている。

　もちろん五の宮の罪は見過ごせない。子供であること、同情できる部分を考こう慮りよしても、結果があまりにも重大すぎる。

　しかも本人に罪の自覚がほとんどないのだ。

　つまり五の宮は、なんの自覚もなく母を殺して父に殺されたカグツチであり、母に会いたいと泣き叫んで世界を荒こう廃はいさせたスサノオでもあったのだ。

　愚おろかで罪深い、そして可か哀わい想そうな子供。

　自分がヒルコやアワシマの立場にあっても、塔子はカグツチでありスサノオである五の宮を痛ましいと思う。

　相手を打ち据すえたいと思うような憤いきどおりと、強く抱きしめたいという憐れん憫びんが自分の胸の中で同時に生しようじる。妻を殺され、わが子を殺したイザナギは、それでもなぜカグツチを妻のそばに葬ほうむったのだろう。王おう子じの窟で思いついた考えがふたたび脳のう裏りをよぎる。

　───だからこそ私が手元で育てます！

　濱路の叫びを思い出し、塔子は決意を固める。

「大将様」

　塔子は呼びかけた。

「帝の血を引かぬ子どもを東とう宮ぐうに仕立て上げようとした、という罪を追求しても、あなたにそんなことは聞いてないと言われてしまえば、いくら私や五の宮が証言したところで、確かつ固こたる物ぶつ証しようは何ひとつ残っていない。仮に証明できても、東宮に擁よう立りつしようとしたことや、自分の娘と結婚させようとしたことは、あくまでもこちらの推測です。恐れおおくて公こう言げんできなかったとでも言われてしまえばそれだけでは大きな罪とは言えない」

　そうですよね、と確認するような塔子の視線に、大将は薄笑いを浮かべて告げる。

「前々から思っていましたが、さすが高たか槻つき親しん王のうの姫君ですね。大変に頭の回転が速い」

　こみあげる怒りをどうにかして抑えると、きっぱりと塔子は言った。

「大将様、取り引きしましょう」

　不意をつかれた表情をする大将に、塔子は言葉をつづける。

「呪詛そのものが成り立たなくても、五の宮を陥かん穽せいの罪に問うことはできます。どうかあなたがあの子を訴うつたえてください」
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　その翌日、貴たか哉なりが熊くま野のに戻ることになった。

　さすがに塔とう子この局つぼねに泊まるわけにもいかず、貴哉はあのあと塗ぬり籠ごめから出てきた暁あかつきの宿所に泊めてもらったのだという。数多くの貴族が参さん内だいする大だい内だい裏りは、彼らの私的なお供や他にも出入りの商人など官かん吏り以外の出入りも多く、特に怪あやしまれないものらしい。

　内裏を抜けて陽よう明めい門もんまで出ると、すでに旅支度をすませた貴哉が手を振っていた。しかも隣には暁までいる。

　塔子はぱっと顔を輝かがやかせ、彼らのもとに走り寄った。

　周囲には中なか務つかさ省しようや陰おん陽みよう寮りようがあるが、出しゆつ仕しの者たちがちょうど中に入ってしまった時間だから、二に官かん八はつ省しようの官かん衙がの周囲も警備の兵ぐらいで意外と人ひと気けがなかった。もちろんそれを狙って出てきたのだが。

「少しよう尉じようも来てくれたの」

「今日は非番なんですよ」

　息を切らしながら言う塔子に、さらりと暁は答える。

「そうなの、せっかくのお休みの日にごめんね」

「かまいませんよ、他にすることもないし」

　暁の言葉に貴哉はなんとも奇き妙みような眼まな差ざしを向ける。

　まあ、都住まいの若い男性の台詞せりふとしては少々寂しいものには違いない。

「あはは………」

　口元に手をあてて笑いながら、なぜか安あん堵どの思いが広がる。

　笑いが収まったころ、塔子は表情をあらためて貴哉に向き直った。

「叔お父じ様、遠くまで来てくれてありがとう。本当に助かったわ」

「かまわないよ。どのみち都ですませなければならない用事もあったから」

　貴哉はこのあと、知りあいの博士に会いに行くのだという。かつては大だい学がく寮りようにまで勤めていた高名な学者だったが、現在は各地の風ふ土ど記きを中心に研究している変わり者の半世よ捨すて人びとという話である。

「せっかく都に来たのだから、もっとゆっくりしていけばいいのに」

　貴哉が塔子と過ごせた京都での時間は、実質一日しかない。

　申し訳なさと恨うらみがましさの双そう方ほうをこめた物言いに貴哉は肩をすくめた。

「行き帰りの行こう程ていを考えたら、これ以上熊野をあけるわけにはいかないから」

　しごくもっともな言い分である。貴哉には熊野で神しん職しよくという地位と仕事がある。

　都に来ることでさえ大変だったのに、これ以上引き止めるわけにはいかない。

「うん、そうよね………」

　言葉では納得したことを言いながら、口調にはなおも未み練れんがましさがにじみ出る。

　そんな塔子を苦笑交じりに見つめたあと、貴哉は表情をあらためた。

「最後にもう一度訊くけど、宮様のことは本当にあれでいいの？」

　暁は躊ちゆう躇ちよしたように貴哉を見たが、とうぜん訊かれるだろうと思っていた塔子はたじろがなかった。

「うん、それがいちばん丸く収まると思うの」

「だけど前にも言ったけど、それはけして塔子の父上の汚お名めいを返上することにはならないよ」

　塔子は即そく座ざに答えることができなかった。

　遺い族ぞくとして父の無念を晴らさなければ、という義ぎ務む感かんは正直ない。

　だからこそ、彼の尊そん厳げんを自分が決めてしまってよいのかという煩はん悶もんがある。この程度の思いしか持てぬ自分に、血がつながっているという理由だけで、彼のことを決める権利があるとは思えない。

　しかし他にそれをする人間はいないのなら、ほとんど責せき務むに近い形の権利をあえて自分が駆く使ししようと塔子は決めていたのだった。

「誰かだけが一方的な被ひ害がい者しやではないから」

「え？」

「父上も姉上もそして宮様も、みんな理由があって誰かを害がいしてしまったのよ」

　自分に言い聞かせるように塔子は言った。

「だから三人で少しずつ贖あがなってもらう。そんなことを私が決めるなんて傲ごう慢まんかもしれないけれど───」

「そんなことはありませんよ！」

　思いがけず強い口調で言ったのは暁だった。驚く塔子の横で暁はまくしたてた。

「そうやって収めることができても、いちばん割が合わないのはこれからこの醜しゆう聞ぶんの中で過ごす女によ王おうだということは、ご自身でも分かっているのでしょう。宮きゆう中ちゆうの人間なんてよく事情も知らないまま、悪あしざまに言ったり、好こう奇きの眼まな差ざしを向けたり、内裏がそういうところだというのはこの数カ月で骨ほね身みに染みたでしょう？」

「い、いや、それはもともと怨おん霊りようの娘で慣れているし、いまさら───」

　気け圧おされつつも塔子は反論する。暁の指摘は今後の展開として予想していたが、塔子からすればそれは衣ころもの染しみが茶から灰色に変わった程度の問題で、それほど深刻にはなっていなかったのだ。それどころか亡くなった人の尊厳を損そこなう、自分への罰だという考え方にさえなっていたぐらいだ。

「だから、そんなに怒らなくてもいいから………」

「これが怒らずにいられますか！　なにも悪いことなどしていないあなたばかりが割を食うことになるのに！」

　頰ほおをうっすらと赤くして叫ぶ暁は、まだ興奮冷めやらぬかのようだった。

　はじめのうちこそ塔子は戸と惑まどったが、暁の怒りに根ざすものを考えているうちに次第に感謝の念がこみあげてきた。

「ありがとう。だけど少尉が分かってくれているのなら、宮中の他の人間にどう思われようと私は気にしないわ」

　目を丸くする暁に、大丈夫だとばかりに塔子はうなずく。

　最終的には入じゆ内だいという今後を考えると、やはり気が重い。だからその件にかんしては、なんとか逃のがれられるように足あ搔がこうと思っている。

　しかしここでの生活自体は、暁が宮中にいるのなら我が慢まんできるような気がしていた。

　それどころか、あんがい楽しいのでは？　そんなふうにさえ思えるようになっていたのだが───。

「そうだね。それに、どうせ塔子は一年で退出する心づもりでいるのだろう」

　貴哉の指摘に、塔子は虚きよをつかれたような気持ちになった。

　自分とてつい今しがたまで、入内を逃れる術すべを画かく策さくしようと思っていたくせに───。

　今回の真相が公おおやけになれば、五ごの宮みやはもちろん、梅うめ壺つぼの女によう御ごが無実ということにはまずならない。存ぞん命めいであれば父左さ大だい臣じんも、なんらかの形で責任を取らされていただろう。

　もちろん東とう宮ぐうは、彼らに罪を贖う必要がなくなる。

　日ひ嗣つぎの皇み子ことして世せ情じようの安あん寧ねいを図る義ぎ務むはあっても、道義的には塔子を入内させる理由が彼にはなくなった。

　ならば怨霊騒ぎのほとぼりが冷めたら、退出を申し出ることは可能かもしれない。

　憎にくい政せい敵てきの娘を妃きさきに迎えずにすみ、東宮はさぞ安あん堵どすることだろう。塔子にとっても間違いなく喜ばしいことなのに、なぜか貴哉の言葉に素直にうなずくことができない。

　それは入内したくないという思いと、熊野に帰りたいという思いが必ずしも結びついていないからだ。

　たまらずうつむいてしまった塔子の頰ほおに、とつぜんひんやりとしたものが触ふれた。

　はっとして顔をあげると、目の前に怖いくらい真剣な眼差しを浮かべた貴哉がいた。

　彼は両手の指先で挟むようにして、塔子の頰に触れていた。すべてを見み透すかすような澄すんだ色の瞳ひとみに塔子はたじろぐ。

「………叔父様？」

「一年したら戻っておいで。そうじゃなかったら迎えに来るよ」

　ぼう然としたまま塔子は、自分の頰に触れる貴哉の指を思い起こしていた。

　貴哉の指は男性にしてはいくぶん細めで、しなやかでとても長かった。

　そういえば私は、あの指が筆を握っているところを見ることがとても好きだったのだ。

　料りよう紙しに書かれる流りゆう麗れいな文字も、伏し目がちの横顔も、額から鼻を通り、顎あごに達するまでのきれいな描びよう線せんも、なにかも大好きで見ているだけで幸せな気持ちになれた。

　だけどいまは───どうして、こんなに不安になるのだろう。

「う、うん」

　ぎこちなくうなずく塔子に、貴哉は寂しげな笑みを浮かべる。

　小さな罪ざい悪あく感かんが胸をつく。思わず塔子はなにか言いかけたが、それより先に貴哉の指がまるで糸を引くかのように静かに離れていった。

　塔子は目をすがめた。指が描いた軌き跡せきが残ざん像ぞうのように目の奥に焼きついている。

「それでは」

　貴哉は隣に立つ暁に一礼すると、くるりと踵きびすを返し、玉砂利の上をほとんど音もたてずに歩いて行った。





[image: ]






　通りをしばらく進んだところで呼び止められ、貴たか哉なりは馬を停めた。馬上で身体からだを反転させると、黒毛の馬に乗った暁あかつきが追いかけるように向かって来ていた。

　貴哉は手た綱づなを握ったまま、まるで打ち寄せる波を待つように暁を眺ながめていたが、半馬身ほどの距離まで来て暁が馬を停めると、すかさず下げ馬ばした。

　いっぽう暁は息を切らしたまま、馬上から貴哉を見下ろす。あわてて追いかけてきたはいいが、なにをどう言ってよいのか分からないような表か情おをしている。

　そんな暁に貴哉は、からかうとも苦笑ともつかぬ笑みを浮かべた。

「なにかご用ですか？　明あか槻つき親しん王のう様」

　とたん暁は気まずげな表情になり、少しして思い立ったように下馬した。

　二人の青年は人一人分の距離を隔へだてて向かいあい、やがて暁は軽く一礼した。

「話をうまく合わせてくれて、感謝している」

「きっとなにか事情がおありなのだろうと思っていましたから。しかし日ひ嗣つぎの皇み子こともあろう方が、正しよう七しち位いの衛え門もんの少しよう尉じようを名乗るとは───」

　言いながらこらえきれなくなったのか、貴哉は口元に手をあてて小さく噴ふきだした。

　いっそう気まずさをました表情で、暁はぷいっとそっぽを向く。しかしいつまでも肩を震わせる貴哉に、やや立りつ腹ぷくしながら言った。

「しかたがないだろう。あのときは高たか槻つき親王、いや左さ大だい臣じんを陥おとしいれた人物は私とされていたのだから、塔とう子こ女によ王おうに名乗れるはずがない。かといってここまでずっとだまくらかしてきておいて、いまさら〝私はあなたがさんざん罵ば倒とうしていた東とう宮ぐうですよ〟などと告白できるはずもないし………」

　最初の威い勢せいはどこにやら、あとのほうは完全にしょげたような声こわ音ねになっていた。

　貴哉はようやく笑いを収めたが、それでもまだからかうような余よ韻いんを残して言う。

「だとしても河か陽やまで足を運びますかね、普通。日嗣の皇子ともあろうお方が自ら」

　それは暁も自分で思う。しかし摂せつ関かん家けが幅を利きかせる宮きゆう中ちゆうでは、迂う闊かつに誰かに頼んではどこで彼らとつながっているのか知れたものではない。まして暁には出しゆつ生せいの曰いわくもあり、なにかと敵が多い。

　そんな環境ともともとの性格もあり、帝の第一皇おう子じ・明槻親王は、平たいらの少しよう尉じようと名乗り大だい内だい裏りを飛び出すような型破りな東宮になってしまったのだ。

「左大臣を陥れたのが摂関家の者なら、絶対に塔子女王に接触してくると思ったんだ。なにしろここで彼女に入じゆ内だいされて親王誕生とでもなったら、私につづけて二代とも摂関家の血を引かない東宮、ひいては帝が誕生することになるのだから。そりゃあ彼女の入内を阻そ止ししようと必死になるさ」

「だから近衛大将が、今回の呪詛事件の首しゆ謀ぼう者しやだと思っていたんですね」

「まあ、そっちは外れたがな」

　少々ふてくされて暁は答える。まさかこんな結果になるとは思ってもいなかった。この件にかんしては完全に読み違えていたと認めるしかない。左大臣を陥れたのは絶対に摂関家の連中だと決めつけていたが、結果はあまりにも意外すぎた。

「近衛大将のほうも、首謀者は日嗣の皇子だと思っていたのでしょうね」

　貴哉の言葉に暁はうなずく。

　誰が誰を疑い、誰が誰を陥れようとも不思議ではなかった。皇こう家けと摂関家は言わずもがな。皇家側の人間として自分と左大臣は同じ勢力になるが、東宮の地位をめぐる者としては敵同士だった。

「皇家と公く家げ。東宮と五の宮。ふたつの勢力を挟んで、私たちはそれぞれ三すくみの状態だったんだよ」

　ため息交じりの暁に、貴哉はまるで冷やかすように言った。

「それもこれも、あなたがさっさと妃きさきを迎えないからですよ」

「宮中に未み婚こんの皇こう女じよがいたら、すぐに迎えていたさ」

　斎さい王おう選びが難なん航こうしたように、近年の皇家には妃にできそうな年ごろの女子は一人もいなかったのだ。東宮という立場上、いずれは誰かを迎えなくてはいけないことは分かっているが、摂関家の娘を入内させることはもう少し先に伸ばしたい。

　左大臣高槻親王の活かつ躍やくによって、摂関家に独どく占せんされていた政治の実権は次第に皇家側に戻りつつある。しかしいま自分が摂関家から妃を迎えて皇み子こでもなせば、彼女の立りつ后こうと子供の立りつ太たい子しは間違いない。そうなったら元の木もく阿あ弥みだ。

　まだまだ影響力の強い祖そ父ふ法ほう皇おうも若くはない。

　摂関家から妃を迎えることは避さけられぬとしても、できるならもう少し地じ固がためをしてから臨のぞみたかった。承じよう和わの変へん（八四二年・臣しん下かの立場にあった藤ふじ原わらの良よし房ふさが、それまで皇族のみだった摂せつ政しようとなるきっかけとなった謀む反ほん事件）以降、いや原点をたどれば大たい化かの改かい新しん以降、摂関家に牛ぎゆう耳じられてきた政まつりごとをせめてもう少し皇家に取り戻すまで。

　五の宮を挟んで対立関係にはあったが、その点で左大臣高槻親王は、暁にとって非常に大切な人物だった。

「でしたら左大臣様はなぜ、塔子を伊い勢せの斎王に選出するよりも東宮妃ひに推おさなかったのでしょうか？」

「塔子女によ王おうからすると迷惑極まりない話だろうが、左大臣は自分の娘を斎王に差しだすことで、皇族としての存在感をさらに示したかったんだと思う。それにあのときは五の宮を東宮にすることに躍やつ起きになっていたから、私のもとに入内させるなど露つゆほども考えてはいなかったと思うよ」

　暁の説明に貴哉はなるほどとうなずく。そして実にさりげなくつぶやいた。

「そうですね。それに父親の立場からすると、姉し妹まいで日嗣の皇子の地位を狙ねらって争う姿は見たいものではないのでしょうし」

　この貴哉の言葉は、意外なほど暁の胸の奥に突き刺さった。

　塔子の話を聞くまでもなく、はたから見ていても左大臣の行動はけして娘たちに対して思いやりを持ったものとは言えなかった。仮に貴哉の指摘が正しかったとしても、むしろ自分が娘たちの争あらそう姿を見るのが嫌だったから、という意地悪な解かい釈しやくもできるのだ。

　しかし良くも悪くもそんな人間的な理由を少しも思いつかなかった自分に、暁は少しだけ嫌いや気けがさしたのだ。自分が目の前の青年と比べて、なにか大きく欠けつ落らくしているものがあるような気がした。

　実は塔子と話しているときも、似たような思いに幾いく度どか駆られた。

　だが会話を重ねていくうちに、塔子に自分にはないものを見いだし、いつしか暁はほっとするようになっていたのだ。

　叔お父じである左大臣との複雑な関係もあり、塔子が入内ではなく伊勢に赴ふ任にんしたと聞いたときは安あん堵どしていたぐらいだった。

　しかし実際に会って話をしてみると、彼女はこちらの常識をくつがえすほど破は天てん荒こうな姫だった。明るくて気取りがなく、義ぎ俠きよう心しんが強いのにやけに冷静で冷めている一面もある。しかしその冷めている理由がすべて人としての強さに根ざしている。

　優しいのではなく、情に厚い。そして自分の価値観に基づいて筋すじを通そうとする。

　とても魅み力りよく的てきな少女だった。だから、いつのまにか───。

「塔子を入内させますか？」

　暁は物思いから立ち返る。見ると、貴哉がすべてを見透かすような眼差しでこちらを見つめていた。

　都みやこ人びとにも滅めつ多たに見かけない秀しゆう麗れいな容よう姿しからは、知性と穏おだやかさがにじみ出ている。

　父帝の熊野行ぎよう幸こうに同行した二年前が初対面だったが、若さからは想像もできない落ち着きと博はく識しきぶりには舌を巻いたものだった。

　まったく、非ひの打ちどころのない青年だ。

　出逢った初日から、恥ずかしげもなく貴哉をべた褒ぼめしていた塔子のことを思い出す。

　そして熊野で再会したとき、この冷静な青年が人目もはばからず姪めいを抱きしめたありさまは描いたように脳裏に残っている。

　彼らの間に自分が立ち入るべきではない。

　塔子は熊野に帰してやるほうがいいに決まっている。好こう意いを抱いだいているのなら、なおさらそうするべきだ。まして出生に曰くを持つ自分が帝位に即つくためには、この先さまざまな艱かん難なんが生しようじてくるだろう。自分の妃に迎えたりすれば、塔子まで巻きこんでしまうかもしれない。

　だが───理り屈くつでは分かっていることなのに、どうしても思い切れない。

　塔子に対する未練から、なにかにすがるような思いで暁は問う。

「それでもいいのか、そなたは？」

「よくありません」

　静かだが激しさをこめた、きっぱりした口調に暁は息を吞のむ。

「離れがたい存在です。昔から、そしていまでも」

「………」

「父と姉が立てつづけに亡くなったころ、私はまだ十六歳でした。自立できない年齢ではありませんが、それと重じゆう圧あつや孤こ独どくを感じる気持ちは別です。心が折れそうになったとき、あの娘こ、塔子がいたことで私がどれほど救われたのか、とても言葉では言い表せません」

　そこで貴哉は一度言葉を切り、正面から暁を見み据すえた。

「私にはあなたと違ってなんの力もありません。ですから彼女が戻ってくるのを、いつまでも待ちつづけます」

　澄すんだ優しげな色の瞳に、悲ひ痛つうなまでに強い意志が宿った。

「彼女はずっと熊野に帰りたがっている………そなたのもとに」

　絞しぼり出すような暁の言葉に、貴哉は無言だった。

　かまわず暁は言葉をつづける。

「それはそうだろう。十三歳の少女がたった一人、否いや応おうなく伊い勢せにやられたんだ。それから三年、ずっと熊野に戻ることを夢みていたと言った。私は彼女の願いを叶かなえてやりたいし、なによりこれ以上宮中の権力争いに巻きこむことはしたくない」

　切々と語るたびに、身を切られるような気持ちになる。

　───女によ王おう様とお会いしたら、東宮も気が変わるやもしれません。

　───このような優すぐれたお方のお役に立つことができて、本当に光栄なことです。

　あんなふうにごまかすように言ってしまったけれど、この少女が自分の妃になってくれたらと何度も思った。だが彼女は熊野に帰ることを切せつ望ぼうし、そして大切に想う男がいる。そして彼のほうも───暁は目の前の貴哉を見つめた。




　───紫むらさきの匂へる妹いもを憎にくくあらば、人ひと妻づまゆえにわれ恋秘ひめやも（万葉集・巻一）




　戯ざれ言ごとのように口ずさんだ歌を思い出し、唇に自じ嘲ちようの笑いが浮かぶ。

　まったく何百年前であろうと、秘めたる恋は変わらないようだ。

　そういえば当時の大海人皇子おおあまのおうじは、自分と同じ東宮という立場だった。

　兄である淡おう海みの帝みかど（天てん智ち天てん皇のう）との対立の一いち因いんには、額ぬか田たの女おお王きみを挟んだ確かく執しつがあげられている。もちろんそれだけが原因ではないだろうが、結果として二人の確執は古こ代だい史上最大と呼ばれる騒そう乱らん〈壬じん申しんの乱らん〉を引き起こした。

　穏おん便びんにすませるのなら、身を引いたほうがよいに決まっている。なにより塔子の気持ちを第一に考えるのなら、目の前の青年に委ゆだねるべきなのだ。

　しかし理屈では分かっていても、自分の内側にある感情の燻くすぶりが抑おさえられない。

　───違う。

　これまでどれほど抑えようとしても叶わず、ずっと燻りつづけていたその感情は、むしろ目の前の青年の言葉によって、まるで油をそそいだかのように炎となって暁の中で燃えあがったのだ。

「一年だ」

　暁は言った。意味が分からなかったのか、貴哉はわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「怨おん霊りよう騒そう動どうを考えれば、世の平へい穏おんのためにも、彼女にはもう少し内裏に滞たい在ざいしてもらわなければならない」

　そうやって権けん勢せいずくで都に留とめおき、思いあっている相手と引き離す。そんな卑ひ劣れつな真ま似ねをしてまで、いったい自分はなにをしようとしているのか。

　目の前の貴哉の抑よく揚ようのない表情から具体的な感情をうかがうことはできなかったが、反発していることは間違いなかった。あるいは軽けい蔑べつされているのかもしれなかった。

　しかしこみあげる自己嫌けん悪おも、胸の奥で燃える炎を消すことはもはやできなかった。

　まとわりつくさまざまな思いを振り切るよう、毅き然ぜんと顔をあげ暁は言った。

「その間は、なにがあっても私が彼女を守る」































　それから数日後、五の宮の出生と呪詛事件の真相があきらかにされた。

　前ぜん代だい未み聞もんの不ふ祥しよう事じに朝廷は大騒ぎとなったが、出生にかんして罪を問われるべき梅壺女御はすでに故こ人じんであり、この件において五の宮に責任はない。

　しかし呪詛の件については子供とはいえ見過ごせぬ罪であり、なにより帝の血を引かぬ子供を後宮においておくわけにもいかない。

　審しん議ぎの結果、五の宮は都から遠い熊野の地に追放処分とされた。







　新にい嘗なめ祭さいを近々に控えたある日、塔とう子こは父と姉の月命日のために寺に足を運んだ。

　人々を驚きよう愕がくさせた五ごの宮みやの事件から、半月余りがたっていた。

　実はその二日前に、東とう宮ぐうが吉よし野のから戻ってくるという報告が入っていた。

　東宮帰京の知らせを受けて、塔子は心の底からほっとしていた。そんなことはありえないと理り屈くつでは分かっていても、ひょっとしてこのまま戻ってこないのではと、心のどこかで疑っていたのだ。

（よかった、やっと帰ってくるんだ………）

　東宮が塔子のことをどう思っていようと、話をしてみなければなにも動かない。

　嫌われるようにふるまおうなどと画かく策さくしていたが、真相があきらかになった現状であればきちんと話をしたほうが得とく策さくのような気がする。

（とにかくお目め通どおりが叶かなったら、東宮様の気持ちをじっくりと聞いてみよう）

　これまで頑かたくなに妃きさきを迎えようとしなかった東宮は、今回の入じゆ内だいについてどう思っているのか？　呪じゆ詛そ事件にかんして言えば、東宮はとばっちりもよいところで世間に義ぎ理り立てする必要はもはやないのだから、そこから入内を退しりぞける糸口がつかめるかもしれない。

　法ほう要ようを終えて寺をあとにした塔子は、そのまま墓ぼ所しよまで足を伸ばした。

　寒いから来なくてよいと言って、女によう房ぼうたちは車の中で待たせている。

　壺つぼ装しよう束ぞく姿の塔子は、足早に墓所への通路を進んだ。黄おう土ど色いろの枯かれ草くさが道をおおい、地面を踏みしめるたびばりばりと枯かれ葉はが割れる音がする。人の行き来がないことがこれだけで歴れき然ぜんとしている。かつて一大勢せい力りよくを築いた左さ大だい臣じんと帝の女によう御ごの墓所だと考えるとなんとも寂しい次第である。呪じゆ詛その件にかんしては冤えん罪ざいだったとはいえ、義あ姉ねは立派に有罪であるし、やはりあのような曰いわくつきの結着では参る人もいないのだろう。

（私なんかが参っても、多分二人とも喜ばないだろうけど………）

　この期ごに及んで捻ひねくれたことを考える自分に、塔子は思わず苦笑する。

　墓参りはこれがはじめてではなかった。しかし今回、塔子ははじめて手をあわせるぐらいはしたいと思ったのだ。

　確かに彼らのために苦しみ、悔くやしい思いをした人たちはいる。

　だけど彼らも同じように苦しんで、悔しがって、無念のうちに亡くなった人達だから。

　結果だけで善悪や可否を判断したくないから。なにより彼らが生きていたことを否定したくないから、塔子はここに来たのだ。

（愛しているなんて言えない。でも、ずっと覚えているから………）

　幾いくらも歩かないうちに、すぐに墓ぼ塔とうが見えてきた。

　すぐそばまで来て、塔子は目を見張った。こんもりと盛りあがった場所に建てられた五ご輪りん塔とうのまわりは思いのほかきれいに片づいており、真っ白な馬あ酔せ木びの花が供そなえられている。

「いったい誰が………」

　あたりをきょろきょろと見回すが、とうぜん誰もいない。いるのなら寺からここに来る途中に会っていたはずだ。それでも花の状態からして、そうたってはいないと思う。おそらく昨日か今日の昼前あたりに誰かが来てくれたのだろう。かつての栄光などなかったことのように、誰もが忘れ果てていると思っていた父と姉を───。

　胸に熱いものがこみあげる。

「ありがとう………」

　素直な感謝の念とともに、塔子は馬酔木に触れようと手を伸ばしかけた。そのとき甘あま酸ずっぱい芳ほう香こうが鼻をかすめ、塔子はふたたびあたりを見回した。もちろん先ほどと同じで誰もおらず、それはおそらく残り香だと思われた。

「金きん木もく犀せい？」

　覚えのある香りから、塔子は季節外れの花の名をつぶやいた。











終
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　こんにちは、小お田だ菜な摘つみです。

　このたびは「なりゆき斎さい王おうの入じゆ内だい」を手に取っていただいて、誠にありがとうございます。

　さてこのお話、小田にとってはじめての和物となっております。

　書いてみようと思ったきっかけは、担当さんの「このあたりで和物読んでみたいですね～」のお言葉でした。それではまず、ということで、三つのプロットを出しました。ひとつは鎌かま倉くら時代、元げん寇こうを舞台にしたお話。もう一つは南なん北ぼく朝ちようの時代を舞台にしたお話でしたが、ニッチ過ぎてとうぜんのごとく却きやつ下か。結果として唯ゆい一いつ残ったのがこのお話でした。

　すでにお気づきの方もいらっしゃると思いますが、小田は飛鳥あすか、奈な良ら、天てん平ぴようあたりの日本古こ代だい史しが好きです。山やま岸ぎし凉りよう子こ先生の『日出ひいずる処ところの天てん子し』からはじまり、里さと中なか満ま智ち子こ先生の『天てん上じようの虹にじ』などの古代史物のシリーズ。他にも長なが岡おか良よし子こ先生や河かわ村むら絵え里り先生のその時代の漫まん画が作品を読みまくっていました。近ごろでは安やす彦ひこ良よし和かず先生の『ナジム』（ヒルコ様がいい！）。中なか村むら真ま理り子こ先生の『天てん智ちと天てん武ぶ』等を、すごく興奮して読みました。

　この作品は、そんな古代史オタの平安少女が活かつ躍やくするお話です。

　少女小説なので、かなりＦＴフアンタジーな部分も含めております。金きん木もく犀せいが日本に入ってきたのは江え戸ど時代です。他にも儀ぎ式しき等々、実際とはちがう部分が多々ありますが、物語の展開上何なに卒とぞご了りよう承しようください。服ふく喪もの規定なんて完全に無む視ししています、すみません（汗）。

　ちなみに熊くま野の神じん社じやの主しゆ祭さい神しんに対する解かい釈しやくは説があるようですが、このお話では＝スサノオという形を取らせていただきました。余よ談だんですが旧きゆう暦れきと新暦をごちゃごちゃにして使い、ぎりぎりに気づいてあわてて修正したときは、本当に（分ぶん不ふ相そう応おう）という言葉が頭をよぎりました。




　イラストは凪なぎかすみさんです。担当さんから「凪さんにお願いしたいと思っている」と打だ診しんされたとき、あまりの恐おそれおおさに「そんな、豚ぶたに真しん珠じゆです」とまで言って呆あきれさせました。

　引き受けていただけたと聞いたとき、真しん剣けんに耳を疑いました。想像以上の素晴らしいイラストを、本当にありがとうございました。

　担当様、校こう閲えつ様、今回は本当にご迷めい惑わくをおかけしました。特に校閲様の「どこの歴史学者ですか？」というほどの厳きびしい、かつ専門的な指し摘てきには本当に頭が下がりました。

　他にもお世話になった皆々様。なによりこの本をお手にとってくださったあなた。本当にありがとうございました。また、お会いできますように。





小田菜摘
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──黒歴史って誰にでもあるものですよね。
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一度間近で十二単を見てみたいと思いつつ、自分で着付け体験する勇気は出ない今日この頃。むしろモデルさんが着付けされる姿をじっくりとっくり眺めたいです（笑）
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